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1	 取扱説明書	
取扱説明書は本装置のライフサイクル全体について説明しています。取扱説明書はすべてのユーザーの手の届く
所に保管し、また、本製品の新しい所有者が利用できるようにしておいてください。

本取扱説明書には安全性についての重要な情報が含まれています	

記載されている注意事項に留意しないと、危険な状況が生じます。

 ▶ 装置の内側または外側に記号 が付いている場合は、取扱説明書をよくお読みください。

 ▶ この取扱説明書を読んで各装置についてよく把握してください。

1.1	 使用したアイコン	

危険 

直接的危険性についての警告。

 ▶ 警告に従わない場合、重傷を負うか死亡する可能性があります。

警告 

危険な状況に陥る可能性についての警告。

 ▶ 従わない場合、重傷を負うか死亡する可能性があります。

注意 

潜在的危険性についての警告。

 ▶ 従わない場合、重傷または軽傷を負う可能性があります。

注意 
物的損害についての警告。

重要な追加情報、ヒントおよび推薦事項を示します。

本取扱説明書あるいは他の文書の情報の参照指示です。

 ▶ リスク回避のための指示を示します。

 → 実施する作業手順をマークします。
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1.2	 「製品」の定義	
この補足で使用される「装置」という用語は以下のコントローラー/トランスミッター タイプ8619を表します。

• タイプ8619 multiCELL、つまり配電盤ユニットタイプ、

• タイプ8619 multiCELL WM AC、つまりAC動作電圧の壁面取り付けバージョン、

• タイプ8619 multiCELL WM AC、つまりDC動作電圧の壁面取り付けバージョン、

1.3	 用語の定義「産業用イーサネット」
取扱説明書の「産業用イーサネット」という用語は、フィールドバスプロトコルであるPROFINET、EtherNet/
IP、EtherCAT、またはModbus TCPを介して通信する製品を指します。

1.4	 取扱説明書の有効性	
この説明書はソフトウェアバージョンB.02.00以降の装置に有効です。

 → メニュー「Information -> Software -> Versions -> M0: Main -> Firmware」で装置のソフトウェアバージョンを
確認します(13、 178ページ章を参照)。

2	 規定通りの使用	

本製品の誤った使用により、人、周囲のシステムおよび環境に危険が生じる可能性があります。

搭載されているモジュールと接続されている測定センサーに応じて、本装置は、pH/酸化還元、導電率、温度、流
量などの物理パラメータを転送および制御するために使用されます。

 ▶ 製品は、Bürkertが推奨する、もしくは承認する場合にのみ、他社の製品やコンポーネントと組み合わせて使用
してください。

 ▶ 電磁障害や紫外線の影響を受けないようにし、屋外で使用する場合は天候の影響を受けないようにしてくだ
さい。

 ▶ 使用に際しては、契約書と取扱説明書に明記されている許容データ、稼働・使用条件に留意する必要があり
ます。

 ▶ 製品はセキュリティ用途には絶対に使用しないでください。

 ▶ 製品の適切な保管、輸送、設置、操作に注意してください。

 ▶ 製品は、完全な状態でのみ操作してください。

 ▶ 製品は必ず用途に沿って適切に使用してください。
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3	 基本的な安全に関する注意事項	
この安全に関する注意事項は、取付や稼働時、メンテナンスに際して発生する偶発事象や事故を考慮してい
ません。

事業者は、現地の安全規則をスタッフに関するものも含めて遵守する責任を負います。

感電による負傷の危険。

 ▶ 装置の12～36 V DCバージョンを湿った環境や屋外で使用する場合は、最大動作電圧を35 V DCに制限してく
ださい。

 ▶ システムまたは装置で作業する前に電圧をオフにし、再びオンにならないようにしてください。

 ▶ 機械に接続する機器はすべて、規格UL/EN 61010-1に従って配電網が二重に絶縁されていなければなり 
ません。

 ▶ 現行の電気製品に関する事故防止・安全規則を遵守してください。

一般的な危険状況。

怪我を防ぐために以下の注意事項に留意してください。

 ▶ 装置を爆発の危険があるエリアで使用しないでください。

 ▶ 装置は、装置の素材と互換性のある環境でのみ使用してください。

 ▶ 製品に物理的負荷をかけないでください。

 ▶ 製品に手を加えないでください。

 ▶ システムの電源が誤ってオンにならないようにしてください。

 ▶ 設置およびメンテナンス作業は、必ず有資格の専門スタッフが適切な工具を使用して行うようにしてく 
ださい。

 ▶ 電力供給が中断した場合、プロセスが定義どおり、あるいは制御下で再開されるよう確保してください。

 ▶ 技術上の一般規則を遵守してください。

注意 
静電気による危険がある部品/アセンブリ	

装置には静電気放電 (ESD) に敏感なコンポーネントが使用されています。静電気を帯びた人員や物との接触
は、これらのコンポーネントの機能を危険にさらします。最悪の場合、部品が瞬時に破壊したり、試運転後に故障
する恐れがあります。

 ▶ 急激な静電気の放電による損傷を避ける、あるいは最小限にするために、EN 61340-5-1による要件に留意し
てください。

 ▶ 電子部品を電源電圧時に接触させないでください。

8

基本的な安全に関する注意事項 

タイプ8619

日本語



4	 一般情報

4.1	 メーカー住所および各国の連絡先
装置のメーカーとして、以下の法人にご連絡いただけます。

Burkert SAS

Rue du Giessen

BP 21

F-67220 TRIEMBACH-AU-VAL

または、最寄りのBürkert営業所にお問い合わせください。

各国の連絡先は当社ウェブサイト：country.burkert.com をご覧ください。

4.2	 保証	
保証は、取扱説明書に明記された使用条件を遵守した上で本装置を適切にご利用になった場合のみ適用されます。

4.3	 ウェブサイトで閲覧できる情報	
タイプ8619についての取扱説明書とデータシートは当社ウェブサイト：country.burkert.com をご覧ください
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5	 説明	

5.1	 アプリケーション領域	
装置は、さまざまな物理量の表示、記録、送信、交換、調整のための多機能製品です。

5.2	 8619	multiCELLの構造	

A
B
C

D
E

F

Ethernet拡張モジュール付き装置 Ethernet拡張モジュールなしの装置

G

H

J

K

図 1： 8619 multiCELLの構造

A： シーリング付き1/4 DIN標準ハウジング (92 x 92 mm) 、配電盤ユニットの扉への配電盤ユニット取付け用およ
び4つの固定用エレメントによる取付け用 

B： メモリカードスロット 

C： CPU基板 (背面プレートに「M0」と表示)：

• 装置電源の接続
• 流量センサーなどの他の装置への供給 
• 2つのデジタル入力 (「DI」と表示、デジタル入力)、2つの 4～20 mA 電流出力 (「AO」、「Analog Output」と表示)、

および2つのデジタル出力 (「DO」、「Digital Output」と表示) を提供します。
D： 拡張モジュール用の 1～6スロット (Ethernetバージョンの場合は4 スロット) 

可能な拡張モジュール：
• pHセンサー、酸化還元電位センサーおよび/または温度センサー接続用ライトグレープラグ付きモジュール 
• 導電率センサーおよび/または温度センサー接続用緑色プラグ付きモジュール 
• 2つの4～20 mA電流出力と2つのデジタル出力を備えた黒色プラグ付きモジュール
• 2つのアナログ入力と2つのデジタル入力を備えたオレンジ色プラグのモジュール 
差込スロットが使用されていない場合は、キャップが開口部を閉じます。

E： 2つのRJ45プラグ用の接続部付きEthernet拡張モジュール (装置にある場合、常に差込スロット「M1」にありま
す) (Ethernetバージョンのみ) 

F： 機能接地ねじ (CPU基板と追加モジュールのすべての「FE」端子に内部接続) 

G： バックライト付きディスプレイ 

H： ナビゲーションボタン (4方向) 
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J： 4つのダイナミックボタン 

K： 2つのLED

5.3	 8619	multiCELL	WM	DCの構造	
A CB

E

D

G

JK
H

F

FE

12-36 V
DC

FEFEFE

M0

M1

M2

M3
M4

M5

M6

PWR OUT

MEMORY
CARD

FE FE
FE

PWR OUT 12-36 V
DC

PORT2 PORT1

M5

M1

MEMORY
CARD

M2

M4

M6

FE

Ethernet拡張
モジュール付き

装置 

Ethernet拡張
モジュールなし

の装置 

 

L

M

N

O  

図 2： 8619 multiCELL WM DCの構造 

A： 壁面取り付けハウジング、シーリング付きカバー、4本のねじで開閉、 ナビゲーションボタン、ダイナミックボタ
ン、LED付きディスプレイ 

B： CPU基板 (ラベルに「M0」と表示）、2つのデジタル入力 (「DI」と表示、デジタル入力)、2つの 4～20 mA 電流出力 
(「AO」、「アナログ出力」と表示)、および2つのデジタル出力 (「DO」、「デジタル出力」と表示)付き 

C： 壁面取り付けプレート、取り外し可能 

D： メモリカードスロット 

E： 拡張モジュール用の 1～6スロット (Ethernetバージョンの場合は4 スロット) 

可能な拡張モジュール：
• pHセンサー、酸化還元電位センサーおよび/または温度センサー接続用ライトグレープラグ付きモジュール 
• 導電率センサーおよび/または温度センサー接続用緑色プラグ付きモジュール 
• 2つの4～20 mA電流出力と2つのデジタル出力を備えた黒色プラグ付きモジュール 
• 2つのアナログ入力と2つのデジタル入力を備えたオレンジ色プラグのモジュール 
差込スロットが使用されていない場合は、キャップが開口部を閉じます。

F： 2つのRJ45プラグ用の接続部付きEthernet拡張モジュール (装置にある場合、常に差込スロット「M1」にあります) 
(Ethernetバージョンのみ)
G： 機能接地ねじ (CPU基板と追加モジュールのすべての「FE」端子に内部接続) 
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H： 12～36 V DC電源用コネクタ端子台 
J： M20 x 1.5 ケーブル接続 5個 
K： 電力供給および配電基板 
L： バックライト付きディスプレイ 
M： ナビゲーションボタン (4方向) 
N： 4つのダイナミックボタン
O： 2つのLED

5.4	 8619	multiCELL	WM	ACの構造	

Ethernet拡張
モジュールなし

の装置 

M0

M1
M2

M3
M4

M5
M6

PWR OUT

A CB

E

D

G

JK

H

FE

F

FE FE

MEMORY
CARD

FE
FE

FE

FE

MEMORY
CARD

PWR OUT

M0

M1
M2

M4

M6

M5

PORT2 PORT1

FE

FE
FE

FE

Ethernet拡張
モジュール付

き装置 

 

L

M

N

O  

図 3： 8619 multiCELL WM ACの構造 

A： 壁面取り付けハウジング、シーリング付きカバー、4本のねじで開閉、 ナビゲーションボタン、ダイナミックボタ
ン、LED付きディスプレイ 
B： CPU基板 (ラベルに「M0」と表示）、2つのデジタル入力 (「DI」と表示、デジタル入力)、2つの 4～20 mA 電流出力 
(「AO」、「Analog Output」と表示)、および2つのデジタル出力 (「DO」、「Digital Output」と表示)付き 
C： 壁面取り付けプレート、取り外し可能 
D： メモリカードスロット 
E： 拡張モジュール用の 1～6スロット (Ethernetバージョンの場合は4 スロット) 
可能な拡張モジュール：
• pHセンサー、酸化還元電位センサーおよび/または温度センサー接続用ライトグレープラグ付きモジュール 
• 導電率センサーおよび/または温度センサー接続用緑色プラグ付きモジュール 
• 2つの4～20 mA電流出力と2つのデジタル出力を備えた黒色プラグ付きモジュール 14
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• 2つのアナログ入力と2つのデジタル入力を備えたオレンジ色プラグのモジュール 
差込スロットが使用されていない場合は、キャップが開口部を閉じます。

F： 2つのRJ45プラグ用の接続部付きEthernet拡張モジュール (装置にある場合、常に差込スロット「M1」にあり 
ます) (Ethernetバージョンのみ) 

G： 機能接地ねじ (CPU基板と追加モジュールのすべての「FE」端子に内部接続) 

H： 110～240 V ACパワーサプライの端子台用カバープレート 

J： M20 x 1.5 ケーブル接続 5個 

K： 電力供給および配電基板 

L： バックライト付きディスプレイ 

M： ナビゲーションボタン (4方向) 

N： 4つのダイナミックボタン

O： 2つのLED 

15

説明 

タイプ8619

日本語



5.5	 ネットワーク接続用LEDの説明	(産業用イーサネットのみ)	
産業用イーサネット装置には、RJ-45コネクタごとに、ネットワークへの接続ステータスを表示する2つのLEDがあ
ります。

Link/Act LED 
(黄)

Link LED 
(緑)

 

図 4： RJ45プラグのLEDの配置 

LED Behaviour	 意味

Link/Act	LED	
(黄)

ON、  
素早く点滅 

上位のプロトコルレイヤとの接続が確立されます。データが交換
されます。

ON、  
ゆっくりと点滅 

プロトコルレベルへ接続なし。

OFF ネットワークに接続されていません。

Link	LED	
(緑)

ON ネットワークへの接続が確立済みです。
OFF ネットワークに接続されていません。

表1： RJ45プラグのLEDの配置 
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5.6	 機能図	

入力 機能 1) 出力 
デジタル入力もしくは周波数

入力 機能1 出力 信号 

アナログ入力、  
電流もしくは電圧 ...

トランジ
スタ、1と2 

PWMまたは
ON/OFFある
いはPFMまた
はインパルス PVN  

(プロセス変数ネットワーク) 2) 機能12 

 PVC 3) 4～20 mA、 
1と2

4～20 mA  

導電率センサー 
(2電極もしくは4電極) Ethernetデータ 4) 

pH/酸化還元センサー ディスプレイ 

温度センサー 
Pt 100/Pt 1000  メモリーカード

1) 同時にアクティブ 
2)  PVN： ProcessVariable Network.ネットワークコントローラー (PLCなど) からEthernetネットワーク経由のプロセス変数 (PV)

(9.27章を参照) 
3) PVC：プロセス変数 (PV)、値をユーザーがプロセスレベルで定義可能 (9.13章を参照)
4)  Ethernetデータ： 8619 MultiCELLからEthernetネットワーク経由でネットワーク コントローラー (PLC など) に届く値。

詳細については、www.burkert.jp/jp のタイプ8619に関するデジタル通信についての補足を参照してくだ
さい

5.6.1	 演算機能	

利用可能性	 すべてのモデルに標準装備 
式	 • A + B 

• A – B 

• A/B 

• A x B 
使用	 2つのプロセス変数の間での演算。

 → 関数パラメータの設定については、9.14章を参照してください。
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5.6.2	 PASS関数	

利用可能性	 すべてのモデルに標準装備 
式	 A/B x 100% 
使用	 2つのプロセス変数間での透過率の計算。

 → 関数パラメータの設定については、9.14章を参照してください。

5.6.3	 REJECT関数	

利用可能性	 すべてのモデルに標準装備 
式	 (1 – A/B) x 100% 
使用	 2つのプロセス変数間での棄却率の計算。

 → 関数パラメータの設定については、9.14章を参照してください。

5.6.4	 DEVIAT関数	

利用可能性	 すべてのモデルに標準装備 
式	 (A/B – 1) x 100% 
使用	 2つのプロセス変数間での偏差率の計算。

 → 関数パラメータの設定については、9.14章を参照してください。

5.6.5	 MATH関数	

利用可能性	 オプション (第9.5章を参照) 
式	 「MATH」 関数は、以下の規則に従った方程式の入力を可能にします。

 - 125字以下、 
 - A、B、C、D、Eの最大5つのプロセス変数。 

A、B、C、D、Eは、定数、測定された物理パラメータ、他のアクティブな、設定された機能の結
果、同一機能の前回の結果、ユーザー入力値(PVC)、PLCから届いた値 (PVN) などです  
(第15章を参照)。 

 - 表2で指定された演算子と優先規則を使用。
表2： MATH方程式の演算子、優先度、計算順序

可能な演算子 優先度 計算順序
(   ) 1 –

!   ± 2 右から左へ

ˆ 3

左から右へx   ÷   % 4
+   – 5

<   >   ≤   ≥ 6

 → 乗算は演算子なしで入力できます。例： 
10A/5(B3) = 10 x A/5 x (B x 3) = 6 x A x B

 → 8.5 数学的方程式の入力章も参照してください。

使用	  → 関数パラメータの設定に関する情報といくつかの応用例については、第9.14章に記載され
ています。
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5.6.6	 PROP関数	(比例)	

利用可能性	 すべてのモデルに標準装備 
式	 100 %

0 %
プロセス入力

スケール- スケール+
 

使用	 限られた入力に比例する出力の計算。

 → 関数パラメータの設定については、9.16章を参照してください。

5.6.7	 ON/OFF機能	

利用可能性	 すべてのモデルに標準装備 
式	 オン/オフ コントローラ 
使用	 すべての入力タイプ用。

 → 関数パラメータの設定については、9.17章を参照してください。

5.6.8	 流量測定機能	

利用可能性	 • モデル560205、560213、565984～565987、569259～569261、569268～569270、569277
～569279に標準装備 

• 他のすべてのモデルではオプション (第9.5章を参照) 
使用	 各デジタル入力は、流量測定に使用することができます。

5.6.9	 PID関数	

利用可能性	 オプション (第9.5章を参照) 
式	 連続制御 
使用	 すべての入力タイプ、内部もしくは外部の基準値を使用。

 → 関数パラメータの設定については、9.18章を参照してください。

同時にアクティブでありうるのはPID関数6本までです。
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5.6.10	 時間制御ドージング	

利用可能性	 オプション (第9.5章を参照) 
使用	 例えば、クーリングタワー内で、2つの製品を一定の間隔で投与するか、1週間にわたって1日2回

投与することを目的としています。

タイムドージング機能は、システムのプレ洗浄を確実にするために、導電率測定中のみON/
OFF機能と組み合わせることができます。「ON/OFF」機能は、タイムドージング機能の前に設定
して有効にする必要があります。

 → 関数パラメータの設定については、9.19章を参照してください。

5.6.11	 容積ドージング機能	

利用可能性	 オプション (第9.5章を参照) 
使用	 クーリングタワー専用。一定量の水を投与し、一定時間中にアクチュエータを作動させて製品を

添加し、その後、水量をゼロにリセットします。

 → 関数パラメータの設定については、9.20章を参照してください。

5.6.12	 濃度機能	

利用可能性	 オプション (第9.5章を参照) 
使用	 NaClやH2SO4のような特定の化合物の濃度曲線は、濃度範囲全体にわたって使用できるように

保存されます (第9.29章を参照).。

装置に関するデータシートは、country.burkert.comでご覧ください。

5.6.13	 データをメモリーカードに保存するためのデータロガー機能	

利用可能性	 オプション (第9.5章を参照) 
使用	 一定の時間間隔における1～16の値の変動を保存するオプション。
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5.7	 銘板の説明	

8619 multiCELL
Supply: 12...36 V DC, 2 A
Temp: -10...+60 °C
IP65 PANEL (FRONT) IP20 (REAR)
S-N:1110

00560204
               W44ML

M
a

d
e

 i
n

 F
ra

n
c

e 1
2

4
5

7 13

M0: 2xDI - 2xAO - 2xDO - SD CARD
M1: pH/ORP - PT100/1000
M2: RES COND 2/4 POLES PT100/1000
M3: 2xAO - 2xDO
M4:
M5:
M6:
Softw.:
00560204         W44ML

M
a

d
e

 i
n

 F
ra

n
c

e

6

10

11

12

14

3

8 9  
図 5： 定格銘板の説明（例） 

1. 装置タイプ 

2. 動作電圧 

3. 周囲温度範囲 

4. 保護等級 

5. シリアル番号 

6. 廃棄に関する情報

7. 適合マーク 

8. 警告： 装置を使用する前に、取扱説明書の技術データを遵守して下さい。

9. 製造コード 

10. メモリカードリーダー付き装置 

11. 拡張モジュールの特性 

12.  ソフトウェアオプション 

13.  商品番号 

14.  CPU基板「M0」の特性 
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5.8	 その他のラベル	(Ethernetタイプの場合のみ)	

 
Modbus TCP

 
図 6： プロトコルによるラベル (例) 

DC-B0-58-FF-FF-FF

 

図 7： 装置のMACアドレスのラベル (例) 

5.9	 装置の記号

記号 説明

 
直流電流

交流電流

アース接続

保護導体接続
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6	 テクニカルデータ	

6.1	 8619	multiCELLについての動作条件	

周囲温度
• 拡張モジュールなし
• 拡張モジュール付き

• -10～+70 °C1)
• -10～+60 °C1)

1) メモリーカードを使用する場合、メモリーカードのメーカーが指定する動作温
度を遵守する必要があります

湿度 < 85%、結露なきこと
使用 屋内外 

 ▶ 電磁障害や紫外線の影響を受けないようにし、屋外で使用する場合は
天候の影響を受けないようにしてください。

IP保護等級 • IEC/EN 60529に準拠したIP652)： 装置が配電盤ユニットに取り付けら
れ、配電盤ユニットが密閉されている場合、前面にNEMA4X

• IEC/EN 60529に準拠したIP202)： 配電盤ユニット内部の部品

2) UL による評価なし

運転モード 連続運転
製品のモビリティ 固定組み込み装置
汚染度 UL/EN 61010-1 に準拠したグレード2
取付けカテゴリー UL/EN 61010-1に準拠したカテゴリー I
海抜最大高さ 2,000 m

6.2	 8619	multiCELL	WM	DCについての動作条件	

周囲温度
• 拡張モジュールなし 
• 拡張モジュール付き 

• -10～+75 °C3) 
• -10～+60 °C3) 

3) メモリーカードを使用する場合、メモリーカードのメーカーが指定する動作温
度を遵守する必要があります。

湿度	 < 85%、結露なきこと 
使用 屋内外 

 ▶ 電磁障害や紫外線の影響を受けないようにし、屋外で使用する場合は
天候の影響を受けないようにしてください。
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IP保護等級	 以下の要件が満たされている場合、IEC/EN 60529に準拠したIP654）およ
びIP674）：
• 各ケーブル接続本体は、工場出荷時に5.5 Nm ± 20% (4.06 lbf·ft 

± 20%) のトルクで締められています。
• ケーブル接続が閉じている、あるいは配線済みです。
• 各ケーブル接続のナットは、工場出荷時に4.5 Nm ± 20%  

(3.32 lbf・ft ± 20%) のトルクで締められています。
• ハウジングは密閉されています。
• カバーの4本のねじは、1.4 Nm ± 20% (1.03 lbf・ft ± 20%) のトルクで

十字に締めます。

4) UL による評価なし
運転モード	 連続運転
製品のモビリティ	 固定組み込み装置 
汚染度 UL/EN 61010-1 に準拠したグレード2 
取付けカテゴリー	 UL/EN 61010-1に準拠したカテゴリー I
海抜最大高さ	 2,000 m 

6.3	 タイプ8619	multiCELL	WM	ACについての動作条件	

周囲温度に応じて、最大許容負荷を守ってください。 
第6.9章のディレーティング曲線図 10を参照してください。

周囲温度 -10～+70 °C5)。第10章のディレーティング曲線6.9を参照してください。

5) メモリーカードを使用する場合、メモリーカードのメーカーが指定する動作温
度を遵守する必要があります。

湿度 < 85%、結露なきこと 
使用 屋内外 

 ▶ 電磁障害や紫外線の影響を受けないようにし、屋外で使用する場合は
天候の影響を受けないようにしてください。

IP保護等級	 以下の要件が満たされている場合、IEC/EN 60529に準拠したIP656）およ
びIP676）：
• 各ケーブル接続本体は、工場出荷時に5.5 Nm ± 20%  

(4.06 lbf·ft ± 20%) のトルクで締められています。
• ケーブル接続が閉じている、あるいは配線済みです。
• 各ケーブル接続のナットは、工場出荷時に4.5 Nm ± 20%  

(3.32 lbf・ft ± 20%) のトルクで締められています。
• ハウジングは密閉されています。
• カバーの4本のねじは、1.4 Nm ± 20% (1.03 lbf・ft ± 20%) のトルクで

十字に締めます。

6) UL による評価なし
運転モード	 連続運転
製品のモビリティ	 装置は固定されています 
汚染度 以下の要件が満たされている場合、UL/EN 61010-1 に準拠したグレード 3：

• ハウジングは密閉されています。
• カバーの4本のねじは、1.4 Nm ± 20% (1.03 lbf・ft ± 20%) のトルクで

十字に締めます。
取付けカテゴリー UL/EN 61010-1に準拠したカテゴリー Il
海抜最大高さ	 2,000 m 25
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6.4	 規格および指令	
この製品は、関連するEU調和規制に対応しています。この装置は、英国の法律の要件にも準拠しています。

EU適合宣言/英国適合宣言の現行バージョンには、適合性評価手順で使用された整合規格が含まれています。

UL認証	

変数キーPU01またはPU02を伴う端末デバイスはUL認証済であり、以下の規格を遵守しています。

• UL 61010-1 

• CAN/CSA-C22.2 n°61010-1 

装置上の識別	 認証	 変数キー	

Measuring
Equipment
E237737

®

 

ULリステッド PU02 

 
ULレコグナイズド PU01 

Ethernetタイプでは、装置は以下の認証機関から認証を受けています。

• EtherNet/IPプロトコルのためのODVA

• PROFINETプロトコルのためのPI 
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6.5	 素材	
表3： 周辺空気と接触する素材 

コンポーネント	
素材	

8619	multiCELL	 8619	multiCELL	WM	ACまた
は8619	multiCELL	WM	DC	

配電盤ユニット取付け用ハウジングと固定用エ
レメント PPO - 

壁面取り付け用ハウジング、取り付けプレート、
ケーブル接続、カバープレート (LCDディスプレ
イ用)、ヒンジ補強。

- PA66 

保護カバー (接続端子のない差込スロット用) PA66 

シール シリコン 

正面とボタン PC/シリコン 

クランプサポートプレート ステンレス鋼 304 

端子台 PBT、金メッキ銅合金接点 
RJ45プラグ用接続部  ハウジング： 銅合金と熱可塑性プラスチック。 

接点： 金メッキ 
接地ねじ + ばね座金 ステンレス鋼 316 (A4) 
110～240 V ACパワーサプライの端子台用カバ
ープレート - ステンレス鋼 304 

カバーねじ4本 - PVC 

シリコン 

PC
PC 

PPO 

シリコン

ステンレス鋼 304

ステンレス鋼 316 (A4)

PBT、金メッキ銅
合金接点

銅合金、熱可塑性
プラスチック、金メ

ッキ接点

図 8： 8619 multiCELLの構成素材 
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PBT、金メッキ 
銅合金接点

シリコン

PVC

PA66 

PA66 

ステンレス鋼 304 

PC PA66

ステンレス鋼 316 
(A4) 

銅合金、熱可塑性プラスチ
ック、金メッキ接点

図 9： 8619 multiCELL WMの構成素材 

6.6	 寸法	
装置に関するデータシートは、country.burkert.comでご覧ください。

28

テクニカルデータ 

タイプ8619

日本語

https://country.burkert.com


6.7	 8619	multiCELLの電力データ	
動作電圧 • 12～36 V DC

• フィルタリングと調整済み
• 許容差：±10%
• 最大消費電流： 2 A
• UL/EN 62368-1、付属書 Qに準拠した電力制限電流源
• または、規格UL/EN 61010-1第9.4項に従って制限されたエネルギ

ー循環
• UL/EN 61010-1、表18に準拠した UL 認定過電流保護付きSELV/

PELV
内部消費（拡張モジュールなし、出力は未
使用） 

1.5 VA

配電 (「PWR OUT」) • 12～36 V DC、最大1.8 A
• 逆極性接続保護

すべてのデジタル入力 (「DI」) • 切り替えしきい値 Vオン： 5～36 V DC
• 切り替えしきい値 Vオフ： < 2 V DC
• 入力インピーダンス 3 kΩ
• 電気的分離
• 逆極性接続保護とピーク電圧保護
• 周波数： 0.5～2500 Hz

すべてのアナログ出力 (「AO」) • 4～20 mA電流
• 不確実性： 測定値の±0.5%
• 接続方法はシンクでもソースでも任意
• 電気的分離
• 逆極性接続保護
• 最大ループインピーダンス 30 V DCの場合860 Ω、24 V DCの場合

610 Ω、12 V DCの場合100 Ω
すべてのデジタル出力 (「DO」) • トランジスタ

• 接続方法は任意、NPNまたはPNP
• 電気的分離
• 短絡に対する保護
• 最大電圧： 36 V DC
• 最大周波数 2000 Hz
• 最大許容消費電流：

 - モジュールごとに1点のDOがアクティブな場合、最大700 mA
 - モジュールごとに2点のDOがアクティブな場合、最大1 A
 - 装置に4つの出力モジュールがある場合、Ethernetタイプでは

最大4 A
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6.8	 8619	multiCELL	WM	DCの電力データ	

動作電圧 • 12～36 V DC
• フィルタリングと調整済み
• 許容差：±10%
• 最大消費電流： 2 A
• UL/EN 62368-1、付属書 Qに準拠した電力制限電流源
• または、規格UL/EN 61010-1第9.4項に従って制限されたエネルギ

ー循環
• UL/EN 61010-1、表18に準拠した UL 認定過電流保護付きSELV/

PELV
内部消費（拡張モジュールなし、出力は未
使用）

2 VA 

配電 
(POWER OUTモジュール) 

• 逆極性接続保護 
• 12～36 V DC、最大1.8 A

すべてのデジタル入力 (「DI」) • 切り替えしきい値 Vオン： 5～36 V DC
• 切り替えしきい値 Vオフ： < 2 V DC
• 入力インピーダンス 3 kΩ
• 電気的分離
• 逆極性接続保護とピーク電圧保護
• 周波数： 0.5～2500 Hz

すべてのアナログ出力 (「AO」) • 4～20 mA電流
• 不確実性： 測定値の±0.5%
• 接続方法はシンクでもソースでも任意
• 電気的分離
• 逆極性接続保護
• 最大ループインピーダンス 36 V DCの場合1100 Ω、24 V DCの場

合610 Ω、12 V DCの場合100 Ω
すべてのデジタル出力 (「DO」) • トランジスタ

• 接続方法は任意、NPNまたはPNP
• 電気的分離
• 短絡に対する保護
• 最大電圧： 36 V DC
• 最大周波数 2000 Hz
• 最大許容消費電流：

 - モジュールごとに1点のDOがアクティブな場合、最大700 mA
 - モジュールごとに2点のDOがアクティブな場合、最大1 A
 - 装置に4つの出力モジュールがある場合、Ethernetタイプでは

最大4 A
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6.9	 8619	multiCELL	WM	ACの電気的仕様	

電気供給 110.～240 V AC 

• 公差
• 周波数 
• 最大電流 
• 統合保護 

• -10～+10%
• 50～60 Hz
• 550 mA
• 遅延機能付き3.15 Aヒューズ、250 V AC、(遮断容量 = 250 V ACの

場合1500 A、125 V ACの場合10 kA)、IEC 60127に基づく認証、UL
認定、UL認証

配電 
(POWER OUTモジュール)

• 逆極性接続保護 
• 24 V DC、ィルタリングおよび安定化、装置は、安全なエネルギー 

レベルで安全特別低電圧回路 (SELV 回路) に常時接続されてい
ます。

• 最大 1.3 A:： 周囲温度に応じて、最大許容荷重を守ってくださ
い。ディレーティング曲線10を参照してください。

タイプ8619 multiCELL 
WM AC、拡張モジュール
なし 

タイプ8619 multiCELL 
WM AC、拡張モジュール
あり 

最大負荷電流

周囲温度

[A]

[°C]
-20 0-10 +10 +20 +30 +40 +50 +60 +70

0

0.6

1.1

0.1

+80

0.8

1.3

図 10： 周囲温度による最大許容電流のディレーティング曲線 
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すべてのデジタル入力 (「DI」) • 切り替えしきい値 Vオン： 5～36 V DC
• 切り替えしきい値 Vオフ： < 2 V DC
• 入力インピーダンス 3 kΩ
• 電気的分離
• 逆極性接続保護とピーク電圧保護
• 周波数： 0.5～2500 Hz

すべてのアナログ出力 (「AO」) • 4～20 mA電流
• 不確実性： 測定値の±0.5%
• 接続方法はシンクでもソースでも任意
• 電気的分離
• 逆極性接続保護
• 最大ループインピーダンス 36 V DCの場合1100 Ω、24 V DCの場

合610 Ω、12 V DCの場合100 Ω
すべてのデジタル出力 (「DO」) • トランジスタ

• 接続方法は任意、NPNまたはPNP
• 電気的分離
• 短絡に対する保護
• 最大電圧： 36 V DC
• 最大周波数 2000 Hz
• 最大許容消費電流：

 - モジュールごとに1点のDOがアクティブな場合、最大700 mA
 - モジュールごとに2点のDOがアクティブな場合、最大1 A
 - 装置に4つの出力モジュールがある場合、Ethernetタイプでは

最大4 A
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6.10	 全バリエーションの共通仕様	

6.10.1	 メモリーカードの仕様	

Bürkert から入手可能な商品番号564072の8 GBメモリ カードの使用をお勧めします。カードは装置でテ
ストされ、動作は確認済みです。

容量の異なるメモリーカードや異なるメーカーのメモリーカードを使用すると、装置が誤動作する可能性
があります。

• メモリーカードのタイプ
• 容量
• ファイルシステム 
• 動作温度

• MMC (Multimedia Memory Card) および互換性
• 最大8 GB
• FAT32
• -25～+85 °C

6.10.2	 流量測定	

装置に接続している流量センサーの取扱説明書をご参照ください。

6.10.3	 「入力」モジュールの仕様	

消費電力 0.1 VA

デジタル入力 (「DI」) • 切り替えしきい値 Vオン： 5～36 V DC
• 切り替えしきい値 Vオフ： < 2 V DC
• 入力インピーダンス 3 kΩ
• 電気的分離
• 逆極性接続保護とピーク電圧保護
• 周波数： 0.5～2500 Hz

アナログ入力 (「AI」)： • 接続方法はシンクでもソースでも任意
• 電気的分離
• 精度： ±0.25%
• 電流： 0～22 mAまたは3.5～22 mA。最大電圧： 36 V DC インピー

ダンス： 50 Ω。分解能： 1.5 μA
• 電圧： 0～5 V DCまたは0～10 V DC。最大電圧： 36 V DC インピー

ダンス： 110 kΩ。分解能： 1 mV
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6.10.4	 出力モジュール「OUT」の仕様

消費電力 0.1 VA 
すべてのデジタル出力 (「DOx」) • トランジスタ

• 接続方法は任意、NPNまたはPNP
• 電気的分離
• 短絡に対する保護
• 最大電圧： 36 V DC
• 最大周波数 2000 Hz
• 最大許容消費電流： 第6.7、第6.8章を参照または 6.9 

すべてのアナログ出力 (「AOx」) • 4～20 mA電流
• 不確実性： 測定値の±0.5%
• 接続方法はシンクでもソースでも任意
• 電気的分離
• 逆極性接続保護
• 最大ループインピーダンス 36 V DCの場合1100 Ω、24 V DCの

場合610 Ω、12 V DCの場合100 Ω

6.10.5	 モジュール「pH/ORP」の仕様	

pH測定	

• pH測定範囲 
• pH測定の分解能 
• pH測定における系統的変動 
• 電位差の測定範囲 
• 電位差測定の分解能 
• 電位差測定の体系的変動 
• pHプローブタイプ 

• -2.00～+16.00 pH 
• 0.01 pH 
• ±0.02 pH + pHプローブ誤差 
• -600～+600 mV 
• 0.1 mV
• ±1 pH + pHプローブ誤差
• 電気化学センサー 

消費電力 0.1 VA 
酸化還元電位の測定	

• 酸化還元電位の測定範囲 
• 電位差測定の分解能 
• 電位差測定の体系的変動 
• 酸化還元電位プローブタイプ

• - 2000～+ 2000 mV
• 0.1 mV
• ±1 mV + ORPプローブ誤差
• 電気化学センサー

温度測定

• 測定範囲
• 測定分解能
• 測定における系統的変動
• 温度センサータイプ

• -25～+130 °C
• 0.1 °C
• ±1 °C + 温度プローブ誤差
• Pt 100またはPt 1000、2または3つの導体付き
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6.10.6	 導電率モジュール「COND」の仕様

抵抗測定 
(導電率センサーの接続なし) 

5 Ω～1 MΩ

消費電力 0.25 VA
導電率プローブタイプ 2電極または4電極付き： Bürkertセルの仕様は、それぞれの取扱

説明書に記載されています。
導電率測定		
(接続された導電率センサー付き)

• 測定範囲 
• 測定分解能 
• 測定における系統的変動 

• 0.000 μS/cm～2 S/cm (導電率センサーによる)
• 10-9 S/cm
• 測定値の±0.5% + 導電率センサー誤差

抵抗測定		
(接続された導電率センサー付き) 

• 測定範囲 
• 測定分解能
• 測定における系統的変動（センサーなし） 

• 0.500 Ω.cm～100 MΩ.cm (導電率センサーによる) 
• 10–1 Ω.cm
• 測定値の±0.5% + 導電率センサー誤差

温度測定	

• 測定範囲 
• 測定分解能 
• 測定における系統的変動 
• 温度センサータイプ 

• -40 °C～+200 °C
• ±0.1 °C
• ±1 °C + 温度プローブ誤差
• Pt 100またはPt 1000、2または3つの導体付き

6.10.7	 EthernetモジュールM1の仕様	

消費電力 2.2 VA 
サポートするネットワークプロトコル • Modbus TCP

• PROFINET
• Ethernet/IP

LED • 2 Link/Act LED (黄)
• 2 Link LED (黄)

電気接続 • RJ45プラグ用の2つの接続部
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6.11	 産業用イーサネットプロトコルの仕様	

6.11.1	 Modbus	TCPプロトコル	

TCPポート 502 

Protocol インターネット・プロトコル、バージョン4(IPv4) 

ネットワークトポロジー • ツリー型 
• スター型 
• ライン型（オープンデイジーチェーン） 

IP構成 • 固定IP
• BOOTP （ブートストラップ・プロトコル） 
• DHCP（動的ホスト構成プロトコル）

伝送速度 10および100 MBit/s 

データトランスポート層 Ethernet II、IEEE 802.3 

Modbus機能コード 3、4、16、23

読み取り/書き込みレジスタ テレグラムごとに最大125読み込みレジスタと123書き込みレジスタ 

メッセージモード サーバー 

入力(ターゲットからオリジネーターへ) • すべての診断データとエラー情報が最優先され、PLCから読み取
ることができます (タイプ8619のデジタル通信についての補足を
参照)。

• AI/DI/AO/DO： 値、ステータス、単位
• 装置とモジュール：ステータス
• 機能： 値、ステータス、単位
• PVC： 値、ステータス、単位

出力(オリジネーターからターゲットへ) 20 プロセス変数ネットワーク (PVN)

AI = アナログ入力、AO = アナログ出力、DI = デジタル入力、DO = デジタル出力、ターゲット = サーバー、オリジネ
ーター = クライアント。
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6.11.2	 PROFINETプロトコル	

Product type number コンパクトなフィールドIO装置 

PROFINET IO仕様 V2.3 

ネットワークトポロジー • ツリー型 
• スター型 
• リング型（閉じたデイジーチェーン） 
• ライン型（オープンデイジーチェーン） 

ネットワーク管理 • LLDP(リンクレイヤーディスカバリープロトコル) 
• SNMP V1(シンプルネットワークマネジメントプロト

コル) 
• MIB-II(マネジメント情報ベース)

その他のサポートされている機能 • DCP (ディスカバリーと構成プロトコル) 
• VLANタギングと優先度タギング 
• Shared device 
• RTC(Real Time Cyclic)プロトコル：クラス1 

伝送速度 100 MBit/s 全二重 

データトランスポート層 Ethernet II、IEEE 802.3 

最大対応適合性クラス CC-B 

流体冗長性(リングトポロジー使用時) MRPクライアント(サポートあり) 

最小サイクル時間 64 ms 

周期データ入力(機械からIOコントローラ、もしくは機械
からIOスーパーバイザー)

• すべての診断データとエラー情報が最優先さ
れ、PLCから読み取ることができます (タイプ8619の
デジタル通信についての補足を参照)。

• AI/DI/AO/DO： 値、ステータス、単位
• 装置とモジュール：ステータス
• 機能： 値、ステータス、単位
• PVC： 値、ステータス、単位

サイクリックデータの出力（IOコントローラから装置へ、
またはIOスーパーバイザーから装置へ）

20 プロセス変数ネットワーク (PVN)

複数のApplication Relations (AR) 装置はIO-AR (x2)、スーパーバイザ-DA-AR (x1) までを
同時に処理できます。

GSDmlファイル 次のサイトのダウンロードからご利用ください： 
country.burkert.com 

AI = アナログ入力、AO = アナログ出力、DI = デジタル入力、DO = デジタル出力。
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6.11.3	 EtherNet/IPプロトコル	

Protocol インターネット・プロトコル、バージョン4(IPv4) 
ネットワークトポロジー • ツリー型 

• スター型 
• 閉じたデイジーチェーンでのDLR(デバイスレベルリ

ング)
• オープンデイジーチェーンでのライン型 

IP構成 • 固定IP
• BOOTP （ブートストラップ・プロトコル） 
• DHCP（動的ホスト構成プロトコル）

CIPリセットサービス 
(産業用共通プロトコル) 

アイデンティティーオブジェクトのリセットサービス 
(タイプ 0かタイプ1) 

伝送速度 10および100 MBit/s 
二重モード 半二重、全二重、自動ネゴシエーション 
データトランスポート層 Ethernet II、IEEE 802.3 
MDIモード 
(流体依存インターフェース) 

auto-MDIX 

定義済みの標準オブジェクト • アイデンティティ (0x01) 
• メッセージルータ (0x02) 
• アセンブリ (0x04) 
• 接続マネージャ （0x06） 
• DLR(0x47) 
• QoS(0x48) 
• I/O CPU基板 M0 (0x64)
• 機能 (0x65)
• 拡張モジュール (0x66)
• Ethernetモジュール (0x67)
• TCP/IPインターフェース (0xF5) 
• EtherNetリンク（0xF6）

RPI(要求パケット間隔) • 最小100 ms
• 最大9999 ms

入力 (消費者から生産者へ、またはアダプターからスキ
ャナーへ) 

• すべての診断データとエラー情報が最優先され、PLC
から読み取ることができます (タイプ8619のデジタル
通信についての補足を参照)。

• AI/DI/AO/DO： 値、ステータス、単位
• 装置とモジュール：ステータス
• 機能： 値、ステータス、単位
• PVC： 値、ステータス、単位

出力 (生産者から消費者へ、またはスキャナからアダプ
ターへ) 

20 プロセス変数ネットワーク (PVN)

EDSファイル 次のサイトのダウンロードからご利用ください： 
country.burkert.com 

AI = アナログ入力、AO = アナログ出力、DI = デジタル入力、DO = デジタル出力、消費者 = サーバー、生産者 = ク
ライアント、アダプター = サーバー、スキャナー = クライアント。
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7	 設置と配線	

7.1	 安全注意事項	

危険

感電による負傷の危険。

 ▶ 装置の12～36 V DCバージョンを湿度の高い環境や屋外で使用する場合は、最大動作電圧を35 V DCに制限
してください。

 ▶ システムまたは装置で作業する前に電圧をオフにし、再びオンにならないようにしてください。

 ▶ 機械に接続する機器はすべて、規格UL/EN 61010-1に従って配電網が二重に絶縁されていなければなりま
せん。

 ▶ 現行の電気製品に関する事故防止・安全規則を遵守してください。

警告

不適切な取付による怪我の危険。

 ▶ 電気工事は、必ず認定された専門技術者が適切な工具を使って実施しなければなりません。
 ▶ 機械が設置される建物の電気設備には過負荷保護装置もしくはブレーカーを備え付けます。
 ▶ 過負荷保護装置やブレーカーは、手の届きやすい所に設置します。
 ▶ 過負荷保護装置やブレーカーには、それが機械の電力供給遮断装置であることを標示します。
 ▶ 適切な過負荷保護装置を使用します。110～240 V ACタイプの場合、導線と中性線に過電流保護装置を設け
る必要があります。
 ▶ 12～36 V DCタイプの装置は、交流電圧または36 V DC +10%を超える直流電圧で使用しないでください。
 ▶ 110～240 V ACタイプの装置は、直流電圧または240 V ACを超える交流電圧で使用しないでください。
 ▶ 規格NF C 15-100/IEC 60634を遵守してください。
 ▶ Bürkertのプローブまたはセンサーを優先的に使用ください。
 ▶ 機器に接続したすべての装置の取扱説明書を読んで、それに従ってください。
 ▶ 8619 multiCELL WMでは、許可された担当者のみが、読み取り/書き込みユニットにメモリカードを挿入した
り、または取り外すことができます。

意図しないシステムの電源オンおよび制御されていない再起動による負傷の危険。

 ▶ システムを意図しない動作から保護してください。

 ▶ 装置への介入後は、制御された再起動を確保してください。

Ethernetを設置する場合は、ISO/IEC 61918規格を遵守してください。

電磁障害や紫外線の影響を受けないようにし、屋外で使用する場合は天候の影響を受けないようにしてく
ださい。
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7.2	 取付け手順	
1. 機械的設置の実施： タイプに応じて、第7.2.1章または第7.2.2章の指示に従ってください。

2. 装置の配線： タイプに応じて、第7.3章の指示に従ってください。

7.2.1	 8619	multiCELLのハウジングまたは配電盤ユニットへの設置	

 → 組み立てた装置をハウジングや配電盤ユニッに設置するには、以下の指示に従ってください。

5
10

5,55,5

92 +0,5/-0
92

 +
0,

5/
-0

この表示は縮尺に合っていません。 
寸法は mm 単位で示されます。

第1ステップ：

 → ハウジングおよび配電盤ユニット扉の厚みが4 mm
以下であることを確認してください。

 → 切り欠き凹部の周囲や配電盤ユニットの内側に、 
4つの固定用エレメントを簡単に取り付けられる十
分なスペースがあることを確認してください。

 → 規格CEI 61554:1999 (DIN 43700) に準拠して、ハウ
ジングまたは配電盤ユニット扉に凹部を作ります。

ハウジング

ねじ

x4

第2ステップ：

4つの固定用エレメントを準備します。

 → 各装置にねじを挿入します。

 → ねじのシャフトの端が装置と面一になるまで、ねじを
締め付けます。

第3ステップ：

 → 接続部のあるハウジングを停止位置まで後方の凹
部に押し込みます。

1
2

第4ステップ：

 → ハウジング (1) のスロットに、最初の固定用エレメン
トのフックを挿入します。

 → 固定用エレメント (2)を引きます。
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第5ステップ：

 → フックが所定の位置に留まるように、固定用エレメ
ントを平らにして装置に手で取り付けます 

第6ステップ：

 → 適切なドライバーを使用して、ねじを完全に締め
ます。

 → ステップ4～6を繰り返して、残りの3つの固定用エレ
メントを取り付けます。

図 11： ハウジングまたは配電盤ユニットへの装置の取付 

7.2.2	 8619	multiCELL	WMのブラケットへの取付	

注意

ケーブル接続の緩みによる物的損傷の危険。ケーブル接続の本体は、工場出荷時に	5.5	Nm	(4.06	lbf·ft)	のトルク
でハウジングにねじ込まれています。

 ▶ 壁面ハウジングをブラケットに取り付ける前に、ケーブル接続の本体がしっかりと締められていることを確認し
てください。ケーブル接続の本体が緩んでいる場合は、5.5 Nm ±20% (4.06 lbf・ft ±20%) のトルクで締め付け
てください。

8619 multiCELL WMは、壁面取り付けプレートを使用してブラケットに取り付けられます。

 → 以下のように、適切な取り付け場所を選択します。

• 表面が平らであること。

• ブラケットの表面温度が100 °C以下に保たれていること。

• ディスプレイは目の高さにあること。

• ハウジングを180°開くのに十分なスペースがあること。
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1

3

2

ステップ1： 壁面取り付けプレートをデバイスから取り
外します。

1. フラップを押して、装置のロックを外します。

2. 装置を持上げます。

3. 装置を壁面取り付けプレートから取り外します。

135

90

この表示は縮尺に合っていません。 
寸法は mm 単位で示されます。

ステップ2： 壁面取り付けプレートをブラケットに取り
付けます。

ねじとワッシャーは納入品目に含まれていません。

 → 左図の寸法に従って、ブラケットに穴を開けます。
 → 装置の重量を支え、ブラケットに適した直径6 mm
のねじを4本使用します。

 → 各ねじにワッシャーを挿入します。
 → 4本のねじを壁面取り付けプレートとブラケットに
開けられた穴に挿入します。

 → 4本のねじを最大トルク5.3 Nmで十字に締めま
す。(3.91 lbf·ft)

スキッド

ホルダー

ステップ3： 装置を取り付けプレートに取り付けます。

 → スキッドのベースをホルダーに合わせます。

1

2

 → 4つのスキッドを、カチッと音がして所定の位置に収
まるまで4つのホルダーに挿入します。

図 12： 8619 multiCELL WMのブラケットへの取付 
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7.3	 電気配線	

危険

感電による負傷の危険。

 ▶ 装置の12～36 V DCバージョンを湿った環境や屋外で使用する場合は、最大動作電圧を35 V DCに制限してく
ださい。

 ▶ システムまたは装置で作業する前に電圧をオフにし、再びオンにならないようにしてください。

 ▶ 機械に接続する機器はすべて、規格UL/EN 61010-1に従って配電網が二重に絶縁されていなければなりま
せん。

 ▶ 現行の電気製品に関する事故防止・安全規則を遵守してください。

ご注文のタイプによっては、フリースロットを閉じるためのカバーキャップが装置の背面に取り付けられて
います。

 ▶ これらのバックプレートのキャップは取り外さないでください。

Ethernetを設置する場合は、ISO/IEC 61918規格を遵守してください。

7.3.1	 8619	multiCELL	WMの配線に関する推奨事項	

注意 
8619	multiCELL	WMの場合、ディスプレイを基板に接続するリボンケーブルが損傷する可能性があります。

 ▶ ハウジングカバーは注意深く開閉します。

 ▶ リボンケーブルを挟まないようにします。

 ▶ リボンケーブルを引っ張らないようにします。

 ▶ リボンケーブルの取り扱いには十分注意してください。

 ▶ リボンケーブルが外れた場合は、慎重に再接続してください。

注意 
8619	multiCELL	WM	は、装置がしっかりと固定されていないと損傷する可能性があります。

 ▶ 未使用のケーブル接続のナットが締め付けられていることを確認してください (工場出荷時に各ケーブル接続
にプラグシールが挿入されています)。

 ▶ 機械的取付と配線が完了したら、ケーブル接続ねじを4.5 Nm ±20% (3.32 lbf·ft ±20%) のトルクで締め付け
ます。

 ▶ 機械的取付と配線が完了したら、カバーの4本のねじを1.4 Nm ± 20% (1.03 lbf・ft ±20%) のトルクで十字に
締め付けます。

 → 配線を行う前に、第7.2.1章または第7.2.2章の指示に従って装置を設置してください。
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7.3.2	 ケーブルと導体の仕様	

 → 最大動作温度が 90 °C 以上のシールドケーブル (納入品目には含まれていません) を使用してください。

 → 表4に記載されている仕様を満たす寸法のケーブルおよび電線を使用してください。

 → Ethernetバージョンの場合は、表5に記載されている仕様を満たすRJ45ケーブルを使用してください。

電気接続は端子台を介して行われ、Ethernetタイプの場合はRJ45ポートを介して行われます。

• 8619 multiCELLの場合は直接行われます。

• 8619 multiCELL WMの場合は、ケーブル接続を介して行われます。

表4：  端子台用ケーブルおよび導線の仕様 

ケーブル外径 (8619 multiCELL WM) 6～12 mm (マルチインレットシール使用時は4 mm) 

ローカルアース接続導線の断面図  
(12～36 V DCバージョン) 

0.75～1.5 mm 

保護導線接続導線の断面図  
(110～240 V ACバージョン) 

最小1.5 mm2 

剛性導体の断面図 H05(07) V-U 0.2～1.5 mm2、7 mm剥ぎ取り 

可動導体断面図 H05(07) V-K 0.2～1.5 mm2、7 mm剥ぎ取り 

非絶縁ケーブルラグ付き導線の断面図 0.2～1.5 mm2、7 mm剥ぎ取り 

絶縁ケーブルラグ付き導線の断面図 0.2～0.75 mm2、7 mm剥ぎ取り 

表5：  RJ45ケーブルの仕様 

壁面に取り付けられたEthernetバージョンの扉が完全に閉まるようにするには、Ethernetケーブルの曲げ
半径を含む最大寸法が45 mmのRJ45プラグを使用してください。

シールドケーブル 最低限必要なもの： FTP 
最低カテゴリー 5e/CAT-5 
長さ 最大100 m 
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7.3.3	 8619	multiCELL用の12～36	V	DC電源の配線

 → フィルタリングされ、調整された12～36 V DC電源を使用してください。

 → 8619 multiCELLのCPU基板「M0」に12～36 V DC電源を配線します。

 → M4 接地ねじと接地導体に適したアイレット付きのケーブルラグを使用して、設置の機能接地を装置の接地ね
じ (第5章、第図 1章を参照) に接続してください。 
1 Nm ±20% (0.74 lbf・ft ±20%) のトルクで締め付けます。

 → 設備の等電位ボンディングを確保するため、各ケーブルのシールドを「FE」端子 (機能接地) に接続してくだ
さい。

12-36 VDC

+
-

V
+

SUPPLY PWR OUT DI1 FEDI2 DO2DO1AO1 AO2 FE FE

V
-

FE + - FE D
+ D
-

D
+ D
-

FE I+ I- I+ I- FE T+ T- T+ T- FE

電源

取り外し可能なねじ端子、21ポジション、黒 

図 13： 8619 multiCELL用の12～36 V DC電源の配線 
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7.3.4	 8619	multiCELL	WM	DC用の12～36	V	DC電源の配線

 → フィルタリングされ、調整された12～36 V DC電源を使用してください。

 → 電源ケーブルは右端のケーブル接続を使用します。

 → 8619 multiCELL WM用の12～36 V DC電源を、12～36 V DCとラベル付けされた端子台に接続します。

 → M4 接地ねじと接地導体に適したアイレット付きのケーブルラグを使用して、設置の機能接地を装置の接地ね
じ (第5章、第図 2章を参照) に接続してください。 
1 Nm ±20% (0.74 lbf・ft ±20%) のトルクで締め付けます。

 → 設備の等電位ボンディングを確保するため、各ケーブルのシールドを「FE」端子 (機能接地) に接続してくだ
さい。

取り外し可能なねじ端
子、2ポジション、緑

電源

FE

12-36 V
DC

FEFEFE

M0

M1

M2

M3
M4

M5

M6

PWR OUT

MEMORY
CARD

FE

12-36 V
DC

12-36 VDC

+
-

+ -

図 14： 8619 multiCELL WM用の12～36 V DC電源の配線 
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7.3.5	 8619	multiCELL	WM	AC用の110～240	V	DC電源の配線	

カバープレート

PEPEPE

M0

M1

M2

M3
M4

M5

M6

PWR OUT

MEMORY
CARD

 → 電源の接続端子台のカバー
プレートのネジを緩めて、取
り外します。

110-240 V~
50/60 Hz

PE L N

PE
L

N

PE

110-240 V~
50/60 Hz

L N

取り外し可能なねじ端
子、2ポジション、緑 

 → 電源ケーブルは右端のケーブ
ル接続を使用します。

 → 8619 multiCELL WM AC用の
110～240 V DC電源を、110
～240 V DCとラベル付けされ
た端子台に接続します。

 → M4 接地ねじと接地導体に適
したアイレット付きのケーブ
ルラグを使用して、設置の機
能接地を装置の接地ねじ (第
5章、第図 3章を参照) に接続
してください。1 Nm ± 20% 
(0.74 lbf ft ± 20%) のトルク
で締め付けます。

L： 活線 

N： 中性線 

 → カバープレートを取付けて、
ねじ止めします。

図 15： 8619 multiCELL WM AC用の110～240 V DC電源の配線 
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7.3.6	 8619	multiCELLを介した外部機器への電力供給	

配電盤ユニットバージョンの装置は、流量センサーなどの外部機器に装置の供給電圧と同じ電圧を供給するため
に使用できます。

電源は、8619 multiCELLのCPU基板「M0」に提供されます。

12...36 VDC

+
-

V
+

SUPPLY PWR OUT DI1 FEDI2 DO2DO1AO1 AO2 FE FE

V
-

FE + - FE D
+ D
-

D
+ D
-

FE I+ I- I+ I- FE T+ T- T+ T- FE

{
取り外し可能なねじ端子、21ポジション、黒 

電源

外部機器に使用可能な電源

図 16： 8619 multiCELLを介した外部機器への電力供給 

7.3.7	 8619	multiCELL	WMを介した外部機器への電力供給

装置は流量センサーや導電率センサーなど、複数の外部機器に電力供給するために使用することができます。

 → 外部機器に電源を供給するには、「POWER OUT」端子台のプラスとマイナスのねじ端子に接続します。

8619 multiCELL WMの緑色の「POWER OUT」端子台で使用可能な電圧：

• 12～36 V DCの電圧が供給される8619 multiCELL WM DCの供給電圧に相当。

• 110～240 V ACの電圧が供給される8619 multiCELL WM ACの24 V DCの電圧に相当。

取り外し可能なねじ端子、 
12ポジション、緑 

POWER OUT

+ -+ - + - + -+ - + -

図 17： 8619 multiCELL WMを介した外部機器への電力供給*
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7.3.8	 CPU基板「M0」の入出力の配線	

CPU基板「M0」には以下のものが備わっています。

• 2つのデジタル入力 (ポイントDI1およびDI2)、例えば流量センサーの接続用 

• 2つの4～20 mA アナログ出力 (ポイントAO1およびAO2) 

• 2つのデジタル出力 (ポイントDO1およびDO2) 

入力および出力は電気的に絶縁されているため、接地されていません。

取り外し可能なねじ端
子、21ポジション、黒

+ -

+ -

DI1 FEDI2 DO2DO1AO1 AO2 FE FE

D
+ D
-

D
+ D
-

FE I+ I- I+ I- FE T+ T- T+ T- FE

0 VDC

+
-

12...36 VDC

+
-

0 VDC

12
...

36
 V

D
C

0 
V

D
C

12...36 VDC

12
...

36
 V

D
C

0 VDC

0 VDC

-+

5.
..3

6 
V

D
C

0 
V

D
C5...36 VDC

負荷2

負荷1

最初の4～20 m入力 
(外部機器上)

2番目の4～20 mA入力 
(外部機器上)

最初のデジタル出力 
(外部機器上)

2番目のデジタル出力 
(外部機器上)

デジタル入力 デジタル出力アナログ出力

DI1、DI2、AO1、AO2、DO1、DO2： CPU基板「M0」の設定メニューでの指定。

FE = 機能接地 

図 18： CPU基板「M0」の入出力の配線 
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7.3.9	 8619	multiCELLへの流量測定器の接続例	

12...36 VDC

+
-

V
+

SUPPLY PWR OUT DI1 FEDI2 DO2DO1AO1 AO2 FE FE

V
-

FE + - FE D
+ D
-

D
+ D
-

FE I+ I- I+ I- FE T+ T- T+ T- FE

V+

0V

PNP

1

23

NPN

1

23

V+

0V

FE = 機能接地

電源

取り外し可能なね
じ端子、21ポジシ

ョン、黒

図 19： 2つのタイプ2508またはタイプ2518チューブコネクタを介した2つのタイプ8030 流量センサーの配線 

12...36 VDC

+
-

V
+

SUPPLY PWR OUT DI1 FEDI2 DO2DO1AO1 AO2 FE FE

V
-

FE + - FE D
+ D
-

D
+ D
-

FE I+ I- I+ I- FE T+ T- T+ T- FE

X
V

D
C 123456

4...20V+V-PEPls+Pls-8077

8041

取り外し可能なね
じ端子、21ポジシ

ョン、黒 

赤 黒 白

電源

FE = 機能接地 

図 20： タイプ8077の流量センサーとタイプ8041の流量センサーの配線 
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7.3.10	 8619	multiCELL	WMへの電磁バルブの接続例	

電磁バルブは、CPU基板「M0」あるいは出力モジュール「OUT」を介して装置に接続することができます。

装置に電磁バルブを接続する場合は、電磁バルブと並列にフライバックダイオードを接続してください。電磁バ
ルブがタイプ2508またはタイプ2518プラグを介して接続されている場合、このプラグにはフライバックダイオード
が統合されています。

取り外し可能なねじ端子、21
ポジション、黒

DI1 FEDI2 DO2DO1AO1 AO2 FE FE

D
+ D
-

D
+ D
-

FE I+ I- I+ I- FE T+ T- T+ T- FE

+
-

0 VDC

12
...

36
 V

D
C 電磁バルブ

図 21： 装置のCPU基板「M0」への電磁バルブの配線 
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7.3.11	 拡張モジュールの接続の識別	

装置に付属している端子台以外を使用する場合、それらの端子台には標示がありません。

図 22には、端子にラベルを付けることができます。

端子9端子1

MEMORY CARD

M0

M1

M3

M5

M2

M4

M6

DI1 DI2 FE AO1 AO2 FE DO1 DO2 FESUPPLY PWR OUT

端子9端子1

MEMORY CARD

M0

M1

M5

M2

M4

M6

SUPPLY DI1 DI2 FE AO1 AO2 FE DO1 DO2 FE

PORT1PORT2

PWR OUT

図 22： 拡張モジュールの端子の識別 
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7.3.12	 産業用イーサネットの配線	

警告

不適切な取付による怪我の危険。

 ▶ 電気工事は、必ず認定された専門技術者が適切な工具を使って実施しなければなりません。

RJ45接続 接続部	 接続の割り当て	

12345678

1 TX＋ 
2 TX- 
3 RX＋ 
4 N.B：
5 N.B：
6 RX- 
7 N.B：
8 N.B：
ハウジング FE 

図 23： 各RJ45接続のピン割り当て 

壁面取り付けの場合は、下記のように接続ケーブルを用意するか、RJ45-M12アダプターを使用します。17章を参
照してください。

壁面取り付け用の接続ケーブルを準備します。

 → 産業用RJ45プラグを選択する 

シールドケーブル 最低限必要なもの： FTP 
最低カテゴリー 5e/CAT-5 
長さ 最大100 m 

 → 装置の扉が完全に閉まるようにするには、Ethernetケーブルの曲げ半径を含む最大寸法が45 mmのRJ45プラ
グを使用してください。

 → 装置のケーブル接続を介してケーブルを挿入します。

 → RJ45プラグメーカーの仕様とISO/IEC 11801に従って導線を挿入ます。

 → RJ45プラグを圧着します。

 → RJ45プラグをRJ45ポートに接続します。

 → Ethernet接続の設定を行います。詳細については、www.burkert.jp/jpのタイプ8619に関するデジタル通信に
ついての補助説明書をご覧ください。
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7.3.13	 Ethernetモジュールの接続例	

8619

PORT1PORT2

コンピュータ PLC 
 

図 24： コンピュータとPLCのEthernetモジュールへの接続例 
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7.3.14	 「INPUT」モジュールの配線	

「INPUT」モジュールには以下のものが備わっています。

• アナログ入力2点、

• デジタル入力2点

入力は電気的に絶縁されているため、接地されていません。

取り外し可能なねじ端
子、9ポジション、緑

+ -

+ -

1

A
+ A
-

A
+ A
-

FE D
+ D
-

D
+ D
-

0 
V

D
C

12...36 VDC

12
...

36
 V

D
C

0 VDC

2 3 4 5 6 7 8 9

(AI1) (AI2) (DI1) (DI2)

5...36 VDC

0 VDC

-
+

5.
..3

6 
V

D
C

0 
V

D
C

2番目のデジタル出力 
(外部機器上)

最初のデジタル出力 
(外部機器上)

最初の0/4～20 m入力 
(外部機器上)

2番目の0/4～20 m 入力 (外部機器上)

デジタル入力アナログ 
入力：

(Mx追加入力モジュールの設定レベルでの名称)

FE = 機能接地

図 25： 2 線式電流トランスミッタへのアナログ入力接続と「INPUT」モジュールのデジタル入力接続 
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取り外し可能なねじ
端子、9ポジション、緑 

+ -

1

A
+ A
-

A
+ A
-

FE D
+ D
-

D
+ D
-

0 VDC

+
-

12...36 VDC

+
-0 VDC

12
...

36
 V

D
C

12...36 VDC

2 3 4 5 6 7 8 9

I

12...36 VDC

0 VDC

+ - I

0 VDC

(AI1) (AI2) (DI1) (DI2)

2番目のデジタル出力 
(外部機器上)

最初のデジタル出力 
(外部機器上)

最初の0/4～20 m入力 
(外部機器上)

2番目の0/4～20 m 入力 
(外部機器上)

デジタル入力アナログ 
入力：

(Mx追加入力モジュールの設定レベルでの名称)

FE = 機能接地

図 26： ソースモードのアナログ入力AI1とシンクとしてのアナログ入力AI2の3線式電流源への接続 (例： リレー出力付きの
タイプ8025)、および「INPUT」モジュールのデジタル入力接続 

+ -

1

A
+ A
-

A
+ A
-

FE D
+ D
-

D
+ D
-

0 VDC

+
-

12...36 VDC

+
-0 VDC

12
...

36
 V

D
C

2 3 4 5 6 7 8 9

V

12...36 VDC

0 VDC

(AI1) (AI2) (DI1) (DI2)

取り外し可能なねじ端
子、9ポジション、緑

(Mx追加入力モジュールの設定レベルでの名称) 

2番目のデジタル出力 
(外部機器上)

最初のデジタル出力 
(外部機器上)

最初の0～5/10 V DC 
出力 

(外部機器)

デジタル入力アナログ 
入力：

FE = 機能接地

図 27： 電圧送信機へのアナログ入力接続と「INPUT」モジュールのデジタル入力接続 
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7.3.15	 塩素センサータイプ8232	(商品番号568523または568524)	と「INPUT」モジュールの
接続例	

注意 
塩素センサータイプ8232は電源によって損傷を受けることがあります。

 ▶ 塩素センサーに12～30 V DCの電圧を供給します。

12...30 V DC

+ -

1

A
+ A
-

A
+ A
-

FE D
+ D
-

D
+ D
-

2 3 4 5 6 7 8 9

(AI1) (AI2) (DI1) (DI2)

1 2

34
5

塩素センサーの電源 

取り外し可能なね
じ端子、9ポジショ
ン、緑

5ピンM12プラ
グ付き塩素 

センサー 装置の「入力」モジュール

12...30 V DC

+ -

1

A
+ A
-

A
+ A
-

FE D
+ D
-

D
+ D
-

2 3 4 5 6 7 8 9

(AI1) (AI2) (DI1) (DI2)

1 2

34
5

取り外し可能なね
じ端子、9ポジショ
ン、緑

5ピンM12プラ
グ付き塩素 

センサー 装置の「入力」モジュール

塩素センサーの電源

FE = 機能接地

図 28： 外部電力供給による電源を備えた塩素センサータイプ8232 (商品番号568  523または568524) の可能な接続 

1 2

4 3

5

 

1： 未接続 

2：  V+ (商品番号438680、560365、または563108のケーブルを使用する場合は白)

3：  0 V DC (商品番号 0、438680、560365、または563108のケーブルを使用する
場合は青)

4： 未接続 

5： 未接続 
図 29： センサータイプ8232の5 ピンM12プラグのピン割り当て 
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7.3.16	 塩素センサータイプ8232	(商品番号565164)	と「INPUT」モジュールの接続例	

注意 
塩素センサータイプ8232は電源によって損傷を受けることがあります。

 ▶ 塩素センサーに9～30 V DCの電圧を供給します。

塩素センサー用導線の色 (商品番号565164) 信号 

緑 負電圧信号 
黄 正電圧信号 
白 正電源電圧 
茶色 負電源電圧 

V
+

SUPPLY PWR OUT DI1 FEDI2 DO2DO1AO1 AO2 FE FE

V
-

FE + - FE D
+ D
-

D
+ D
-

FE I+ I- I+ I- FE T+ T- T+ T- FE

1

A
+ A
-

A
+ A
-

FE D
+ D
-

D
+ D
-

2 3 4 5 6 7 8 9

(AI1) (AI2) (DI1) (DI2)

9...30 VDC

+
-

取り外し可能なねじ
端子、9ポジション、オ

レンジ 

緑

黄

白
茶色

装置の「入力」モジュール

装置の電源

M0： 取り外し可能なねじ端
子、21ポジション、黒

塩素センサー  
(mVバージョン)

FE = 機能接地

図 30： 8619 multiCELL を介して供給される塩素センサータイプ8232 (mV バージョン、商品番号565164) の接続
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7.3.17	 出力モジュール「OUT」の配

「OUT」モジュールには以下のものが備わっています。

• 2つの4～20 mAアナログ出力、

• 2つのデジタル出力。

出力は電気的に絶縁されているため、接地されていません。

+ -+ -

1

I+ I- I+ I- FE T+ T- T+ T-

0 VDC

+
-

12...36 VDC

+
-0 VDC

12
...

36
 V

D
C

0 
V

D
C

12...36 VDC

12
...

36
 V

D
C

0 VDC

2 3 4 5 6 7 8 9

(AO1) (AO2) (DO1) (DO2)

取り外し可能なねじ端
子、9ポジション、黒

負荷2

負荷1

最初の4～20 m入力 
(外部機器上)

2番目の4～20 mA入力 
(外部機器上)

デジタル出力アナログ出力

(Mx出力モジュールの設定レベルでの名称)

FE = 機能接地

図 31： 出力モジュール「OUT」の配

60

設置と配線 

タイプ8619

日本語



7.3.18	 「pH/ORP」モジュールの配線	

• 干渉を避けるため、pHセンサーを左右対称に配線します。この場合、等電位電極の配線は必須です。

• pHセンサーを非対称モードで配線する場合、等電位電極が配線されていないと、pH値の測定が時間と
ともにずれる可能性があります。

取り外し可能なねじ端子、9
ポジション、グレー

M
E

R
E

R
E

G
D

C
G FE S
E

TS TS

1 2 3 4 5 6 7 8 9

酸化還元電位の測定範囲

比較電極

温度センサー

ブリッジ (納入品目には含まれ
ていません)

FE = 機能接地

図 32： 「pH/ORP」モジュールへの酸化還元センサーとPt 100またはPt 1000温度センサーの配線 

取り外し可能なねじ端子、9
ポジション、グレー

M
E

R
E

R
E

G
D

C
G FE S
E

TS TS

1 2 3 4 5 6 7 8 9

pH測定電極

比較電極

温度センサー

酸化還元電位の測定範囲

FE = 機能接地
図 33： 「pH/ORP」モジュールへのpHセンサー、酸化還元センサー、Pt100またはPt1000温度センサーの配線 
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取り外し可能なねじ端子、9ポジション、グレー 

M
E

R
E

R
E

G
D

C
G FE S
E

TS TS

1 2 3 4 5 6 7 8 9

pH測定電極

比較電極

等
電

位
電

極
(推

奨
)

温度センサー

黒 (1)

透
明

 (1
)

ブリッジ (納入品目には含まれて
いません)

FE = 機能接地
(1) 商品番号561904、561905、または561906のBürkert接続ケーブルの導線の色。

図 34： 非対称モードでのpHセンサーとPt 100またはPt 1000温度センサーの「pH/ORP」モジュールへの配線

7.3.19	 「pH/ORP」モジュールの接続例

M
E

R
E

R
E

G
D

C
G FE S
E

TS TS

1 2 3 4 5 6 7 8 9

取り外し可能なねじ端子、9ポジショ
ン、グレー

酸化還元電位の測定範囲

比較電極

温
度

セ
ン

サ
ー

ブリッジ (納入品目には含
まれていません)

FE = 機能接地

黒
 (1

)

透明 (1)

茶
 (2

)
白

 (2
)

黒
 (2

)

青
 (2

)

未接続

(1) 商品番号561904、561905、または561906のBürkert接続ケーブルの導線の色。

(2) 商品番号427023のPt 1000 センサーと商品番号427113のBürkert接続ケーブルの導線の色。

図 35： 「pH/ORP」モジュールへの酸化還元センサータイプ8203とPt 100またはPt 1000温度センサーの配線
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• 干渉を避けるため、pHセンサーを左右対称に配線します。この場合、等電位電極の配線は必須です。

• pHセンサーを非対称モードで配線する場合、等電位電極が配線されていないと、pH値の測定が時間と
ともにずれる可能性があります。

取り外し可能なねじ端子、9ポジション、グレー

M
E

R
E

R
E

G
D

C
G FE S
E

TS TS

1 2 3 4 5 6 7 8 9

比較電極

pH測定電極

黒 (1)

透
明

 (1
)

等電位電極(推奨)

温度センサー

青
 (2

)

茶
 (2

)
白

 (2
)

黒
 (2

)
FE = 機能接地

(1) 商品番号561904、561905、または561906のBürkert接続ケーブルの導線の色。

(2)商品番号427023のPt 1000 センサーと商品番号427113のBürkert接続ケーブルの導線の色。

図 36： 対称モードでのpH センサータイプ8203とPt 1000 温度センサーの配線 

M
E

R
E

R
E

G
D

C
G FE S
E

TS TS

1 2 3 4 5 6 7 8 9

黒 (1)

比較電極

pH測定電極 透
明

 (1
)

等電位電極(推奨)

白
 (2

)

茶
 (2

)

黄
(2)

ブリッジ (納入品目には含まれ
ていません) 

取り外し可能なねじ端子、9ポジション、グレー 

FE = 機能接地 

 
(1) 商品番号561904、561905、または561906のBürkert接続ケーブルの導線の色。

(2)Pt 1000接続ケーブルコード562628の導線の色。
図 37： Pt 1000を使用した浸漬フィッティングタイプ8200のpHセンサーの配線。 
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導体のカラー 信号

取り外し可能なねじ端子、 
9ポジション、グレー

透明

白

M
E

R
E

R
E

G
D

C
G FE S
E

TS TS

1 2 3 4 5 6 7 8 9

緑
グ

レ
ー

緑
/黄青

赤

ブリッジ (納入
品目には含ま
れていません)

黒
 (同

軸
)

 

FE = 機能接地

透明 pHセンサー

赤 (同軸ケーブルシ
ールド)

比較電極

青 ロジウム電極

緑/黄 ケーブルシールド

グレー センサーハウジング

緑 Pt1000

白 Pt1000

図 38： 商品番号554856または554857のVariopin接続ケーブルを使用した対称モードでのBürkertセンサータイプ8201
の配線 

導体のカラー 信号

取り外し可能なねじ端子、 
9ポジション、グレー

透明

白

M
E

R
E

R
E

G
D

C
G FE S
E

TS TS

1 2 3 4 5 6 7 8 9

緑
グ

レ
ー

緑
/黄

赤

ブリッジ (納入
品目には含ま
れていません)

黒
 (同

軸
)

ブ
リ

ッ
ジ

 (納
入

品
目

に
は

含
ま

れ
て

い
ま

せ
ん

)

 

FE = 機能接地

透明 pHセンサー

赤 (同軸ケーブルシ
ールド)

比較電極

緑/黄 ケーブルシールド

グレー センサーハウジング

緑 Pt1000

白 Pt1000

図 39： 商品番号554856または554857のVariopin接続ケーブルを使用した非対称モードでのPt 100/Pt 1000温度センサ
ー内蔵Bürkertセンサータイプ8203の配線

64

設置と配線 

タイプ8619

日本語



7.3.20	 導電率モジュール「COND」の配線	

取り外し可能なねじ端子、9ポジション、緑 

導電率セン
サー

C
+

P
+ P
-

C
-

G
D

FE S
E

TS TS

1 2 3 4 5 6 7 8 9

温度センサー

FE = 機能接地

図 40： 導電率モジュール「COND」への2つの電極付き抵抗導電率センサーとPt 100またはPt 1000温度センサーの配線 

取り外し可能なねじ端子、9ポジション、緑 

C
+

P
+ P
-

C
-

G
D

FE S
E

TS TS

1 2 3 4 5 6 7 8 9

温度センサー 

FE = 機能接地

図 41： 4つの電極とPt 100またはPt 1000温度センサー内蔵の抵抗導電率セルの導電率モジュール「COND」への配線
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7.3.21	 導電率モジュール「COND」の接続例	

取り外し可能なねじ端子、 
9ポジション、緑 

FE = 機能接地 

C
+

P
+ P
-

C
-

G
D

FE S
E

TS TS

1

3
2

1 2 3 4 5 6 7 8 9

導電率センサー8220用の端子台
タイプ2508またはタイプ2518

図 42： 導電率センサータイプ8220の配線：

導体のカラー 信号の説明

取り外し可能なねじ端子、 
9ポジション、緑

C
+

P
+ P
-

C
-

G
D

FE S
E

TS TS

1 2 3 4 5 6 7 8 9

温度センサー
白

緑

グ
レ

ー黄

青

茶
色

ピ
ン

ク

FE = 機能接地

1 C+ ピンク 電流電極 (ハイエンド)

2 P+ 緑 電位電極 (ハイエンド)

3 P– 茶色 電位電極 (ローエンド)

4 C– 黄 電流電極 (ローエンド)

7 SE グレー Pt1000 

8 TS 白 Pt1000

9 TS 青 Pt1000

図 43： 導電率センサータイプ8221とケーブル接続および接続ケーブルとの配線 
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導体のカラー	 信号の説明

取り外し可能なねじ端子、 
9ポジション、緑

C
+

P
+ P
-

C
-

G
D

FE S
E

TS TS

1 2 3 4 5 6 7 8 9

温度センサー

白
 (1

)

透
明

 (1
)

緑
/黄

 1)

青
 (1

)

緑
 1)

グ
レ

ー
 1)

赤
 1)

ブリッジ 
(納入品目に
は含まれてい
ません)

FE = 機能接地
(1) 商品番号554855、554856、または554857の接続ケーブル
の導線の色。

1 C+ 赤 電流電極 (ハイエンド)

2 P+ 透明 電位電極 (ハイエンド)

3 P– グレー 電位電極 (ローエンド)

4 C– 青 電流電極 (ローエンド)

6 FE 緑/黄 機能接地 

8 TS 白 Pt1000

9 TS 緑 Pt1000

図 44： Variopinプラグ付き導電率センサータイプ8221の配線

導体のカラー 信号の説明

取り外し可能なねじ端子、 
9ポジション、緑

C
+

P
+ P
-

C
-

G
D

FE S
E

TS TS

1 2 3 4 5 6 7 8 9

温度センサー

透
明

 (1
)

緑
/黄

 1)

青
 (1

)
グ

レ
ー

 1)

赤
 1)

茶
 (2

)
白

 (2
)

黒
 (2

)

FE = 機能接地
1)商品番号554855、554856、または554857の接続ケーブルの
導線の色。

(2) 商品番号427023のPt 1000 センサーと商品番号427113の
Bürkert接続ケーブルの導線の色。

1 C+ 赤 電流電極 (ハイエンド)

2 P+ 透明 電位電極 (ハイエンド)

3 P– グレー 電位電極 (ローエンド)

4 C– 青 電流電極 (ローエンド)

6 FE 緑/黄 機能接地

7 SE 茶色 Pt1000 

8 TS 白 Pt1000 

9 TS 黒 Pt1000 

図 45： Variopinプラグと個別のPt 1000温度センサー付き導電率センサータイプ8221の配線 
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導体のカラー 信号の説明

取り外し可能なねじ端子、 
9ポジション、緑

C
+

P
+ P
-

C
-

G
D

FE S
E

TS TS

1 2 3 4 5 6 7 8 9

温度センサーPt1000

黒茶
色

グ
レ

ー

青白

1) 電磁干渉が強い環境において
は、ケーブルシールをFEピンに 1 
μFキャパシターをかませて別個の
接地を構成してください

FE = 機能接地

1)

2 P+ 茶色 電位電極 (ハイエンド)

3 P– 白 電位電極 (ローエンド)

7 SE グレー Pt1000 

8 TS 黒 Pt1000

9 TS 青 Pt1000

図 46： 5 ピン M12プラグと個別のPt 1000温度センサー付き導電率センサータイプ8221の配線 
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8	 試運転、ディスプレイの説明	

8.1	 安全注意事項

警告

不適切な操作による怪我の危険

適合しない調整を行うと、負傷ならびに製品、およびその周囲環境への損害につながる恐れがあります。
 ▶ 設定担当スタッフは取扱説明書の内容を読んで理解してください。
 ▶ 特に安全に関する注意事項と適正使用を遵守してください。
 ▶ 製品/システムは、十分に訓練された有資格者にのみ操作することができます。

警告

不適切な試運転による負傷の危険。
不適切な試運転は、怪我、製品およびその周囲環境への損傷につながる恐れがあります。 

 ▶ コミッショニング前に、作業員が取扱説明書の内容を把握し、完全に理解していることを確認する必要があり
ます。
 ▶ 特に安全に関する注意事項と適正使用を遵守してください。
 ▶ 製品/システムは、十分に訓練された有資格者のみ操作することができます。

試運転の前に、装置に接続されているすべての測定センサーを較正してください。

8.2	 装置のはじめての通電
初めて装置の電源をオンにすると、ディスプレイにはプロセスレベルの最初のビューが表示されます。

13:40 

mA 
AO16,000

20.00

OFF DO2

mA 
AO2

OFF DO1

OFF DI2

OFF DI1

MENU

M0:MAIN 29/06/2010

 

図 47： 初回通電時のディスプレイ

その後、電源をオンにすると、最後にアクティブなビューがプロセスレベルで表示されます。全プロセスレ
ベルビューのナビゲートについては、第8.9章を参照してください。
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8.3	 ナビゲーションボタンとダイナミックボタンの使用

ナビゲーションボタンは、マニュアルの中で 、 、 および
で象徴されている4つの方向にナビゲートするために使用できます。

F1 F2 F3 F4

右端のダイナミック機能
を有効にするには、F4を押し
ます

左端のダイナミック機
能を有効にするには、 

F1を押します

2番目のダイナミック機
能を有効にするには、 

F2を押します

3番目のダイナミック
機能を有効にするには、 
F3を押します

表示された矢印は、この
ビューでナビゲートできる方
向を示しています。

LED A： 装置ステータスを
示します。16章を参照してくだ

さい。

LED B： 診断または較正
ステータスを示します。 
16章を参照してください。

MENU ABORT SAVE OK

図 48： ナビゲーションボタンとダイナミックボタンの使用

計画 押す
設定レベルを呼び出す あらゆるプロセスレベルビューからのダイナミック機能

「MENU」
プロセスレベルに戻る ダイナミック機能「MESS」
表示されたメニューを呼び出す ダイナミック機能「OK」
強調表示された機能を呼び出す ダイナミック機能「OK」
入力を確定する ダイナミック機能「OK」
入力されたテキストをすぐに削除する ダイナミック機能「DELETE」
変更を保存する ダイナミック機能「SAVE」
上位メニューに戻る ダイナミック機能「BACK」
実行中プロセスのキャンセル ダイナミック機能「ABORT」
基準値を設定する ダイナミック機能「SP」
設定され有効になっている機能でマニュアルモードを
有効にする

ダイナミック機能「MANU」

機能のパーセンテージをマニュアルで設定する ダイナミック機能「CMD」
機能の結果を0%に設定する ダイナミック機能「0%」
機能の結果を100%に設定する ダイナミック機能「100%」
設定され有効になっている機能で自動モードを有効に
する

ダイナミック機能「AUTO」

ティーチインを開始する ダイナミック機能「START」
ティーチインを終了する ダイナミック機能「END」
質問に肯定的に回答する ダイナミック機能「Yes」
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計画 押す
質問に否定的に回答する ダイナミック機能「No」
マークされた文字またはモードを選択する ダイナミック機能「SEL」
PVC値を変更する ダイナミック機能「VALUE」
プロセスレベルでナビゲートする

 
次のビュー

  前
のビュー：   

次のレベル
  

前のレベル
設定レベルのメニューでナビゲートする

 次のメニューを表
示する

 前のメニューを表
示する

メニューの機能をナビゲートする

 次の機能をハイラ
イトする 

 前の機能をハイラ
イトする 

ディスプレイのコントラストまたは輝度のパーセンテ
ージを設定する (「パラメータ」メニューでの機能呼び
出し後)  パーセンテージ

を増やす
 パーセンテージ

を減らす
数値や単位を変更する

 選択した桁を増や
すか、単位を変更する

 選択した桁を減ら
すか、単位を変更する

 次の桁を選択
する

 前の桁を選択
する

数値に符号「+」または「-」を割り当てる

 数値の左端まで、次に 付けたい符
号が表示されるまで

数値の小数点を移動する

 数値の右端まで、次に 、小数点が希
望する位置にくるまで
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8.4	 テキストを入力する	
この章では、表示されたキーボードを使用して、プロセス変数名 (最大13文字)、関数名 (最大12文字)、ビュータイ
トル (最大12文字) を変更する方法について説明します。

_
_

a b c d e f g 7 8 9
h i j k l m n 4 5 6
o p q r s t u 1 2 3
v w x y  z    +  -  .  0
'  ? !  :  ;  % *  / < >

f

2/3

Edit name

ABORT SEL OK

F3 F4

データ入力エリアのカーソル

矢印は、セレクタースイッチを行内で
移動したり、3つの利用可能な文字ペ
ージをスクロールできることを示し
ます。

3ページのうち、アクティブ
なページを表示します

セレクタースイッチ

CLR

F2F1

 → ボタン と を使用してカーソルをデータ入力エリアに移動するには、まずボタン と

を使用してセレクター スイッチをデータ入力エリアに移動します。

 → カーソルの代わりに文字を挿入するには、セレクタースイッチをこの文字に設定し、ボタン F3  (「Select」
機能) を押します。

 → カーソルの前の文字を削除するには、セレクター スイッチをデータ入力エリアに移動し、ボタン F3 を押
します (「Backspace」機能)。

ABORTCLR

a b c d e f g 7 8 9
h i j k l m n 4 5 6
o p q r s t u 1 2 3
v w x y  z    +  -  .  0
'  ? !  :  ;  % *  / < >

_
_f

2/3

Edit name

OK

F3 F4

セレクタースイッチ

矢印は、セレクタースイッチが名前入力エリア内
で移動できることを示します。

 → すべての文字を一度に削除するには、ボタン
F1

 (「削除」機能) を押します。
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8.5	 数学的方程式の入力	
この章では、表示されたキーボード (最大125文字) で数式を入力する方法を説明します。

 → 掛け算は演算子なしで、 10A/5(B3) = 10 x A/5 x (B x 3) = 6 x A x Bのように入力することもできます

表6 は、使用可能な演算子、演算子の優先度、および方程式要素の計算順序を示しています。
表6： MATH方程式の演算子、優先度、計算順序

可能な演算子 優先度 計算順序
(   ) 1 –

!   ± 2 右から左へ

ˆ 3

左から右へx   ÷   % 4
+   - 5

<   >   ≤   ≥ 6

• 演算子「±」と「-」は、方程式では同じ符号「-」で表示されますが、2つの異なる垂直レベルに配置され
ます。

• 演算子「÷」は、方程式では記号「/」で表示されます。

A- B/C
A B C D E � е   .  7 8 9
!  ^  % ÷ ×  - +   ± 4 5 6
< >  ≤  ≥ (   ) ,    0 1 2 3
     1/2     

-

演算子「-」に相当 (減算) 演算子「±」に相当

演算子「÷」に相当

F3 F4

データ入力エリアのカーソル

矢印は、セレクタースイッチが行
内で移動できることを示します。

セレクタース
イッチ

_
_

A B C D E � е   .  7 8 9
!  ^  % ÷ ×  - +   ± 4 5 6 
< >  ≤  ≥ (   ) ,    0 1 2 3
     1/2

F(A、B、C、D、E) =

ABORT SEL SAVECLR

F2F1

数式の中の引数を区切るにはコンマを使用
します。コンマを小数点として使用しないで
ください。

_
_

cos   sin    tan
acos   asin   atan
sqrt   log    exp
cbrt   ln    abs
    2/2

F(A、B、C、D、E) =

cos(|

ABORT SEL SAVECLR

F3 F4F2F1
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 → ボタン と を使用してカーソルをデータ入力エリアに移動するには、まずボタン と

を使用してセレクター スイッチをデータ入力エリアに移動します。

 → カーソルの代わりに文字を挿入するには、セレクタースイッチをこの文字に設定し、ボタン F3  (「Select」
機能) を押します。

 → カーソルの前の文字を削除するには、セレクター スイッチをデータ入力エリアに移動し、ボタン F3 を押
します (「Backspace」機能)。

 → すべての文字を一度に削除するには、ボタン
F1

 (「削除」機能) を押します。

さらに、一部の演算子の結果を知っておく必要があります (表7を参照)。

演算子 結果 例

± 演算子に続く被演算子の符号を変更します
±6 = –6

±-6 = +6
% 左側被演算子と右側被演算子の間の整数除算の余り 17.48%4 = 1.48

<
• 左側被演算子が右側被演算子よりも小さい場合、1.0。 5 < 8 = 1.0
• 左側被演算子が右側被演算子よりも大きい場合あるいはそれ

と同じ場合、0.0
8 < 5 = 0.0

5 < 5 = 0.0

≤
• 左側被演算子が右側被演算子と同じ場合あるいはそれよりも

小さい場合、1.0
5 ≤ 8 = 1.0

8 ≤ 8 = 1.0
• 左側被演算子が右側被演算子よりも大きい場合、0.0。 8 ≤ 5 = 0.0

>
• 左側被演算子が右側被演算子よりも大きい場合、1.0。 8 > 5 = 1.0
• 左側被演算子が右側被演算子と同じ場合あるいはそれよりも

小さい場合、0.0
5 > 8 = 0.0

5 > 5 = 0.0

≥
• 左側被演算子が右側被演算子よりも大きい場合あるいはそれ

と同じ場合、1.0
8 ≥ 5 = 1.0

5 ≥ 5 = 1.0
• 左側被演算子が右側被演算子よりも小さい場合、0.0。 5 ≥ 8 = 0.0

!
• 右側被演算子が]–0.50;+0.50[からの要素である場合、1.0 !0.12 = 1.0
• 右側被演算子が∞; -0.50]もしくは[+0.50;+∞[からの要素であ

る場合、0.0 !–456 = 0.0

表7： いくつかの演算子の結果
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8.6	 数値を入力する
 → 例えば、導電率センサーの手動較正機能にアクセスします。「較正」メニューにアクセスするには、8.10章を参照
してください。

Calibration Manual calibrationMx:Conductivity

2 4.294 S/cm
25.01 °C

0.000µS/cm

Cond manual calib

数値の右端にある を

押してから を押すと、
小数点が希望の位置に移動し
ます (小数点はループ内で移
動します)。

選択した桁を増減するには、 または を押します 

入力した数値を「OK」で確定後、選

択した単位を または で変

更します 

図 49： 数値を入力する (例)

 → 例えば、pH値をシミュレーションする機能にアクセスします。「テスト」メニューにアクセスするには、第8.10章
を参照してください。

テスト PV：

Value：

Simul.PV値 M1：pH/ORP

ENTERING

pH

T

- 1.000pH

シミュレーション値

で左端の文字を選択し、 で

符号「+」または「-」を割り当てます。

「テスト」メニューを終了するには、ダイナミック「キャンセル」ボタンを押します。
図 50： 数値の符号を変更する
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8.7	 記号の説明	

13:40 M0:MAIN

X

MENU

mA 
AO16,000

20.00

OFF DO2

mA 
AO2

OFF DO1

OFF DI2

OFF DI1

29/06/2010

図 51： 記号の位置 

記号 意味と代替シンボル

「診断」メニューでプロセス監視が有効になっていない場合の標準記号。監視が有効になっている場
合、この記号は監視されたパラメータが範囲外でないことを示します。

少なくとも1つのモニタリングが有効になっている場合、この位置の代替シンボルは以下の通りです。

• 、 との組み合わせ： 第11.3章～第11.7章、第 章を参照

• 、X との組み合わせ： 第11.3章～第11.7章、第 章を参照

「スマイリー」アイコンは、装置が正しく機能することを意味するものではありません。
現在測定中の装置。

ここでは、以下の代替記号を利用できます。

• H が点滅： 保持モードになっています (10.2章を参照) 

• T が点滅する：　出力が機能し、正しく動作しているかどうか確認中（12.2 および12.3章を参照） 

 「メンテナンス」事象、 10.19章および10.20章を参照してください。

「警告」事象、10.19章、10.20章、さらに11.3章を参照 11.7 

X 「エラー」事象、10.19章、10.20章、さらに11.3章を参照 11.7

メモリカードが挿入され、データロガーが有効になりました。

この位置の代替記号は X で、エラーを示します。メニュー「Information -> Log」を呼び出し、対応す
るエラーメッセージを表示し、16.3.9章のメッセージの意味を理解してください。
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8.8	 操作レベル	
装置には2つの操作レベルがあります。

プロセスレベル	

プロセスレベルの説明については、第8.9章を参照してください。

設定レベル	

このレベルには5つのメニューがあります。

メニュー名 対応する記号

「パラメータ」： 第_章を参照 9
This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

「較正」： 第_章を参照 10

「診断」： 第_章を参照 11

「テスト」： 第_章を参照 12

「情報」： 第13章を参照
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8.9	 プロセスレベル	

13:40 M2:Conductivity

25
25.2

mS/cm

°C

13:40 

39.20

M1:pH

6.53

25.2

pH

mV
°C

13:40 M0:MAIN

L/s 
DI21.000

33.00

30.00

L 
DI2

0.500
L/s 
DI1
L 
DI1

装置に接続されているモジュールのビュー (変更不可)：
• ビュー「M0:MAIN」：CPU基板の入力値と出力値を標示します。2番目のビュー「M0:」は、「FLOW」ソフ

トウェアオプションが有効になっている場合に使用できます (第9.5章を参照)。

• ビュー「M1:」から「M6:」はモジュール1～6までのデータを標示します。 
装置にEthernetモジュールが備わっている場合は、対応するビューは「M1:Ethernet」になります。

アクティブで変更不可能な機能のビュー (F1: ～ F12:) は、
一度に1つの機能を表示するために使用されます。「アクテ
ィブ」と表示された機能のビューのみが表示されます。

機能の設定と有効化については、第9.14章～第9.20章を
参照してください。

........

........

13:40 M0:MAIN

mA 
AO16,000

20.00

OFF DO2

mA 
AO2

OFF DO1

OFF DI2
OFF DI1

13:40 M6:Outputs

mA 
AO15.000

12.00

OFF DO2

mA 
AO2

OFF DO1

29/06/2010
29/06/2010

29/06/2010

29/06/2010

29/06/2010

1
13:40

1
0
0

F12: ONOFF

250.0 µS/CM
PV

500.0
µS/CM
SP-PV：

0.00
%
CMD1

Off F3 Dos.St
SP-PV：MENU

29/06/2010

1
13:40

0

F2:PROP

PV
250.2 µS/cm13.00

%

MENU

MANUAL

0
13:40

0

0

MENU

F1:A+B

148 L/min

57 L/min

205 L/min
FlowProcess1

29/06/2010

29/06/2010

カスタムビュー (U1～U4) は、それぞ
れ1、2、4個のデータまたはグラフを
表示するために使用されます。効果
的に定義されたビューのみが表示さ
れます。......

2

3

2

3

13:40 U1:PH_COND

6.53 pH

25 mS/cm

29/06/2010

MENU

1
13:40 

3
0
1

U4:PROCESS1

6.53 pH

25 mS/cm

25.2 °C
205 l/min

29/06/2010

MENU

MENU

MENU

0
12:06

0
0
0

CONSTANTS

0.000 µS/CM
PVC1

ON PVC2

21.6
°C
PVC7

-0.960
V
PVC10

VALMENU

29/06/2020

定数のビュー。アクティブ化された
定数のみ表示されます。

表示する定数の設定とアクティブ化
については、第9.13章を参照してく
ださい。
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8.10	 設定レベルへのアクセス	

Mx:Inputs 

OK

OK

System 
Parameter

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

Parameter

どのプロセスレ
ベルのビューで

も、MENUEを押し
てください

F1

OK

Calibration

OK

Diagnostics

Tests

OK

Information

Display 
Functions 
Datalogger2)
M0:Outputs 

M1:Ethernet 
Mx:pH/ORP 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

Mx:Conductivity 

コー
ド不適切

System 
較正 

M0:Outputs 

Mx:pH/ORP
Mx:Conductivity

コー
ド不適切

「パ
ラメータ」コ
ード適切1)

「較
正」コード適

切1)

System 
Diagnostics 

Mx:pH/ORP
Mx:Conductivity

コー
ド不適切 「

診断」コード」
適切1)

T

テストコー
ド不適切 「テ

スト」コード  
適切1) 

System 
PV value simulation
M0:Outputs
Mx:Outputs

Information 
Error 
Warning 
Maintenance 
Smiley 
System log 

F4

F4

F4

F4

F4

Mx:Outputs

M0: Inputs 2) 

Versions

MESS.

MESS.

MESS.

MESS.

MESS.

Mx:Outputs 

Mx:Inputs

Mx:Inputs 

M0: Inputs 2) 

1)デフォルトのコード「0000」が使用される場合は、コードは要求されません。

2)このメニューはオプションとして利用可能です (第9.5章を参照)。

 → 各メニュー機能については、第14章を参照してください。80
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9	 「パラメータ」メニュー	

9.1	 安全注意事項

警告

不適切な操作による怪我の危険

適合しない調整を行うと、負傷ならびに製品、およびその周囲環境への損害につながる恐れがあります。
 ▶ 設定担当スタッフは取扱説明書の内容を読んで理解してください。
 ▶ 特に安全に関する注意事項と適正使用を遵守してください。
 ▶ 製品/システムは、十分に訓練された有資格者にのみ操作することができます。

9.2	 日付と時刻の設定	
「パラメータ」メニューへのアクセスについては、8.10章を参照してください。

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

System 日付

時間

Parameter YYYY/MM/DD

HH:MMss

日付： 日付を設定する 

時刻： 時刻を設定する 

9.3	 表示言語の選択	
「パラメータ」メニューへのアクセスについては、8.10章を参照してください。

SystemParameter Language Deutsch

FRANÇAIS

DeutschThis is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

Türkçe

選択が保存されると、メッセージは新しい言語で表示されます。

9.4	 「パラメータ」メニューのアクセスコードを変更する	
「パラメータ」メニューへのアクセスについては、8.10章を参照してください。

System コードParameter 0*** コードを確定する 0***
This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

パラメータメニューの新し
い アクセスコードを入力
する

新しいコードを確
定する

デフォルトパスワード「0000」をそのまま使う場合、機械は「Parameter」メニューへのアクセスにパスワードを要求
しません。
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9.5	 利用可能なソフトウェアオプションの呼び出しおよび/またはアクティブ化
このメニューには以下の機能があります。

• 利用可能なソフトウェアオプションのリスト表示 

• コードの入力によるオプションのアクティブ化。 
ご要望に応じて、アクティベーション コードはBürkert販売店から入手できます。そのためには、希望するオプシ
ョンの商品番号と、装置の商品番号およびシリアル番号を伝えてください。商品番号とシリアル番号は、メニュー
の「Information」 -> 「Versions」 -> 「M0:Main」 -> 「Product」(商品番号)および「S/N」(シリアル番号) で確認で
きます。

「ドージング」オプションが装置に標準仕様として存在しない場合は、「流量」オプションも有効にします。

「パラメータ」メニューへのアクセスについては、8.10章を参照してください。
SystemParameters Software options Options list

Activate option

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

ENTERING

PID

Datalogger

dosing

flow

Concentration

Ethernet protocols

MATH 

オプションが選択されていると、そのオプションが装置で有効になります。

オプションリスト：装置で有効かどうかに関係なく、利用可能なオプションをお読みください。

 - PID： 装置上でPID機能を設定できます。第9.18章を参照してください。
 - DATALOGGER： プロセスデータの記録を可能にします。第9.22章を参照。
 - DOSIERUNG： 「時間ドージング」および「容積ドージング」機能を設定できます。 第 9.19章および第9.20章を  

参照してください。このオプションは、以下のオプション「FLOW」を自動的に有効にします。
 - 流量： プロセス入力「流量」と「カウンター」はCPU基板「M0:MAIN」と入力モジュール「Mx:Inputs」の「PV」リス

トで使用可能です (15章を参照)。
 - CONCENTRATION： 主要な溶液の濃度表は、「Parameter」メニュー ->「Mx:Conductivity」 ->
「Concentration」で使用可能です (9.29章を参照)。

 - ETHERNET PROTOCOLS：Ethernetモジュールを搭載した装置のEthernetプロトコル (Modbus 
TCP、PROFINET、EtherNet/IP) を設定できます。標準仕様で有効になっているEthernetプロトコルはModbus 
TCPです (9.27章を参照)。

 - MATH：MATH関数を設定できます。9.15章を参照してください。

ACTIVATE OPTION：オプションのアクティベーションコードの入力。
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9.6	 メモリーカードへの設定を保存する	
この機能によって、CPU基板 M0と組み込まれたすべてのモジュールのユーザー設定をメモリーカードに保存しま
す (「パラメータ」メニュー)。

• 許可された担当者のみが、読み取り/書き込みユニットにメモリカードを挿入したり、または取り外すこと
ができます。

• 装置の密度を確保するために、カバーの4本ねじを、1.4 Nm ± 20% (1.03 lbf・ft ± 20%) のトルクで十
字に締めます。

• データは、「データロギング」機能が無効になってiいる場合にのみ保存できます。9.5および9.22章を参照
してください。

• 装置で有効になっているソフトウェアオプション (セクション9.5を参照) は転送できません。

「パラメータ」メニューへのアクセスについては、8.10章を参照してください。

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

SystemParameter Save settings M0:MAIN

Mx:
...   1)

1) オファーの選択は、利用可能なモジュールによって異なります。

エラーメッセージが表示された場合は、第16.3.7章をお読みください。

9.7	 メモリーカードから設定を読み込む	
この機能では、まずメモリーカードに保存された設定が読み込まれます。

設定を受信する装置は、このデータの送信元の装置と同一である必要があります。
• 両方の装置が同じ商品番号で、同じソフトウェアオプションが有効になっているかを確認してください。

「パラメータ」メニューへのアクセスについては、8.10章を参照してください。

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

SystemParameter Load settings M0:MAIN 

Mx:
...   1)

1) オファーの選択は、利用可能なモジュールによって異なります。

エラーメッセージが表示された場合は、第16.3.8章をお読みください。

9.8	 プロセスレベルと出力の標準パラメータを復元する	
この機能は、プロセスレベルの標準パラメータを復元し (ダイナミックボタン 「Yes」)、現在のパラメータを出力ま
たは保持します (ダイナミックボタン「No」)。

「パラメータ」メニューへのアクセスについては、8.10章を参照してください。

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

SystemParameter Factory reset M0:MAIN

Mx:
...   1) 

 
1) オファーの選択は、利用可能なモジュールによって異なります 
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9.9	 ユーザービュー1～4をカスタマイズする	
「パラメータ」メニューへのアクセスについては、8.10章を参照してください。

2) 
M0:None

Mx:

...

DisplayParameter Userview 1...4

Unit

FILTER None

Fast
Slow

None

graph

Type：

2 lines

Title：

Line 1...4:

ENTERING

PV：

3) 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

4 lines

Period: ENTERING

y min: ENTERING

y max： ENTERING

1) 

4) 

4) 

4) 

1 line

1) タイプ = 1行、2行、または4行の場合 
2)  オファーの選択は、利用可能なモジュールおよび/または有効化されたオプションによって異なります。 

第9.5章および第15章を参照してください。
3) オファーの選択は、上記の「PV」での選択によって異なります 
4) 「タイプ」＝「図」の場合 

TYP： 選択およびカスタマイズされた「Ux」ビューで、1、2、または4つの値（1、2、または4行）または図の表示を選択
します。

TITEL： 対応する「Ux」ビューに表示される名称を入力します。8.4 テキストを入力する章を参照してください。

1
13:40 

3
0
1

29/06/2010

7 pH
1 S/cm

205 l/min
±43 °C

U3:PROCESS1 ビューのタイトルがここに表示さ
れます。

MENU

プロセス値PVの元となる
基板またはモジュールの

番号を指定します。

 

図 52： カスタマイズされたビューのタイトル例 
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行1～4： カスタマイズされた「Ux」ビュー (1、2、または 4) に表示される値のパラメータ設定：

 - PV： このカスタマイズされたビューで選択した行に表示するデジタル入力、アナログ出力、物理パラメータ、ユ
ーザー入力値 (PVC)、またはPLCからの値 (PVN) を選択します。利用可能なオプションは、インストールされて
いるモジュールによって異なります。

カスタマイズされた「Ux」ビューで利用可能な導電率モジュールの「PV」の1つは「USP」です (第9.29
章参照)。

 - UNIT： このカスタマイズされたビューで選択した行に表示するデジタル入力、デジタル入力、アナログ出力、
物理パラメータ、ユーザー入力値 (PVC)、またはPLCからの値 (PVN) を選択します。

 - FILTER： デジタル入力、アナログ出力、物理パラメータ、ユーザー入力値 (PVC)、またはPLCからの値 (PVN) の
測定信号の減衰度合いを選択し、選択した行に表示します。3種類の減衰レベルが提案されます。「低速」 (ゆ
っくりとしたフィルタリングは高い減衰効果をもつ) または「高速」 (速いフィルタリング)、「なし」(フィルタリン
グなし) 

「低速」フィルター 「高速」フィルター 「なし」フィルター
150 ms6 s

t 
30 s 

t t

図 53： フィルターカーブ 

1
13:4029/06/2010U1:PH

7 pH
MENU

2

3

2

3

13:40 

7 pH

1 S/cm

U2:PH_COND

MENU

29/06/2010
1

13:40 

3
0
1

7 pH
1 S/cm

205 l/min
±43 °C

U3:PROCESS1

MENU

29/06/2010

図 54： 1行、2行、4行のカスタマイズされたビューの例 

行： カスタマイズされた「Ux」ビューで表示される図のパラメータを設定します。

 - 周期： 図の更新周期を秒単位で入力します。
 - Y MIN： 選択したPVの縦軸の最小値を入力します。
 - Y MAX：選択したPVの縦軸の最大値を入力します。

13:40 

MENU

U1:PROCESS1
±100.0 °C

±15.00 °C

±32.00 °C プロセスパラメータの測定値 Ymax

Ymin

29/06/2010

図 55： 図のカスタマイズされたビューの例 
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9.10	 プロセス変数名を変更する	

変更して保存した後でも、元の変数名を取得します。
 → セレクタをカスタマイズした名前入力エリアに置きます。
 → すべての文字を削除して、保存します。

「パラメータ」メニューへのアクセスについては、8.10章を参照してください。
Parameter Display PV:M0:MAIN

Edit name

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

PV names

ENTERING

M0:MAIN

M1：

Mx:
...1) 

1) オファーの選択は、利用可能なモジュールおよび/または有効化されたオプションによって異なります。9.5 利用可能なソフ
トウェアオプションの呼び出しおよび/またはアクティブ化、 、および15 プロセス変数章を参照してください。

入力した名前はプロセスレベルのビューに表示されます。8.4 テキストを入力する章を参照してください。

1
13:40 

3
0
1

U4:PROCESS1

6.53 pH
pHprocess1

25 mS/cm

25.2 °C
205 l/min

FlowProcess1

プロセス変数の単位 

入力したプロセス変数の名前 

MENU

29/06/2010

図 56： 名前変更したプロセス変数についての例

9.11	 単位を調整する	
「パラメータ」メニューへのアクセスについては、8.10章を参照してください。

DisplayParameter Mx views units °C - L/min 

°F - GPM 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

°C - ImpGPM 

 

MX 表示単位：値の表示する単位を選択します。

9.12	 ディスプレイのコントラストとバックライトを調整する	
「パラメータ」メニューへのアクセスについては、8.10章を参照してください。

Parameter Display ENTERING

Brightness
This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

Contrast

ENTERING

 

 → パーセンテージ値を と で設定する 

CONTRAST：ディスプレイのコントラストレベル (%) を設定します。

HELLIGKEIT： ディスプレイの輝度レベル （%） を設定します。
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9.13	 PVCを設定する	
PVCとはプロセス変数 (PV)であり、マニュアルで変更しない限り、その値は一定のままです。値は、以下のメニュー
またはプロセスレベルで変更できます。

「パラメータ」メニューへのアクセスについては、8.10章を参照してください。

Text

Format
Manual entry

Unit list
2)

Lock：

State： ON

OFF

Value ENTERING

Unit

1)

Functions Constants
This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

Parameter

PVC1...PVC12

Min ENTERING

Max ENTERING

ON

OFF

1) 「Unit」 ≠ 「ON/OFF」の場合
2)  「Unit」 = 「User」の場合のみ

LOCK：

 - OＮ： プロセスレベルでは、アクセスコードを入力しないとPVCの値を変更できません。PVCの値を変更する
には、まず「パラメータ」メニューのアクセスコードを入力します。デフォルトのアクセスコードは「0000」です 
(9.4章を参照)。

 - OFF： PVCの値をプロセスレベルでアクセスコードを入力せずに変更できます。
STATE：選択したPVCを有効 (「ON」を選択) または無効 (「OFF」を選択) するために使用します。プロセスレベルと
利用可能なPVのリストには、有効化されたPVCのみが表示されます。15章を参照してください。

VALUE：単位をON/OFFに設定してある場合、値を常にオンにするか、常にオフにするかを選択します。単位がON/
OFFと異なる場合は、PVCの数値を入力します。

MIN：単位がON/OFFと異なる場合は、PVCの下限閾値を入力します。

MAX：単位がON/OFFと異なる場合は、PVCの上限閾値を入力します。

単位： PVCの単位を選びます。以下の選択オプションがあります。

• ON/OFF： 値を常にオンにするか、常にオフ にするかを選択します。以下のような使用例が考えられます。
 - デジタル出力 (DOx) を制御します。次に、DO出力をON/OFF出力として設定します (第9.26.1章を参照)。
 - カウンターをリセットします。次に、カウンターを設定します (第9.23.2章を参照)。
 - カウンターを凍結します。次に、カウンターを設定します (第9.23.3章を参照)。
 - ブール方程式を実行します。次に、方程式を設定します (第9.15.1章を参照)。

 - 「システムスイッチ」事象をトリガーします。次に、「システムスイッチ」事象をON/OFFモードで設定します (第
9.21章を参照)。

• カスタマイズ： ユーザー定義テキストを単位に入力し、PVCの形式を選びます。

• 単位なし： 非常に広い範囲の値を入力します。
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• PVCに関連したユニット選択。以下の選択オプションが可能です。
 - 装置に接続された測定センサーからのPVCとPVを使用する演算機能を設定します。次に、PVの単位を

PVCに割り当てます。9.14章を参照してください。
 - 装置に接続された測定センサーからのPVCとPVを使用するPID機能を設定します。次に、PVの単位を

PVCに割り当てます。 
9.18章を参照してください。

テキスト：単位がカスタマイズ設定されている場合、マニュアル。装置のカスタマイズされたテキストを入力するに
は入力を選択し、リストから単位を選択するには単位リストを選択します。

FORMAT：  UNITがカスタマイズ設定されている場合、異なる精度 (0/0.0/0.00/0.000) のプロセス変数の形式を選
択します。

9.14	 2つのプロセス変数による演算機能の設定	
以下の演算機能が可能です。加算、減算、乗算、除算、通過、棄却、偏差。

 A+B  
 A-B  
 A x B  
 A/B  
 (A/B)[%]  
 (1-A/B)[%]  
 (A/B-1)[%] B

Fx : A+B  
  A-B  
  A x B  
  A/B  
  (A/B)[%]  
  (1-A/B)[%]  
  (A/B-1)[%]

A

図 57： 演算機能

AとBはプロセス変数です。これらは、定数、測定された物理パラメータ、他のアクティブな、設定された機能の結
果、同一機能の前回の結果、ユーザー入力値(PVC)、PLCから届いた値 (PVN) などです (15章を参照)。

機能	 実行された計算	

A+B 

2つのプロセス変数AとBの合計

 ▶ すべての要素の単位が同じになっているように注意してください。

 ▶ AやBが定数の場合、まず、他のプロセス変数を作成し、関連する単位を選択します。

A-B

2つのプロセス変数AとBの間の減算。

 ▶ すべての要素の単位が同じになっているように注意してください。

 ▶ AやBが定数の場合、まず、他のプロセス変数を作成し、関連する単位を選択します。

A x B 

2つのプロセス変数、AとBの間の乗算。

 要素は異なる単位を持つことができます。しかし、結果の統一性が期待に沿ったもので
あることを保証する必要があります。

A/B

2つのプロセス変数AとBの間の関係。

 要素は異なる単位を持つことができます。しかし、結果の統一性が期待に沿ったもので
あることを保証する必要があります。
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機能	 実行された計算	

A/B[%] 

透過率

 ▶ すべての要素の単位が同じになっているように注意してください。

 ▶ AやBが定数の場合、まず、他のプロセス変数を作成し、関連する単位を選択します。

(1 – A/B)[%] 

棄却率

 ▶ すべての要素の単位が同じになっているように注意してください。

 ▶ AやBが定数の場合、まず、他のプロセス変数を作成し、関連する単位を選択します。

(A/B – 1)[%] 

偏差率

 ▶ すべての要素の単位が同じになっているように注意してください。

 ▶ AやBが定数の場合、まず、他のプロセス変数を作成し、関連する単位を選択します。

機能を設定して有効化した後、算出された結果「Fx:」は「M0:Main」基板上のプロセス変数のリストで確認
できます。このリストは、出力設定、ユーザー ビュー設定、およびデータ ログメニューに表示されます。

• 算出された結果「Fx:」を物理出力 (アナログ、AO、またはデジタル、DO) に割り当てます。第9.25章および
第9.26章を参照してください。

• カスタマイズされた「Ux」ビューの1つに結果「Fx:」を表示します。9.9章を参照してください。

• データロガーで「Fx:」の値を記録します」。9.22章を参照してください。
「パラメータ」メニューへのアクセスについては、8.10章を参照してください。
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A+B

Functions F1...F12: Type： None

A-B

A x B 

A/B

(A/B)[%]

(1-A/B)[%]

Name：

State：

PV A:/PV B:

ENTERING

ON

OFF

M1：

M0:MAIN 

Mx:
...1)

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

(A/B-1)[%]

Parameter

Filter: None

Fast

Slow

Value ENTERING

Unit 4)

3)

2)

1)  オファーの選択は、利用可能なモジュールおよび/または有効化されたオプションによって異なります。 
第9.5 利用可能なソフトウェアオプションの呼び出しおよび/またはアクティブ化章および第15 プロセス変数章を参照してく
ださい。

2) PVが定数ではない場合。
3) 「PV A:/PV B:」が定数の場合。
4) オファーの選択は、上記の「PV A:/PV B:」での選択によって異なります。
タイプ： 希望の機能を選択します。

NAME： 選択した機能の名称を変更します。8.4 テキストを入力する章を参照してください。この名称は、この機能
に割り当てられたプロセスレベルのビューに表示されます。

ステータス：選択した機能を有効 (「ON」を選択) または無効 (「OFF」を選択) にします。

この機能は、装置が起動するたびにチェックされます。機能に問題がある場合、装置は自動的にその機能を
無効化にします。例えば機能F1が機能F2を使用していて、F2がマニュアルもしくは自動で無効化された場合、機能
F1は無効化されます。

PV A (またはPV B)：AとBは、定数、測定された物理パラメータ、他のアクティブな、設定された機能の結果、ユーザ
ー入力値 (PVC)、PLCから導出された値 (PVN) などです (第15章を参照)。

FILTER： 必要に応じて、入力変数の減衰の度合いを選択します。図 53： フィルターカーブを参照。

VALUE：「PV A:/PV B:」が定数の場合は、定数の値を入力してください。

単位：関連するユーザービューでの表示に使用される単位を選択します。

0
13:40

0

0

MENU

F1:A+B

148 L/min 

57 L/min 

205 L/min 

変数Aの値 

変数Bの値 

機能A+Bの結果 

29/06/2010

 
図 58： プロセスレベルでのアクティブな演算機能のビューの例
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9.15	 MATH関数のコンフィギュレーション
この機能はオプションとして利用可能です。9.5章を参照してください。

「MATH」 関数は、以下の規則に従った方程式の入力を可能にします。

 - 125字以下、 
 - A、B、C、D、Eの最大5つのプロセス変数。 

A、B、C、D、Eは、定数、測定された物理パラメータ、他のアクティブな、設定された機能の結果、同一機能の前
回の結果、ユーザー入力値(PVC)、PLCから届いた値 (PVN) などです (第15章を参照)。 

 - 表8で指定された演算子と優先規則を使用。
表8： MATH方程式の演算子、優先度、計算順序

可能な演算子 優先度 計算順序
(   ) 1 –

!   ± 2 右から左へ

ˆ 3

左から右へx   ÷   % 4
+   - 5

<   >   ≤   ≥ 6

 → 掛け算は演算子なしで、 10A/5(B3) = 10 x A/5 x (B x 3) = 6 x A x Bのように入力することもできます

 → 方程式を入力する場合、そのセクションに記載されている規則9.15.1に従ってください。

93

「パラメータ」メニュー 

タイプ8619

日本語



「パラメータ」メニューへのアクセスについては、8.10章を参照してください。
Functions F1...F12： Type:

Name：

State：

PV A:

ENTERING

ON

OFF

M1:

M0:MAIN 

Mx:
...3)

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

Parameters

Equation ENTERING

MATH

Process A

Filter: None

Fast

Slow

Value ENTERING

Unit
1)

4)

Text

Format

Unit group:

Manual entry

Unit list:

TEST

Unit

Equation：

Result:

Process E
...

Value A

Value E

...

Unit selection

2)

5)

1) 「Unit group」 ≠ 「ON/OFF」 かつ ≠ 「User」の場合
2) 「Unit group」 = 「User」の場合
3)  オファーの選択 iは、利用可能なモジュールおよび/または有効化されたオプションによって異なります。 

第9.5 利用可能なソフトウェアオプションの呼び出しおよび/またはアクティブ化章および第15 プロセス変数章を参照してく
ださい。

4) 「PV A:...PV E:」 = 「Constant」
5) 「PV A:...PV E:」 ≠ 「Constant」

機能を設定して有効化した後、算出された結果「Fx:」は「M0:Main」基板上のプロセス変数のリストで確認
できます。このリストは、出力設定、ユーザー ビュー設定、およびデータ ログメニューに表示されます。
• 算出された結果「Fx:」を物理出力 (アナログ、AO、またはデジタル、DO) に割り当てます (第9.25章および

第9.26章を参照)。
• カスタマイズされた「Ux」ビューの1つに結果「Fx:」を表示します (第9.9章を参照)。
• 方程式を入力する場合、そのセクションに記載されている規則に従ってください (第9.22章を参照)。

TYPE： MATH関数を選択します。

NAME： 選択した機能の名称を変更します。8.4 テキストを入力する章を参照してください。この名称は、この機能
に割り当てられたプロセスレベルのビューに表示されます。

ステータス：選択した機能を有効 (「ON」を選択) または無効 (「OFF」を選択) にします。

この機能は、装置が起動するたびにチェックされます。機能に問題がある場合、装置は自動的にその機能を
無効化にします。例えば機能F1が機能F2を使用していて、F2がマニュアルもしくは自動で無効化された場合、機能
F1は無効化されます。
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方程式：プロセス変数 A、B、C、D、Eを使用して方程式を入力してください。第9.15.1 数学的方程式の入力章に記載
されている規則に従ってください。

単位：
• Unit group： 方程式の結果の単位を選択してください。以下の選択オプションがあります。

 - ON/OFF： を常にONにするか、常にOFFにするかを選択します。方程式の結果が0の場合、方程式の結果に関
連するPVはオフに設定されます。方程式の結果が0と異なる場合、方程式の結果に関連するPVがオンに設定
されます。以下のような使用例が考えられます。

 - 方程式の結果が装置のデジタル出力 (DOx) を制御できるようにします。次に、DO出力を方程式の結果
を使用するON/OFF出力として設定します (第9.26.1章を参照)。

 - 方程式の結果がカウンターをリセットできるようにします。次に、カウンターを設定します (第9.23.2章
を参照)。

 - 方程式の結果がカウンターを「凍結」できるようにします。次に、カウンターを設定します (第9.23.3章を
参照)。

 - 方程式の結果が別のブール方程式に関与できるようにします。次に、方程式を設定します (第9.15.1章
を参照)。

 - 方程式の結果が「システムスイッチ」事象をトリガーできるようにします。次に、「システムスイッチ」事
象をON/OFFモードで設定します (第9.21章を参照)。

 - 単位なし： 非常に多様な結果を可能にします。
 - カスタマイズ： 単位のカスタマイズされたテキストを入力し、方程式結果の表示形式を選択します。
 - 方程式の結果に関連する単位選択。以下のような使用例が考えられます。

 - 方程式の結果は、PV装置どうしをつなぐ測定センサーから来るPVを使用する演算機能に使われます。
次に、PV単位を方程式の結果に割り当てます。演算機能を設定するには、第9.14章を参照してください。

 - 方程式の結果は、PVを使用するPID機能に関与しています。次に、PV単位を方程式の結果に割り当てま
す。PIF機能を設定するには、第9.18章を参照してください。

• Unit selection： このメニュー項目が提案された場合は、方程式の結果の単位を選択します。

• テキスト：Unit groupがカスタマイズ設定されている場合、マニュアル。カスタマイズされたテキストを入力する
には入力を選択するか、単位リストを選択してリストから単位を選択します。

• FORMAT：  Unit groupがカスタマイズ設定されている場合、異なる精度 (0/0.0/0.00/0.000) のプロセス変数の
形式を選択します。

プロセスA (B、C、D、E)：
• PV A (B、C、D、E)：方程式に仕様されるプロセス変数 A、B、C、D、Eのいずれかを定義します。プロセス変数は、定

数、測定された物理パラメータ、他のアクティブな、設定された機能の結果、同一機能の前回の結果、ユーザー入
力値(PVC)、PLCから導出された値 (PVN) などです。15章を参照してください。

 → 最終結果の単位が、予想される単位と一致していることを確認してください。

• 単位：プロセス変数が方程式で使用される前に、スケーリングする必要のある単位を選択します。

• 値：「PV A:...PV E:」が定数の場合は、定数の値を入力してください。

• FILTER： 方程式で使用する前に、プロセス変数の減衰の度合いを選択します。図 53： フィルターカーブを参照。
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テスト： 入力した方程式をテストするために、プロセス変数A、B、C、D、Eのシミュレーションを行います。シミュレー
ション中、装置は正常に作動します。

• 方程式： 入力した方程式は読み取りが可能です。

• 結果：A、B、C、D、Eの値を入力した方程式の結果は読み取り可能です。

• 値 A、B、C、D、E:： A、B、C、D、E の値をシミュレーションを行い、結果が予想通りであることを確認します。

9.15.1	 数学的方程式の入力

この章では、表示されたキーボード (最大125文字) で数式を入力する方法を説明します。

• 演算子「±」と「-」は、方程式では同じ符号「-」で表示されますが、2つの異なる垂直レベルに配置されます。

• 演算子「÷」は、方程式では記号「/」で表示されます。

A- B/C
A B C D E � е   .  7 8 9
!  ^  % ÷ ×  - +   ± 4 5 6
< >  ≤  ≥ (   ) ,    0 1 2 3
     1/2     

-

演算子「-」に相当 (減算) 演算子「±」に相当

演算子「÷」に相当

F3 F4

データ入力エリアのカーソル

矢印は、セレクタースイッチが行
内で移動できることを示します。

セレクター
スイッチ

_
_

A B C D E � е   .  7 8 9
!  ^  % ÷ ×  - +   ± 4 5 6 
< >  ≤  ≥ (   ) ,    0 1 2 3
     1/2

F(A、B、C、D、E) =

ABORT SEL SAVECLR

F2F1

数式の中の引数を区切るにはコンマを使用
します。コンマを小数点として使用しないで
ください。

_
_

cos   sin    tan
acos   asin   atan
sqrt   log    exp
cbrt   ln    abs
    2/2

F(A、B、C、D、E) =

cos(|

ABORT SEL SAVECLR

F3 F4F2F1

 → ボタン と を使用してカーソルをデータ入力エリアに移動するには、まずボタン と

を使用してセレクター スイッチをデータ入力エリアに移動します。

 → カーソルの代わりに文字を挿入するには、セレクタースイッチをこの文字に設定し、ボタン F3  (「Select」
機能) を押します。
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 → カーソルの前の文字を削除するには、セレクター スイッチをデータ入力エリアに移動し、ボタン F3 を押し
ます (「Backspace」機能)。

 → すべての文字を一度に削除するには、ボタン
F1

 (「削除」機能) を押します。

さらに、一部の演算子の結果を知っておく必要があります (表9を参照)。
表9： いくつかの演算子の結果

演算子 結果 例

± 演算子に続く被演算子の符号を変更します
±6 = –6

±-6 = +6
% 左側被演算子と右側被演算子の間の整数除算の余り 17.48%4 = 1.48

<
• 左側被演算子が右側被演算子よりも小さい場合、1.0。 5 < 8 = 1.0

• 左側被演算子が右側被演算子よりも大きい場合あるいはそれと同じ
場合、0.0

8 < 5 = 0.0

5 < 5 = 0.0

≤

• 左側被演算子が右側被演算子と同じ場合あるいはそれよりも小さい
場合、1.0

5 ≤ 8 = 1.0

8 ≤ 8 = 1.0

• 左側被演算子が右側被演算子よりも大きい場合、0.0。 8 ≤ 5 = 0.0

>
• 左側被演算子が右側被演算子よりも大きい場合、1.0。 8 > 5 = 1.0

• 左側被演算子が右側被演算子と同じ場合あるいはそれよりも小さい
場合、0.0

5 > 8 = 0.0

5 > 5 = 0.0

≥

• 左側被演算子が右側被演算子よりも大きい場合あるいはそれと同じ
場合、1.0

8 ≥ 5 = 1.0

5 ≥ 5 = 1.0

• 左側被演算子が右側被演算子よりも小さい場合、0.0。 5 ≥ 8 = 0.0

!
• 右側被演算子が]-0.50;+0.50[からの要素である場合、1.0 !0.12 = 1.0

• 右側被演算子が∞; -0.50]もしくは[+0.50;+∞[からの要素である場
合、0.0 !–456 = 0.0
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9.15.2	 MATH関数の例

機能 Equation A、B、C、D、E

「No」 !A

AはバイナリPV、例えばDI
• Aが]-0.5; +0.5[の要素であれば、結果は1.0
• ∞; –0,5]もしくは[+0,5; +∞[の要素である場合、 

結果は0.0
「および」 AB AとBはバイナリPV、例えばDI
「トリプルおよび」 ABC A、B、およびCはバイナリ PV、例えばDI
「または」 !!(A+B) AとBはバイナリPV、例えばDI
「トリプルまたは」 !!(A+B+C) A、B、およびCはバイナリ PV、例えばDI
「XOR」(eXclusiveまたは) A!B+!AB AとBはバイナリPV、例えばDI
「トリプルX または」 A!B!C+!AB!C+!A!BC A、B、およびCはバイナリ PV、例えばDI
2つのPVの最高値をリターン (A<B)B+(A≥B)A AとBはPV
2つのPVの最低値をリターン (A>B)B+(A≤B)A AとBはPV

9.15.3	 MATH関数の使用例：	パルスタイマー	

F2:MATHの結果は、デジタル出力DOxに事前定義された時間のパルスを生成します。図 59を参照。

F2:MATH/DOx

F1:MATHのPV A

F1:MATH
パルス時間の値

パルス時間

t

t

t

図 59： パルスタイマーのタイミング図

パルスタイマーを設定するには、以下の手順に従います。

1. 機能F1の設定を行います。
 - タイプ： MATHの選択
 - 方程式： !!(A+C)(B+0.1)を入力する
 - 単位

UNIT GROUP： USERを選択する
テキスト、単位リストの順に選択し、ユニット「s」またはテキスト、マニュアルの順に選択します。値と s (
秒) を入力します。
形式： 0.0を選択する
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 - PROCESS A
PV A:パルスをトリガーする事象を選びます。デジタル入力(M0:MAINまたはMx:InputsのDIx)、事象警告 
(M0:MAIN)または事象SYSSWITCH (M0:MAIN)。 
プロセス変数が特定の閾値を超えたときにパルスをトリガーするには、方程式のAを (A>「threshold 
value」) に置き換え、プロセス変数をPV Aに割り当てます。

 - プロセスB
PV B: M0:MAINとF1:MATHを選択します。F1:MATHがM0:MAINのプロセス変数リストに表示されない
場合、BACK、次にSAVEを押します。PV Bを再度呼び出し、M0:MAINとF1:MATH を選択する

 - ステータス：ステータスがオンに設定されていることを確認してください。
 - SAVEを押します。

 この機能は、装置が起動するたびにチェックされます。機能F1は機能F2の結果を使用するので、F2は計算で
きないため、F1は自動的に無効になります。各装置の起動後、F1機能をマニュアルで有効にする必要があります。

2. 機能 F2 の設定を行います。

 - タイプ： MATHの選択
 - 方程式：(0<A）（A<「value of the pulse duration in seconds」)を入力します。パルス時間の値の最大分解能

は0.1 sです。
 - 単位

UNIT GROUP： ON/OFFの選択

 - PROCESS A
PV A: M0:MAINと F1:MATHを選択します

 - ステータス：ステータスがオンに設定されていることを確認してください。
 - SAVEを押します。

3. デジタル出力 (DOx) の設定を行います(第9.26.1章も参照)。

 - モード： ON/OFFを選択します。
 - PV: M0:MAINと F2:MATHを選択する
 -  SAVEを押します。

4. 機能F1 に戻り、機能F1 の設定を完了してください。

 - プロセスC
PV C: Mx:DOyを選択する

 - SAVEを押します。
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9.15.4	 MATH関数の使用例：	スイッチオン遅延タイマー

F2:MATHの結果は、事前定義された時間遅延の後にデジタル出力DOxをオンに設定します。図 60を参照。

Delay

t

t

t

F1:MATHのPV A
F2:MATHのPV A

F1:MATH

F2:MATH/DOx

遅延値

図 60： スイッチオン遅延タイマーのタイミング図

スイッチオン遅延タイマーを設定するには、以下の手順に従います。

1. 機能F1の設定を行います。

 - タイプ： MATHの選択
 - 方程式： A(B+0.1) を入力します
 - 単位

UNIT GROUP： USERを選択する

テキスト、単位リストの順に選択し、ユニット「s」またはテキスト、マニュアルの順に選択します。値と s  
(秒) を入力します。

形式： 0.0を選択する

 - PROCESS A
PV A:パルスをトリガーする事象を選びます。デジタル入力(M0:MAINまたはMx:InputsのDIx)、事象警告 
(M0:MAIN)または事象SYSSWITCH (M0:MAIN)。 
プロセス変数が特定の閾値を超えたときにデジタル出力をトリガーするには、方程式のAを (A>

「threshold value」) に置き換え、プロセス変数をPV Aに割り当てます。

 - プロセスB
PV B: M0:MAINとF1:MATHを選択します。F1:MATHがM0:MAINのプロセス変数リストに表示されない
場合、BACK、次にSAVEを押します。PV Bを再度呼び出し、M0:MAINとF1:MATH を選択する

 - ステータス：ステータスがオンに設定されていることを確認してください。
 -  SAVEを押します。
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2. 機能 F2 の設定を行います。

 - タイプ： MATHの選択
 - 方程式： A（B<「value of the delay in seconds」）を入力します。時間遅延の値の最大分解能は0.1 sです。
 - 単位

UNIT GROUP： ON/OFFの選択

 - PROCESS A
PV A:F1:MATHのPV Aで設定した事象と同じ事象を選択します。

 - プロセスB
PV B: M0:MAINとF1:MATHを選択する

 - ステータス：ステータスがオンに設定されていることを確認してください。
 - SAVEを押します。

3. デジタル出力 (DOx) の設定を行います(第9.26.1章も参照)。

 - モード： ON/OFFを選択します。
 - PV: M0:MAINと F2:MATHを選択する
 -  SAVEを押します。
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9.15.5	 MATH関数の使用例：	スイッチオフ遅延タイマー

F2:MATHの結果はデジタル出力DOxを規定の遅延時間でオフにします。図 61を参照

Delay

t

t

t

F1:MATHのPV A
F2:MATHのPV A

F1:MATH

F2:MATH/DOx

遅延値

図 61： スイッチオフ遅延タイマーのタイミング図

スイッチオフ遅延タイマーを設定するには、以下の手順に従います。

1. 機能F1の設定を行います。

 - タイプ： MATHの選択
 - 方程式： !A(B+0.1) を入力する
 - 単位

UNIT GROUP： USERを選択する

テキスト、単位リストの順に選択し、ユニット「s」またはテキスト、マニュアルの順に選択します。値と s  
(秒) を入力します。

形式： 0.0を選択する

 - PROCESS A
PV A:パルスをトリガーする事象を選びます。デジタル入力(M0:MAINまたはMx:InputsのDIx)、事象警告 
(M0:MAIN)または事象SYSSWITCH (M0:MAIN)。 
プロセス変数が特定の閾値を超えたときにデジタル出力をトリガーするには、方程式のAを  
(A>「threshold value」) に置き換え、プロセス変数をPV Aに割り当てます。

 - プロセスB
PV B: M0:MAINとF1:MATHを選択します。F1:MATHがM0:MAINのプロセス変数リストに表示されない
場合、BACK、次にSAVEを押します。PV Bを再度呼び出し、M0:MAINとF1:MATH を選択する
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 - ステータス：ステータスがオンに設定されていることを確認してください。
 -  SAVEを押します。

2. 機能 F2 の設定を行います。

 - タイプ： MATHの選択
 - 方程式: A+(B<「value of the delay in seconds」) を入力します。時間遅延の値の最大分解能は0.1 sです。
 - 単位

UNIT GROUP： ON/OFFの選択

 - PROCESS A
PV A:F1:MATHのPV Aで設定した事象と同じ事象を選択します。

 - プロセスB
PV B: M0:MAINとF1:MATHを選択する

 - ステータス：ステータスがオンに設定されていることを確認してください。
 - SAVEを押します。

3. デジタル出力 (DOx) の設定を行います(第9.26.1章も参照)。

 - モード： ON/OFFを選択します。
 - PV: M0:MAINと F2:MATHを選択する
 -  SAVEを押します。
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9.15.6	 MATH関数の使用例：	カウンター・タイマー

F2:MATHの結果は、カウンター・タイマーが特定の値に達した場合にデジタル出力DOxをオンに設定し、リセット
事象として定義された事象が発生した場合にデジタル出力DOxをオフに設定します。

プロセス変数PV Cは、カウンター・タイマーをリセットし、デジタル出力DOxの無効化のために使用します。図 62
を参照。

F2:MATH/DOx

F1:MATH

t

t

t

t

F1:MATHのPV B

F1:MATHのPV C

カウンター・タイマーの閾値

図 62： カウンター・タイマーのタイミング図

カウンター・タイマーを設定するには、以下の手順に従います。

1. 機能F1の設定を行います。
 - タイプ： MATHの選択
 - 方程式：(A+B0.1)!C を入力する
 - 単位

UNIT GROUP： USERを選択する

テキスト、単位リストの順に選択し、ユニット「s」またはテキスト、マニュアルの順に選択します。値と s  
(秒) を入力します。

形式： 0.0を選択する

 - PROCESS A
PV A: M0:MAINと F1:MATHを選択します。F1:MATHがM0:MAINのプロセス変数リストに表示されない
場合、BACK、次にSAVEを押します。PV Aを再度呼び出し、M0:MAINとF1:MATH を選択します。
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 - プロセスB
PV B:パルスをトリガーする事象を選びます。デジタル入力(M0:MAINまたはMx:InputsのDIx)、事象警告 
(M0:MAIN)または事象SYSSWITCH (M0:MAIN)。 
プロセス変数が特定の閾値を超えたときにパルスをトリガーするには、方程式のAを (A>「threshold 
value」) に置き換え、プロセス変数をPV Bに割り当てます。

 - プロセスC
PV C:カウンター・タイマーをリセットする事象、例えばデジタル入力（M0:MAINまたはMx:Inputsの DIx）
を選択します。

 - ステータス：ステータスがオンに設定されていることを確認してください。
 -  SAVEを押します。

2. 機能 F2 の設定を行います。

 - タイプ： MATHの選択
 - 方程式： A>「value of the delay in seconds」を入力します。時間遅延の値の最大分解能は0.1 sです。
 - 単位

UNIT GROUP： ON/OFFの選択

 - PROCESS A
PV A: M0:MAINと F1:MATHを選択します。F1:MATHがM0:MAINのプロセス変数リストに表示されない
場合、BACK、次にSAVEを押します。PV Aを再度呼び出し、M0:MAINとF1:MATH を選択します。

 - ステータス：ステータスがオンに設定されていることを確認してください。
 - SAVEを押します。

3. デジタル出力 (DOx) の設定を行います(第9.26.1章も参照)。

 - モード： ON/OFFを選択します。
 - PV: M0:MAINと F2:MATHを選択する
 -  SAVEを押します。

105

「パラメータ」メニュー 

タイプ8619

日本語



9.16	 比例機能「PROP」の設定。
この機能により、プロセス入力 (PV) がスケーリングされます。

0%

100% 機能「PROP」

プロセス入力 
(PV)

レストポジ
ション

システムスイ
ッチ

結果Fx：(CMD)

PV PV+

図 63： 比例機能「PROP」 

「パラメータ」メニューへのアクセスについては、8.10章を参照してください。

機能を設定して有効化した後、算出された結果「Fx:」は「M0:Main」基板上のプロセス変数のリストで確認
できます。このリストは、出力設定、ユーザー ビュー設定、およびデータ ログメニューに表示されます。
• 算出された結果「Fx:」を物理出力 (アナログ、AO、またはデジタル、DO) に割り当てます (第9.25章および

第9.26章を参照)。
• カスタマイズされた「Ux」ビューの1つに結果「Fx:」を表示します (第9.9章を参照)。
• 方程式を入力する場合、そのセクションに記載されている規則に従ってください (第9.22章を参照)。

Type:PROP

Name：

State：

ENTERING

ON

OFF

PV

1) 
M1:

M0:MAIN

Mx:

...

PV range: PV–:

PV+:

ENTERING

ENTERING

Lim–

Lim+

ENTERING

ENTERING

CMD SAFE: Mode：

Value:

Parameters Functions F1...F12：
This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

ON

OFF
ENTERING

PV filter： None

Fast

Slow

 

Lock： ON

OFF

1) オファーの選択は、利用可能なモジュールおよび/または有効化されたオプションによって異なります。第9.5 利用可能なソ
フトウェアオプションの呼び出しおよび/またはアクティブ化章および第15 プロセス変数章を参照してください。
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タイプ： 機能の種類を選択します (ここでは「PROP」)。

NAME： 選択した機能の名称を変更します。8.4 テキストを入力するの章を参照してください。この名称は、この機
能に割り当てられたプロセスレベルのビューに表示されます。

ステータス： 選択した機能を有効化 (「ON」を選択) または無効化 (「OFF」を選択) にします。

この機能は、装置が起動するたびにチェックされます。機能に問題がある場合、装置は自動的にその機能を
無効化にします。

LOCK：

 - ON： モードは、アクセスコードを入力しないとプロセスレベルで変更できません。図 65を参照。マニュアルモ
ードと自動モードを切り替えるには、まず「パラメータ」メニューのアクセスコードを入力してください。デフォ
ルトのアクセスコードは「0000」です (第9.4章を参照)。

 - OFF： モードは、アクセスコードを入力することなくプロセスレベルで変更できます。
PV：機能のプロセス入力を選択します。15章を参照してください。

PV RANGE： プロセス入力の最小値 (「PVScale-」) および最大値 (「PVScale+」) を入力します。

PV-FILTER： 必要に応じて、プロセス変数の減衰の度合いを選択します。図 53： フィルターカーブを参照。

LIM–：出力の下限閾値を入力する 

LIM+：出力の上限閾値を入力する 

0%

100%

Lim+

Lim–

PV PV+ PV

Fx: CMD1

図 64： 「PROP」機能でのパラメータ「LIM-」と「LIM+」 の使用 

CMD SAFE： 「システムスイッチ」事象 (9.21章を参照) が「ON」の場合、出力でレストポジションが使用されている
ことを確定する (「モード： ON」を選択) か、確定しない (「モード： OFF」を選択) ために使用されます。レストポジシ
ョンの使用を確定したら、各出力に対してレストポジション値を0～100%の範囲で入力します。
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This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

0% 100%

12%

1
13:40

0

F1:PROP

PV

CMD1
250.2 µS/cm

13.00 %

選択したプロセス変数の値

自動モードでの機能の結果

マニュアルモードを有効にするには、このダ
イナミックボタンを押します

選択したプロセス変数の値

機能の結果

自動モードを有効にするには、このダイナミ
ックボタンを押します

パーセンテージをマニュアルで設定するた
めには、このダイナミックボタンを押します

CMD1

BACK

でパーセンテージを設定し、 

パーセンテージを100に設定するには、この
ダイナミックボタンを押します

パーセンテージを0設定するには、このダイ
ナミックボタンを押します

1
13:40

0

F1:PROP

PV

CMD1
250.2 µS/cm

13.00 %

MENU AUTOCMD

MENU MANUAL

29/06/2010

29/06/2010

図 65： プロセスレベルの「PROP」機能のビューとマニュアルまたは自動モードへの切り替え例
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9.17	 「ON/OFF」制御機能の設定	
この機能により、オン/オフ制御が設定されます。

導電率制御システムは「時間制御ドージング」機能 (9.19章を参照) と組み合わせることにより、ドージング前にす
すぎステップ (プリベント) を実行することができます。

機能を設定して有効化した後、算出された結果「Fx:」は「M0:Main」基板上のプロセス変数のリストで確認
できます。このリストは、出力設定、ユーザー ビュー設定、およびデータ ログメニューに表示されます。

• 算出された結果「Fx:」を物理出力 (アナログ、AO、またはデジタル、DO) に割り当てます (第9.25章および
第9.26章を参照)。

• カスタマイズされた「Ux」ビューの1つに結果「Fx:」を表示します (第9.9章を参照)。

• 方程式を入力する場合、そのセクションに記載されている規則に従ってください (第9.22章を参照)。

基準値 (SP)

Prebleed

ONOFF レストポジ
ション

「time dosing」機
能 (「Dos.St.」)

プロセス入力 
(PV)

結果 (Fx: CMD1)

システムス
イッチ

図 66： 「ONOFF」機能 

1
13:40

1
0
0

29/06/2010F2:ONOFF

250.0 µS/CM
PV

500.0
µS/CM
SP-PV：

0.00
%
CMD1

No Link F3 Dos.St

選択したプロセス変数の値

基準値

ONOFF機能の結果
関連する時間ドージングなし

基準値を入力するには、このダイナミックボタン
を押します。

SP-PV：MENU

図 67： 関連するタイムドージングを含まないプロセスレベルの「ONOFF」機能ビューの例 
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「パラメータ」メニューへのアクセスについては、8.10章を参照してください。

Parameters Functions F1...F12： Type:ONOFF

Name：

State：

ENTERING

ON

OFF

PV

1) 
M1:

M0:MAIN

Mx:

...

SP: ENTERING

CMD SAFE

Inversion ON

OFF

Hysteresis ENTERING

prebleed

PV range PV–:

PV+:

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

ENTERING

ENTERING

MaxONtime： State：

Value:

ON

OFF

ENTERING

Mode：

Value:

ON

OFF

ENTERING

State：

PBLIMIT1:

ON

OFF

ENTERING

PBLIMIT2: ENTERING

PV filter： None

Fast

Slow

Lock： ON

OFF

1)  オファーの選択は、利用可能なモジュールおよび/または有効化されたオプションによって異なります。 
第9.5 利用可能なソフトウェアオプションの呼び出しおよび/またはアクティブ化章および第15 プロセス変数章を参照してく
ださい。

タイプ： 機能の種類を選択します (ここでは「ONOFF」)。

NAME： 選択した機能の名称を変更します。8.4 テキストを入力するの章を参照してください。この名称は、この機
能に割り当てられたプロセスレベルのビューに表示されます。

ステータス： 選択した機能を有効 (「ON」を選択) または無効 (「OFF」を選択) にします。

この機能は、装置が起動するたびにチェックされます。機能に問題がある場合、装置は自動的にその機能を
無効化にします。
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LOCK：

 - ON： モードと基準値は、アクセスコードを入力せずにプロセスレベルで変更することはできません。図 70を
参照。マニュアルモードと自動モードを切り替えたり、基準値の値を変更するには、まず「パラメータ」メニュー
のアクセスコードを入力してください。デフォルトのアクセスコードは「0000」です (第9.4章を参照)。

 - OFF： モードはプロセスレベルで切り替えることができ、アクセスコードを入力せずに基準値を変更できます。
PV：装置によって提案されたリストから、機能のプロセス入力を選択します。このプロセス入力は、測定された物理
パラメータ、アクティブに別のアクティヴな設定機能の結果、ユーザー入力値 (PVC)、またはPLC (PVN) から届く値
です。15章を参照してください。

SP： 基準値を入力します。

PV RANGE： プロセス入力の最小値 (「PVScale-」) および最大値 (「PVScale+」) を入力します。

PV-FILTER： 必要に応じて、プロセス変数の減衰の度合いを選択します。図 53： フィルターカーブを参照。

HYSTERESIS： スイッチポイントのヒステリシス値を PV レンジに対するパーセンテージ (SP値に対するパーセンテ
ージではない) で入力します。

INVERSION： スイッチングの動作方向を反転する（「ON を選択」）か、反転しない（「OFF を選択」）かに使用します。
図 68： インバーティングなしのモードおよびインバーティングヒステリシスモードを参照。

0%

100%

Fx: CMD1

PV  
パラメータ基準値

インバーティングなしのモード
Hysteresis

0%

100%

Fx: CMD1

PV  
パラメータ基準値

インバーティングモード
Hysteresis

図 68： インバーティングなしのモードおよびインバーティングヒステリシスモード 

MAXONTIME： 出力制御の最大許容継続時間を入力します。この時間が経過すると、出力は無効になります。
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0%

100%

導電率

デフォルト基準値

t
CMD1

タイムドージングサイクル、コン
トローラの優先度

プレブリード基準値
「PBLIMITx」

「OFF」タイトル「Tdos Sta-
tus」(図 70を参照) 

「OFF」： ドージング保留中

「BLEED」： プレブリード実行中

「ON「」： ドージング実行中

「WAIT」：待機時間、124ページを参照

「BLEED」「ON」 「WAIT」

「PBLIMIT」到達時 または「MAXONTIME」超
過時のステータス変化。

図 69： 導電率測定中の「ONOFF」および「TIME DOSING」機能の組み合わせ

PREBLEED： 時間ドージング機能 (「TIME DOSING」： 第9.19章を参照) と組み合わせたプリベント機能として導電
率機能を制御するためのONOFF 機能を定義する (「ON」を選択)、または定義しません (「OFF」を選択)。プリベント
が有効な場合は、プレブリード基準値を入力します。

 - LIM CA1： 関連する「時間制御ドージング」機能で、チャンネル1のプレブリード基準値を入力します。
 - LIM CA2： 関連する「時間制御ドージング」機能で、チャンネル2のプレブリード基準値を入力します。

プリベントにより、液体の導電率が、ON/OFFコントローラの標準設定値を下回る値まで低下します。プレブリード
基準値「LIM CAx」は、作動時にコントローラの標準基準値よりも優先されます。

CMD SAFE： 「システムスイッチ」事象 (9.8章を参照) が「ON」の場合、出力でレストポジションが使用されているこ
とを確定する (「モード： ON」を選択) か、確定しない (「モード： OFF」を選択) ために使用されます。レストポジショ
ンの使用を確定したら、各出力に対してレストポジション値を0～100%の範囲で入力します。

1
13:40

1
0
0

基準値を入力するには、このダ
イナミックボタンを押します。

F2:ONOFF

250.0 µS/CM
PV

500.0
µS/CM
SP-PV：

0.00
%
CMD1

Off F3 Dos.St

選択したプロセス変数の測定値 

デフォルト基準値 

ONOFF機能の結果 

関連する時間ドージング。 ドージングステータスは「オフ」です。

ドージングプロセスのさまざまな状態については、図 69： 導電率測定中の
「ONOFF」および「TIME DOSING」機能の組み合わせを参照してください 

SPMENU

29/06/2010

MANUAL

図 70： 時間ドージング機能に割り当てられたONOFF機能のプロセスレベルビューの例
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9.18	 PID	(比例積分微分)	制御機能の設定。
この機能はオプションとして利用可能です。9.5章を参照してください。

同時にアクティブにできるのは6つのPID機能までです(第5.6.9章を参照)。

基準値 (in-
ternalまた

はexternal) 
(SP)

プロセス
入力 
(PV)

SplimitCutOff

PID機能

単
一

チ
ャ

ン
ネ

ル

2つ
の

チ
ャ

ン
ネ

ル

駆動部の方向 結果の区切り レストポジシ
ョン

PID機能 駆動部の方向 結果の区切り レストポジシ
ョン

システム
スイッチ

結果 
(Fx:PID1) 

結果 (Fx:PID2) 

図 71： PID機能 

機能を設定して有効化した後、算出された結果「Fx:」は「M0:Main」基板上のプロセス変数のリストで確認
できます。このリストは、出力設定、ユーザー ビュー設定、およびデータ ログメニューに表示されます。

• 算出された結果「Fx:」を物理出力 (アナログ、AO、またはデジタル、DO) に割り当てます (第9.25章および
第9.26章を参照)。

• カスタマイズされた「Ux」ビューの1つに結果「Fx:」を表示します (第9.9章を参照)。

• 方程式を入力する場合、そのセクションに記載されている規則に従ってください (第9.22章を参照)。
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「パラメータ」メニューへのアクセスについては、8.10章を参照してください。

Parameter Functions F1...F12: PID

Name：

Type： PID

State：

ENTERING

ON

OFF

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

Parameter

Setup 9.18.1 PID機能の設定 を
参照

参照 9.18.2 PID機能のパラ
メータ入力

Lock： ON

OFF

TYPE： 機能の種類を選択します (ここでは「PID」)。

NAME： 選択した機能の名称を変更します。8.4 テキストを入力する章を参照してください。この名称は、この機能
に割り当てられたプロセスレベルのビューに表示されます。

ステータス：選択した機能を有効 (「ON」を選択) または無効 (「OFF」を選択) にします。

この機能は、装置が起動するたびにチェックされます。機能に問題がある場合、装置は自動的にその機能を
無効化にします。

LOCK：

 - ON： モードと基準値は、アクセスコードを入力せずにプロセスレベルで変更することはできません。図 72を
参照。マニュアルモードと自動モードを切り替えたり、基準値の値を変更するには、まず「パラメータ」メニュー
のアクセスコードを入力してください。デフォルトのアクセスコードは「0000」です (第9.4章を参照)。

 - OFF： モードはプロセスレベルで切り替えることができ、アクセスコードを入力せずに基準値を変更できます。
PID機能を2つのステップで設定するには、9.18.1 PID機能の設定および9.18.2 PID機能のパラメータ入力を参照
してください。
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9.18.1	 PID機能の設定

「パラメータ」メニューへのアクセスについては、8.10章を参照してください。	
Parameter Functions F1...F12: PID

Setup

PV 

SP Type：

M0:MAIN

internal

external

Mx:
... 1) 

PV range PV-:

PV+:

ENTERING

ENTERING

Reg type： モード：

Low：

High：

Linear

non-linear

ENTERING

ENTERING
3) 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

CMD Direction Channel 1/2 Rise

Fall

Channel： Single

Dual

Advanced

SP: M0:MAIN

Mx:
... 1) 2) 

118ページを参照. 
. 
.

 

 
1)  オファーの選択は、利用可能なモジュールおよび/または有効化されたオプションによって異なります。 

第9.5 利用可能なソフトウェアオプションの呼び出しおよび/またはアクティブ化章および第15 プロセス変数章を参照してく
ださい。

2) 「SP Type」 = 「external」の場合にこの機能を使えます 
3) これらの機能が使えるのは「Reg type」 = 「non-linear」の場合です 

SP
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基準値を入力するには、こ
のダイナミックボタンを押

します。

0
13:40

0
0
0

F4:PID

64.91 L/min
PV

0.166
L/min
SP-PV：

0.00
%
CMD1

6.48 %
CMD2

MANUALMENU SP

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

0% 100%

12%

選択したプロセス変数の測定値 

基準値 
PID機能の結果 (チャンネル1)

マニュアルモードを有効にするには、このダ
イナミックボタンを押します

自動モードを有効にするには、このダイナミ
ックボタンを押します

パーセンテージをマニュアルで設定するた
めには、このダイナミックボタンを押します

CMD1

BACK

でパーセンテージを設定し、 

パーセンテージを100に設定するには、この
ダイナミックボタンを押します

パーセンテージを0設定するには、このダイ
ナミックボタンを押します

0
13:40

0
0
0

F4:PID

64.91 L/min
PV

0.166
L/min
SP-PV：

0.00
%
CMD1

6.48 %
CMD2

AUTOMENU CMD

CMD2

チャネル2を設定するためには、このダイ
ナミックボタンを押します

PID機能の結果 (チャンネル2)

29/06/2010

29/06/2010

図 72： プロセスレベルの「PID」機能のビューとマニュアルまたは自動モードへの切り替え例

CHANNEL： 単一の制御回路を使用するか (「Single」を選択)、2つの出力を持つ制御回路を使用するか (「Dual」を
選択) を選択します。

「Dual」モードは、例えば酸出力と塩基出力でpH   値を制御するために使用されます。「酸」出力を制御する場合は
「塩基」出力はゼロになり、その逆も同様です。
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PV：装置に表示されるリストからプロセス入力を選択します。この値は、測定入力、機能の結果、ユーザー入力値 
(PVC)、またはPLCから届く値 (PVN) です。15章を参照してください。

SP-TYPE： 内部基準値 (「internal」を選択) または外部基準値 (「external」を選択し、下記の「SP-PV」機能のリスト
から基準値として使用するパラメータを選択) の選択。

SP： 機能の外部基準値として使用するパラメータを選択します。

 ▶ SPとPVの単位が同じことを確認してください。

PV RANGE： プロセス入力の最小測定値 (「PVRange-」) および最大測定値 (「PVRange+」) を入力します。

REG.-TYPE： 線形制御モード (「linear」を選択) または非線形制御モード (「non-linear」を選択し、「Low」および
「High」の下に、「偏差」部分が無効になる2つのプロセス入力閾値を入力) の選択。

pH

「上限」値

試薬

「下限」値

基準値 「PID」機能

「PI」機能 (D = 0)

「PI」機能 (D = 0)

図 73： pH値の非線形制御の例

CMD DIRECTION： 機能の制御方向 (CMD1またはCMD2): 上昇 (「Rise」を選択) または下降 (「Fall」を選択) を選択
します。

0% 100%

100%

Fx/CMD

機能により算出された出力

Rise

Fall

図 74： CMD DIRECTIONの図
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. 

. 

.

Parameter 機能 F1...F12: PID

Setup

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

CutOff: モード：

Cut-:

Cut+:

Cut-

OFF

Cut-Cut+

Cut+

ENTERING

ENTERING

SP limits： State：

SP limits-

SP limits+：

ON

OFF

ENTERING

ENTERING

Inversion ON

OFF

CMD SAFE モード：

Channel 1/2：

ON

OFF

ENTERING

Advanced

Channel 1/2：

SP LIMITS： 基準値の使用範囲を制限するために、基準値の下限と上限を設定します。

CUTOFF： 基準値が「Cut-」および「Cut+」で定義された範囲外にある場合、または下限範囲「Cut-」を下回る場合、
または上限範囲「Cut+」を上回る場合、モジュール出力を強制的に0%または100%にする、またはしません。

100
99
98
97
96

5
4
3
2
1

100
99
98
97
96

5
4
3
2
1

Cu
t-

Cu
t+

Cu
t-

Cu
t+基準値 (SP) 基準値 (SP)

Fx:(CMD) (%) Fx:(CMD) (%)

図 75： 「CUTOFF」の図

CMD SAFE： 「システムスイッチ」事象 (9.21章を参照) が「ON」の場合、出力でレストポジションが使用されている
ことを確定する (「モード： ON」を選択) か、確定しない (「モード： OFF」を選択) ために使用されます。レストポジシ
ョンの使用を確定したら、各出力に対してレストポジション値を0～100%の範囲で入力します。
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INVERSION： 基準値 (SP) と測定値 (PV) の差の表示に応じて、出力の動作方向を反転する (「ON」を選択) か、反転
しない (「OFF」を選択」) ために使用されます。この機能は特に酸・塩基制御の時に使用されます。

0%

100%

Fx:(CMD)

プロセス測定基準値 (SP)

インバーティングなしのモード

0%

100%

プロセス測定
基準値 (SP)

インバーティングモードFx:(CMD)

図 76： 出力の有効方向、インバーティングなしまたはインバーティング

9.18.2	 PID機能のパラメータ入力

「パラメータ」メニューへのアクセスについては、8.10章を参照してください。

PV Filter: None

Fast

Slow

Parameter Sample time：

Channel 1/2

ENTERING

Parameter Functions F1...F12: PID
This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

Dead band：

Kp:

Tn:

Tv:

ENTERING
ENTERING

ENTERING

ENTERING

Lim-:

X0:

Lim+：

State「OFF」

ENTERING

ENTERING

ENTERING

ENTERING

Advanced

SP-PV： ENTERING 1)

1) 「SP Type」 = 「Internal」の場合、9.18、117ページ章を参照してください。

SAMPLE TIME： サンプル時間を設定します (0.1～60 s)。

SP： 基準値を入力します。

PV-FILTER： 必要に応じて、プロセス変数の減衰の度合いを選択します。図 53： フィルターカーブを参照。

DEAD BAND： 基準値付近の不感帯のパーセンテージ (0～100%) を設定します。

KP： 基準値と測定値の差に適用される比例ゲインを定義します。

TN： このパラメータは、測定値と基準値間の静的誤差を除去するために使用されるPIDモジュールの積分部分を
表します。0.1～9999 sの値を入力します (デフォルト値： 9999 s)。

TV： このパラメータは、測定値または基準値の変動に迅速に応答し、コントローラの変動を予測するために使用
されるPIDモジュールのドリフト部分を表します。この変数はゆっくりとしたプロセスに使用します。0.0～9999 sの
値を入力します (デフォルト値： 0.0 s) 
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システムが不安定になった場合は、「TV」値の設定が高すぎるため、できるだけ早く値を下げる必要があり
ます。

X0： 出力の動作点 （0～100%） を入力します。

LIM-およびLIM+:一部の駆動部 (比例電磁バルブ) は、縮小範囲 (例えば40～80%) で動作します。パラメータ
「Lim-」および「Lim+」により、アクチュエータの動作範囲と装置の動作範囲間の割り当てが可能になります。  

第図 77章を参照してください。

STATE OFF： パラメータ「Lim-」および「Lim+」を使  用して出力のスケーリングを設定する場合、「STATUS OFF」パ
ラメータは、ドライブ端子に永続的なコマンドが存在するのを防ぐために、出力設定を0%または100%に保証し
ます。

           ∆ = 「state off」 x (「Lim+」 - 「Lim-」) 

つまり、比例電磁バルブを40～80%のコマンドで作動させる必要があります。

次に、パラメータ「Lim-」 = 40%と「Lim+」 = 80%を設定します。

「STATE OFF」 = 2%の場合、∆ = 2% x (80 - 40) = 0.8%

したがって、実際の出力が40 + 0.8 = 40.8%を下回る場合、コマンドは0%に切り替わり、実際の出力が80 – 0.8 
= 79.2%を超える場合、コマンドは100%に切り替わります。

0% 100%

100%

80%

40%

∆

∆

算出された理論上の出力

Fx:(CMD)

Lim+ = 80%

Lim- = 40%

図 77： パラメータ設定「Lim-」、「Lim+」、および「state off」の例。
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9.19	 時間制御ドージングサイクルの設定	(「TIME	DOSING」)	
この機能はオプションとして利用可能です。9.5章を参照してください。

この機能によって、定期的なインターバルで(「Mode」 = 「Period」)かあるいは曜日ごとに (「Mode」 = 「Week」) 1
つもしくは2つの製品をプロセスにドージングすることができます。追加される量は、コントロールユニットの開口
時間 (プログラム可能) に比例します。

レストポ
ジション1

レストポジシ
ョン2

チャンネル1

チャンネル2

プロセス入力 
(PV)

リアルタイムクロ
ック

システムスイッチ

結果  
(Fx: CMD1)

結果  
(Fx: CMD2)

図 78： 「time dosing」機能 

メッセージ「M0:W:Time lost」が発生した場合、ドージングサイクルは実行できなくなります。16.3.5章を参
照してください。

機能を設定して有効化した後、算出された結果「Fx:」は「M0:Main」基板上のプロセス変数のリストで確認
できます。このリストは、出力設定、ユーザー ビュー設定、およびデータ ログメニューに表示されます。

• 算出された結果「Fx:」を物理出力 (アナログ、AO、またはデジタル、DO) に割り当てます (第9.25章および
第9.26章を参照)。

• カスタマイズされた「Ux」ビューの1つに結果「Fx:」を表示します (第9.9章を参照)。

• 方程式を入力する場合、そのセクションに記載されている規則に従ってください (第9.22章を参照)。
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0
13:40

0
0
0

F5:TDOS
10/01/02 09:00

0.00
%
CMD1

100.0 %
CMD2

MANUALMENU

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

0% 100%

0%

次のドージングサイクルの日付と時刻（チャネル1のドージングサイクル
の終了時に更新） 
コマンドの結果 (チャンネル1) 

マニュアルモードを有効にするには、このダイナミックボタンを押します

自動モードを有効にするには、このダイナミックボタンを
押します

パーセンテージを0または100にマニュアルで設定するには、このダイナミックボタンを押します

CMD1

BACK

パーセンテージを100に設定するには、このダイナミックボタンを押します

パーセンテージを0設定するには、このダイナミックボタンを押します

0
13:40

0
0
0

AUTOMENU CMD

CMD2
チャネル2を設定するためには、このダイナミックボ
タンを押します

コマンドの結果 (チャンネル2) 

10/01/02 09:00 次のドージングサイクルの日付と時刻（チャネル2のドージングサイクル
の終了時に更新） 

F5:TDOS
10/01/02 09:00

0.00
%
CMD1

100.0 %
CMD2

10/01/02 09:00

29/06/2010

29/06/2010

図 79：  プロセスレベルでの「時間制御ドージング」機能のビューの例
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「パラメータ」メニューへのアクセスについては、8.10章を参照してください。
Parameter Functions F1...F12: Type：TIME DOSING

Name：

State：

ENTERING

OFF

ON

CMD SAFE Status 

Channel 1/2：

Channel： Single

Dual

モード：

Period

OFF

Week

Channel 1/2：

Status OFF

ON

Start： ENTERING

Period: ENTERING

Duration： ENTERING

3) 

3) 

3) 

3) 

Monday...Sunday EVENT 1/2
4) 

Status OFF

ON

Start： ENTERING

Duration： ENTERING

2) 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

OFF

ON

ENTERING

Waiting time： ENTERING

Fx:ONOFF

1) 
ON/OFF FX：

Lock： ON

OFF

1) 「Fx:」は「アクティブ」として表示されたON/OFF機能を表します。
2) 「Channel 2」は「Channel」 = 「Dual」の場合にあります 
3) これらの機能が使えるのは「Mode」 = 「Period」の場合のみです 
4) これらの機能が使えるのは「Mode」 = 「Week」の場合のみです 

TYPE： 機能の種類を選択します (ここでは「TIME DOSING」)。

NAME： 選択した機能の名称を変更します。8.4 テキストを入力するの章を参照してください。この名称は、この機
能に割り当てられたプロセスレベルのビューに表示されます。

STATE： 選択した機能を有効 (「ON」を選択) または無効 (「OFF」を選択) にします。

この機能は、装置が起動するたびにチェックされます。機能に問題がある場合、装置は自動的にその機能を
無効化にします。
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LOCK：

 - ON： モードは、アクセスコードを入力しないとプロセスレベルで変更できません。図 79を参照。プロセスレベ
ルでマニュアルモードと自動モードを切り替えるには、まず「パラメータ」メニューのアクセスコードを入力し
てください。デフォルトのアクセスコードは「0000」です (第9.4章を参照)。

 - OFF： モードは、アクセスコードを入力することなくプロセスレベルで変更できます。
CHANNEL： 1つの化学製品 (「Single」を選択) を1つのチャンネルでドージングするか、2つの化学製品 (「Dual」を
選択) を2つの異なるチャンネルでドージングするかを選択します。

CHANNEL1/CHANNEL2: チャンネル1のパラメータを設定し、「CHANNEL」 = 「DUAL」の場合はチャンネル2のパ
ラメータを設定します。

 - MODE： チャンネル1または2を無効にするオプション (「OFF」を選択)、またはドージングモードのチャンネル
を一定間隔で (「Period」を選択)、または曜日 (「Week」を選択) に応じたドージングを設定するオプションを
選択。各モードの詳細は、以下を参照してください。

9.19.1	 「Channel1」または「Channel2」を「Period」モードに設定し、一定間隔でドージング	

 - STATE： チャンネルを有効にするか (「ON」を選択)、無効にするか (「OFF」を選択) を選択します。
 - START： 1日の最初のドージング時間を定義します。その後のドームサイクルは、以下の「PERIOD」で定義され

た間隔で実施されます。
 - PERIODE： 2回のドージングサイクル間の間隔を定義します。
 - DURATION:： ドージングサイクルの期間を定義します。
 - WAITINGTIME： 特に時間がONOFF機能にリンクされている場合、新しいドージングサイクルを開始できない

待機時間を定義します (第9.17章を参照)。

1 2 3 4 5 10 13 15 20 24 1 222 5 7 h24

「時間」 = 30 分。

「周期」 = 9時間。

「スタート」 = 4時間

図 80： 「Period」モードでの設定の例

9.19.2	 「Week」モードでの「Channel1」または「Channel2」の設定、曜日に応じたドー	
ジング	

このモードで、曜日 (「Monday」～「Sonday」) ごとに、 (同一チャネル内での) 同一製品に対して1回もしくは2回の
ドージングサイクル (もしくは「events」) のパラメータ設定ができます。

 - STATE： チャンネルを有効にするか (「ON」を選択)、無効にするか (「OFF」を選択) を選択します。
 - WAITINGTIME： 特に時間がONOFF機能にリンクされている場合、新しいドージングサイクルを開始できない

待機時間を定義します (第9.17章を参照)。
 - START： この曜日のドージングサイクルの開始時間を定義します。
 - DURATION:： ドージングサイクルの期間を定義します。
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T T T T T T T T

「スタート」

• T = 「時間」

• 「事象1」 = 1。この曜日のドージングサイクル

• 「事象2」 = 2。この曜日のドージングサイクル

火曜日月曜日 木曜日水曜日 土曜日金曜日 月曜日日曜日 火曜日 ....

「事象2」
「事象1」

図 81： 「Week」モードでの設定の例

時間制御ドージング（タイムドージング）の機能には、導電率測定の場合にのみオン/オフ機能 (第9.17章を参照) 
を割り当てて、システムのプレブリードを確実にすることができます。「ONOFF」機能を「TIME DOSING」機能の前
に設定し、有効にすることで、それがメニューに表示されます。

CMD SAFE： 「システムスイッチ」事象 (9.21章を参照) が「ON」の場合、出力でレストポジションが使用されている
ことを確定する (「モード： ON」を選択) か、確定しない (「モード： OFF」を選択) ために使用されます。レストポジシ
ョンの使用を確定したら、各出力に対してレストポジション値を0～100%の範囲で入力します。

• 「Parameter」メニューで「Date」と「Time」機能で設定が行われているものがタイムベースとなります。 
9.2章を参照してください。

• 「時間制御ドージング」機能がすでに運転可能な状態になっている場合、パラメータの1つを変更するこ
とで機能がリセットされます。

• 同一チャネル上の新しいドージングサイクルは、前のドージングサイクルが終了するまで開始できません。

• チャンネル1および2は独立して動作します。

• ドージングサイクルが1つのチャネルで行われている場合、別のチャネルでの新しいドージングサイクル
は、以下の規則に従って実施されます。

 - 現在のサイクルがプリベント段階である場合、2つのサイクルのうち最も低いプレブリード基準値 (逆
ヒステリシスモードの場合は最も高い基準値) 「PBLIMIT」が考慮されます。さらに、2つのサイクルのう
ち、事前設定された最長プレブリード時間が考慮されます。

 - 現在のドージングサイクルがドージング段階または待機段階にある場合、新しいドージングサイクル
のプレブリード段階は実行されません。

 - 2つのサイクルが終了してはじめて、導電率コントローラが引き継ぎます。
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9.20	 「容積ドージング」機能の設定	(VOL.DOSING)
この機能はオプションとして利用可能です。9.5章を参照してください

この機能は、事前定義された液量が積算されるたびに、事前定義された期間内にプロセスに溶液を追加するた
めに使用されます。

レストポ
ジション

プロセス入力 
(DI1/DI2)

リアルタイムクロ
ック

システムスイ
ッチ

結果 (F: CMD1)容積ドージ
ング

基準値 (SP)

図 82： 「volume dosing」機能

機能を設定して有効化した後、算出された結果「Fx:」は「M0:Main」基板上のプロセス変数のリストで確認
できます。このリストは、出力設定、ユーザー ビュー設定、およびデータ ログメニューに表示されます。

• 算出された結果「Fx:」を物理出力 (アナログ、AO、またはデジタル、DO) に割り当てます (第9.25章および
第9.26章を参照)。

• カスタマイズされた「Ux」ビューの1つに結果「Fx:」を表示します (第9.9章を参照)。

• 方程式を入力する場合、そのセクションに記載されている規則に従ってください (第9.22章を参照)。

SP
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0
13:40

0

0

F6:VDOS

400.0
L
SP-PV：

0.00 %
CMD1

MANUALMENU

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

0% 100%

0%

選択した容積単位での測定された合計体積

マニュアルモードを有効にするには、このダ
イナミックボタンを押します1) 

自動モードを有効にするには、このダイナミ
ックボタンを押します1) 

パーセンテージをマニュアルで設定するに
は、このダイナミックボタンを押します

CMD1

BACK

パーセンテージを100に設定するには、この
ダイナミックボタンを押します

パーセンテージを0設定するには、このダイ
ナミックボタンを押します

0
13:40

0

0

AUTOMENU CMD

機能の結果

基準値

F6:VDOS

22788
L
PV

基準値を入力するには、こ
のダイナミックボタンを押

します。

SP

400.0
L
SP-PV：

0.00 %
CMD1

22788
L
PV

29/06/2010

29/06/2010

1)マニュアルモードから自動モードへ、またはその逆に切り替えると、機能はリセットされます。

図 83： プロセスレベルでの「容積ドージング」機能とマニュアルまたは自動モードへの切り替えビューの例

「パラメータ」メニューへのアクセスについては、8.10章を参照してください。
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Parameter Functions F1...F12: Type：VOL.DOSING

Name：

State：

ENTERING

OFF

ON

CMD SAFE State：

Value：

PV

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

OFF

ON

ENTERING

M0:MAIN

Mx:

DI1 Pulse

None

DI2 Pulse

None

Volume： ENTERING

Dosing time ENTERING

Lock： ON

OFF

TYPE： 機能のタイプを選択します (ここでは「VOLUME DOSING」)。

NAME： 選択した機能の名称を変更します。8.4 テキストを入力する章を参照してください。この名称は、この機能
に割り当てられたプロセスレベルのビューに表示されます。

STATE： 選択した機能を有効 (「ON」を選択) または無効 (「OFF」を選択) にします。

この機能は、装置が起動するたびにチェックされます。機能に問題がある場合、装置は自動的にその機能を
無効化にします。

LOCK：
 - ON： モードと基準値は、アクセスコードを入力せずにプロセスレベルで変更することはできません。図 83を

参照。マニュアルモードと自動モードを切り替えたり、基準値の値を変更するには、まず「パラメータ」メニュー
のアクセスコードを入力してください。デフォルトのアクセスコードは「0000」です (第9.4章を参照)。

 - OFF： モードはプロセスレベルで切り替えることができ、アクセスコードを入力せずに基準値を変更できます。
PV：CPU基板「M0」のデジタル入力「DI1 Pulse」または「DI2 Pulse」を音量測定の基準として定義します。

VOLUME： ドージング量を入力します。

DOSING TIME： ドージング時間を入力します。
CMD SAFE： 「システムスイッチ」事象 (9.21章を参照) が「ON」の場合、出力でレストポジションが使用されている
ことを確定する (「モード： ON」を選択) か、確定しない (「モード： OFF」を選択) ために使用されます。レストポジシ
ョンの使用を確定したら、各出力に対してレストポジション値を0～100%の範囲で入力します。

「Volume」

「Dosing time」

「Volume」

「Volume」 = v1 + v2 + v3 + v4 + v5 + v6

v1
v2 v3

v4
v5 v6

図 84： 「容積ドージング」機能の例
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9.21	 「システムスイッチ」事象を設定します。
「システムスイッチ」事象では、 機能の結果は、この機能の「CMD SAFE」メ二ューを介して強制できます。「システ

ムスイッチ」事象が「ON」に設定されると、機能の出力は自動的に各機能の「CMD Safe」メニューで設定された値
に切り替わります。

プロセス入力 
(PV) 「システムスイッチ」事象

On/off

Hysteresis

Window

図 85： 「システムスイッチ」事象

「システムスイッチ」事象を設定して有効にすると、「M0:Main」基板のプロセス変数のリストで使用できる
ようになります。このリストは、ユーザービューの構成メニューとデータログメニューに表示され、以下のこ
とを行います。

• カスタマイズされた「Ux」ビューの1つに「システムスイッチ」事象を表示します (9.9章を参照)。

• データロガーを使用して「システムスイッチ」の値を記録します (9.22.章を参照)。

「パラメータ」メニューへのアクセスについては、8.10章を参照してください。
Parameter Functions System switch Mode：

Invert.：

PV

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

No

Yes

Delay： ENTERING

On/off

1) 
M1：

M0:MAIN

Mx:

...

Low： ENTERING

High： ENTERING

Window

2) 

2) 

Hysteresis

 

1)  オファーの選択は、利用可能なモジュールおよび/または有効化されたオプションによって異なります。 
第9.5 利用可能なソフトウェアオプションの呼び出しおよび/またはアクティブ化章および第15 プロセス変数章を参照してく
ださい。

2) これらの機能が使えるのは、「Mode」 ≠ 「ON/OFF」の場合のみです

MODE： 切り替えモードを選択します。「ON/OFF」もしくは「ヒステレシス」または「ウィンドウ」。

9.21.1	 オン/オフモードでの設定

PV：「システムスイッチ」事象と組み合せて、2つの状態 (ONまたはOFF) があるプロセス入力を選択します。

INVERT： 事象を反転するか、または反転しません。

DELAY：切り替え前のタイムアウト値を選択します。
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9.21.2	 「ヒステリシス」モードでの設定

閾値に達すると、出力ステータスが変化します。

• プロセス入力値を増加させると、上限閾値に達すると出力ステータスが変化します。

• プロセス入力値を減少させると、下限閾値に達すると出力ステータスが変化します。

ON 

OFF 

接点

Low High
プロセス入力 
(PV)

反転なし

ON 

OFF 

接点

Low High
プロセス入力 
(PV)

反転

図 86： ヒステリシスモード 

PV：「システムスイッチ」事象に割り当てられているプロセス入力を選択します。

LOW： 切り替え閾値の下限値を選択します。

HIGH： 切り替え閾値の上限値を選択します。

INVERT： 事象を反転するか、または反転しません。

DELAY：切り替え前のタイムアウト値を選択します。これは閾値「Low」と「High」の両方に適用されます。このタイム
アウトよりも長い時間、上限または下限のいずれかの閾値を超えた場合にのみ、切り替えが行われます。

9.21.3	 「ウィンドウ」モードでの設定

出力ステータスは、いずれかの閾値 (下限または上限) に達するとすぐに変化します。

ON 

OFF 

接点

Low High
プロセス入力 
(PV)

反転なし

ON 

OFF 

接点

Low High
プロセス入力 
(PV)

反転

図 87： ウィンドウモード

PV：「システムスイッチ」事象に割り当てられているプロセス入力を選択します。

LOW： 切り替え閾値の下限値を選択します。

HIGH： 切り替え閾値の上限値を選択します。

INVERT： 事象を反転するか、または反転しません。

DELAY：切り替え前のタイムアウト値を選択します。これは閾値「Low」と「High」の両方に適用されます。このタイム
アウトよりも長い時間、上限または下限のいずれかの閾値を超えた場合にのみ、切り替えが行われます。
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9.22	 データ記録	(データロガー)
この機能はオプションとして利用可能です。9.5章を参照してください

この機能により、1～16個のプロセス入力 (「PV」) の測定プロセスが、「Periode」機能で定義された一定の間隔で
メモリーカードに記録されます。

データ損失の危険

• 「State」機能を「OFF」にしてから、メモリーカードを装置から抜いてください。

• ファイルの書き込み中は、メモリーカードを装置から抜き取らないでください。

• ファイルの書き込み中は、電源を切らないでください。

• データの記録が誤って中断された場合、装置で再使用する前に、PCでメモリ カードを確認し、必要に応
じてフォーマットしてください。

• 記録中に問題が発生した場合は、記号 X が表示されます。詳細については、「Information -> Protocol」
メニューを呼び出し、16.3.2章のエラー表を参照してください。

1～16のプロセス入力  
(PV) メモリーカード... データメモリ

リアルタイム
クロック

図 88： Datalogger 

「パラメータ」メニューへのアクセスについては、8.10章を参照してください。

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

Datalogger State： OFF

ON

Period: ENTERING

PV1...PV8:

Parameter

1) 
M1：

M0:MAIN

Mx:

...PV9...PV16：

MAX LINES： ENTERING

1)  オファーの選択は、利用可能なモジュールおよび/または有効化されたオプションによって異なります。 
第9.5 利用可能なソフトウェアオプションの呼び出しおよび/またはアクティブ化章および第15 プロセス変数章を参照してく
ださい。

ステータス： データ記録を有効にするか (「ON」を選択)、無効にするか (「OFF」を選択」) を選択します。

PERIOD： データ記録が有効になっている場合、データ保存間隔 (秒) を選択します。

MAX.LINES： データファイルの最大行数を入力します。ファイルは「DL000000」から「DL999999」に保存されます。

PV1～PV8またはPV9 ～ PV16： 値が記録されるプロセス入力 (「PV」) を選択します。
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9.23	 デジタル入力のパラメータを設定する	
この機能は、ソフトウェアオプション「FLOW」 が有効な場合に使用できます。9.5章を参照してください。

「パラメータ」メニューへのアクセスについては、8.10章を参照してください。

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

Parameter

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

M0: Inputs DI1/DI2 Totalizer A/B

Mx:Inputs

M totalizer A/B unit

Remote reset

Remote hold

L

M3

gal

Impgal

PV

Active

Status

High/Low

ON/OFF
M0:MAIN

M1：

Mx:
... 1)

PV

Active

Status

High/Low

ON/OFF
M0:MAIN

M1：

Mx:
... 1)

1) オファーの選択は、利用可能なモジュールによって異なります。15 プロセス変数章を参照してください。

9.23.1	 カウンターの単位を選択する	

TOTALIZER A/B UNIT： 単位を選択します。選択した単位は、カウンターに割り当てられたプロセス値が選択され
ている場所であればどこでも利用可能です。

9.23.2	 カウンターの値をリモートでリセットする	

REMOTE-RESET：

• STATE： PVによるカウンターのリセットを有効にするには、 ONを選択し、無効にするにはOFFを選択します。

• PV： STATEがONに設定されている場合、カウンターをリセットするPVを選択します。

• ACTIVE： STATEがONに設定されている場合、PVの上限値 (「ON」) がカウンターのリセットをトリガーする場合
はHIGHを選択し、選択したPVの下限値 (「OFF」) がカウンターのリセットをトリガーする場合はLOWを選択し
ます。

9.23.3	 カウンターの最終値を遠隔凍結する	

遠隔凍結：

• STATE： PVによるカウンターの「凍結」を有効にするには、 ONを選択し、無効にするにはOFFを選択します。

• PV： STATEがONに設定されている場合、カウンターの最終値を「凍結」するPVを選択します。

• ACTIVE： STATEがONに設定されている場合、PVの上限値 (「ON」) がカウンターの凍結をトリガーする場合は
HIGHを選択し、選択したPVの下限値 (「OFF」) がカウンターの凍結をトリガーする場合はLOWを選択します。
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9.24	 アナログ入力のパラメータを設定する	
「パラメータ」メニューへのアクセスについては、8.10章を参照してください。

AI1/AI2 Mode：

Current

None

Voltage

Range： 0～20 mA

20 mA： ENTERING

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

Mx:Inputs

0～2 V
0～5 V
0～10 V

4～20 mA
「Mode」 = 「Current」の場合

「Mode」 = 「Voltage」の場合

0 mA/4 mA： ENTERING

Filter:

Fast

None

Slow

2 V/5 V/10 V： ENTERING
0 V： ENTERING

「Mode」 = 「Current」の場合

「Mode」 = 「Voltage」の場合

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

Parameter

Unit

Text

Format
Manual entry

Unit list
「Unit」 = 「User」の場合

MODE： 入力信号のタイプ、電流または電圧を選択します。

RANGE： 「MODE」で選択した内容に応じて、入力信号の範囲を選択する。

UNIT： 入力信号に割り当てられた単位を選択します。以下の選択オプションがあります。

• カスタマイズ： 単位のカスタマイズされたテキストを入力し、プロセス変数の表示形式を選択します。

• 単位なし： 非常に広い範囲の値を可能にします。

• プロセス変数に関連した単位選択。以下のような使用例が考えられます。
 - 入力信号と装置に接続された測定センサーからのPVを使用する演算機能を設定します。次に、PVの単

位を入力信号に割り当てます。9.14章を参照してください。
 - 入力信号と装置に接続された測定センサーからのPVを使用するPID機能を設定します。次に、PVの単

位を入力信号に割り当てます。9.18章を参照してください。
TEXT： UNITがカスタマイズ設定されている場合、マニュアル。カスタマイズされたテキストを入力するには入力を
選択するか、単位リストを選択してリストから単位を選択します。

FORMAT： UNITがカスタマイズ設定されている場合、異なる精度 (0/0.0/0.00/0.000) のプロセス変数の形式を選
択します。
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0/4 MA： 入力電流0/4 mAに割り当てられている、以前に選択した物理パラメータ (AI1/AI2) の値を入力します。入
力する代わりに、「Calibration -> Mx:Inputs -> AI1 or AI2」メニューの「PV calibration」機能を使用して自動的に
値を決定することもできます。10.9章を参照してください。

20 MA： 入力電流20 mAに割り当てられている、以前に選択した物理パラメータ (AI1/AI2) の値を入力します。入
力する代わりに、「Calibration -> Mx:Inputs -> AI1 or AI2」メニューの「PV calibration」機能を使用して自動的に
値を決定することもできます。10.9章を参照してください。

0 V： 入力電流0 mAに割り当てられている、以前に選択した物理パラメータ (AI1/AI2) の値を入力します。入力す
る代わりに、「Calibration -> Mx:Inputs -> AI1 or AI2」メニューの「PV calibration」機能を使用して自動的に値を
決定することもできます。10.9章を参照してください。

2/5/10 V： 入力電流2/5/10 Vに割り当てられている、以前に選択した物理パラメータ (AI1/AI2) の値を入力しま
す。入力する代わりに、「Calibration -> Mx:Inputs -> AI1 or AI2」メニューの「PV calibration」機能を使用して自動
的に値を決定することもできます。10.9章を参照してください。

P1とP2は、選択した入力範囲に割り当てられたプロセス変数の値です。

P2

P1

4................................20 mA
0................................................20 mA
0................................................2 V

0................................................10 V
0................................................5 V

入力信号の範囲

プロセス変数 
(「PV」)

図 89： アナログ入力の設定

FILTER： 電流値または電圧値の変動に対する減衰度合いを選択します。図 53： フィルターカーブを参照。
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9.25	 電流出力のパラメータを設定する
「パラメータ」メニューへのアクセスについては、8.10章を参照してください。

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

M0:Outputs AO1/AO2 PV

1) 
M1：

M0:MAIN

Mx:

...

4 mA： ENTERING

20 mA： ENTERING

Diag.event: None

22 mA

Filter:

Fast

None

Slow

Parameter

Mx:Outputs

 

1)  オファーの選択は、利用可能なモジュールおよび/または有効化されたオプションによって異なります。 
第9.5 利用可能なソフトウェアオプションの呼び出しおよび/またはアクティブ化章および第15 プロセス変数章を参照してく
ださい。

PV：電流出力に割り当てられているプロセス入力を選択します。

4 MA： 電流出力ごとに、4 mAの電流に接続されている、以前に選択したプロセス入力の値を選択します。 
図 90を参照。

20 MA： 電流出力ごとに、20 mAの電流に接続されている、以前に選択したプロセス入力の値を選択します。 
図 90を参照。

P1とP2は、それぞれ4 mAまたは20 mAの電流に割り当てられた値です。

P1がP2よりも高ければ、信号は反転し、P1 – P2の範囲は電流範囲20～4 mAに対応します。

mA

0

20

4

P2P1

図 90： 選択されたPVに応じた電流4～20 mA

FILTER： 電流出力ごとに電流値変動に対するi減衰度合を選択します。図 53： フィルターカーブを参照。

DIAG.EVENT： 診断に関連して装置によって「エラー」事象 (11.3～11.7章を参照) が生成された場合、または電流
出力の通常モード (「None」を選択) が許可される場合、電流出力に22 mAの電流を出力する選択が可能。

第16.3章の「問題解決」も参照してください。
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9.26	 デジタル入力のパラメータを設定する	
「パラメータ」メニューへのアクセスについては、8.10章を参照してください。

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

M0:Outputs DO1/DO2 Mode：

Hysteresis

On/off

Window

Parameter

Mx:Outputs
1) 

M1：

M0:MAIN

...
Mx:

PV：

Mode: ON/OFF

Delay：

Invert.： No

Yes

ENTERING

1) 
M1：

M0:MAIN

...
Mx:

PV：

Mode:Hyst/Win

Delay：

Invert.： No

Yes

ENTERING

Low： ENTERING

High： ENTERING

FastPWM

1) 
M1：

M0:MAIN

...
Mx:

PV：

Mode:Fast PWM

Frequency：

Invert.： No

Yes

ENTERING

0% ENTERING

100% ENTERING

PWM

1) 
M1：

M0:MAIN

...
Mx:

PV：

Mode:PWM 

Min ON time：

Invert.： No

Yes

ENTERING

0% ENTERING

100% ENTERING

Period: ENTERING

 

1)  オファーの選択は、利用可能なモジュールおよび/または有効化されたオプションによって異なります。 
第9.5 利用可能なソフトウェアオプションの呼び出しおよび/またはアクティブ化章および第15 プロセス変数章を参照してく
ださい。136
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This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

M0:Outputs DO1/DO2 Mode：Parameter

Mx:Outputs

PFM

1) 
M1：

M0:MAIN

...
Mx:

PV：

Mode:PFM

Pulse width：

Invert.： No

Yes

ENTERING

0% ENTERING

100% ENTERING

Max. frequency： ENTERING

Pulse

DI2

DI1INPUT：

Mode:Pulse

Pulse： ENTERING

2) 

1)  オファーの選択は、利用可能なモジュールおよび/または有効化されたオプションによって異なります。 
第9.5 利用可能なソフトウェアオプションの呼び出しおよび/またはアクティブ化章および第15 プロセス変数章を参照してく
ださい。

2)  MAIN基板M0の出力DO1およびDO2に対してのみ機能し、ソフトウェアオプション「FLOW」が有効になっている場合にのみ
可能です (第9.5章を参照)。

MODE：選択したデジタル出力の切り替えモードを選択します。

9.26.1	 オン/オフモードでの設定	

PV： 出力に接続された2つの状態 (ONまたはOFF) があるプロセス入力を選択します。

「オン/オフ」モードで使用できるM0:Main基板上の「PV」の1つは「警告」事象です。このような事象は、較
正日が過ぎている場合および/もしくは特定のプロセスパラメータのモニタリング中に生成します (セクシ
ョン10.19、10.20および11.3～11.7を参照)。「警告」事象がデジタル出力に割り当てられている場合、装置
によってそのような事象が生成されるたびに出力が切り替わります。16.3 問題解決章も参照してください。

さらに、PLCが装置のデジタル出力を直接制御できるようにするには、第9.27 Ethernetモジュールのパラ
メータ設定章のUnit groupパラメータを参照してください。その後、PLCが00000000hをDOに送ると、DO
はOFFに設定されます。PLC他の値をDOに送ると、DOがONに設定されます。

「ON/OFF」モードで使用可能な導電率モジュールの「PV」の1つは「USP」です(第9.29章を参照)。

INVERT： 出力を反転するか、または反転しません。

DELAY：出力の切り替え前のタイムアウト値を選択します。
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9.26.2	 「ヒステリシス」モードでの設定

閾値に達すると、出力ステータスが変化します。

• プロセス入力値を増加させると、上限閾値に達すると出力ステータスが変化します。

• プロセス入力値を減少させると、下限閾値に達すると出力ステータスが変化します。

ON 

OFF 

接点

Low High プロセス入力 
(PV)

反転なし

ON 

OFF 

接点

Low High プロセス入力 
(PV)

反転

図 91： ヒステリシスモード

PV：出力に割り当てられているプロセス入力を選択します。

LOW： 出力の切り替え下限閾値の値を選択します。

HIGH： 出力の切り替え上限閾値の値を選択します。

INVERT： 出力を反転するか、または反転しません。

DELAY： 各デジタル出力の切り替え前に、遅延時間の値を選択します。これは両方の出力閾値に適用されます。切
り替えは、閾値の上限または下限 (「High」機能または「Low」機能) のいずれかが、この遅延時間を超える期間だ
け重なった場合にのみ行われます。

9.26.3	 「ウィンドウ」モードでの設定

出力ステータスは、いずれかの閾値 (下限または上限) に達するとすぐに変化します。

ON 

OFF 

接点

Low High プロセス入力 
(PV)

反転なし

ON 

OFF 

接点

Low High プロセス入力 
(PV)

反転

図 92： ウィンドウモード

PV：選択した出力に割り当てられているプロセス入力を選択します。

LOW： 出力の切り替え下限閾値に対するプロセス入力の値を選択します。

HIGH： 出力の切り替え上限閾値に対するプロセス入力の値を入力します。

INVERT： 出力を反転するか、または反転しません。

DELAY： 各出力の切り替え前に、遅延時間の値を選択します。これは両方の出力閾値に適用されます。切り替え
は、閾値の上限または下限 (「High」機能または「Low」機能) のいずれかが、この遅延時間を超える期間だけ重な
った場合にのみ行われます。
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9.26.4	 「FastPWM」モードでの設定

このモードは、比例電磁バルブを制御するために使用されます。

T1

T2

0

1
T1T1 T1

T2 T2 t

反転なし出力 反転出力

T1

T2

T1 T1

T2 T2 t
0

1

T2 = 周期、定数 = 1/周波数

T1は不定

図 93： Mode「FastPWM」

PV：選択した出力に割り当てられているプロセス入力を選択します。

0%：0% PWMに対応するプロセス入力 (「PV」) の値を選択します。

100%：100% PWMに対応するプロセス入力 (「PV」) の値を選択します。

INVERT： 出力を反転するか、または反転しません。

FREQUENCY： 出力周波数 (= 1/T2) の値を2～2000 Hzから選択します。

9.26.5	 「PWM」モードでの設定

このモードは、「ON/OFF」駆動部を制御するために使用されます。

T1 T1T1 T1

T2 T2 T2 t

反転なし出力

100%

0%

T1

T2

T1 T1

T2 T2 t

反転出力

100%

0%

T2 = 周期、定数

T1は不定

図 94： Mode「PWM」

PV：選択した出力に割り当てられているプロセス入力を選択します。

0%：0% PWMに対応するプロセス入力 (「PV」) の値を選択します。

100%：100% PWMに対応するプロセス入力 (「PV」) の値を選択します。
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INVERT： 出力を反転するか、または反転しません。

PERIOD： 周期T2の値 (秒) を選択します。

MIN ON TIME： T1の最小値を秒単位で選択します。

9.26.6	 「PFM」モードでの設定	
このモードは、例えばドージングポンプを制御するために使用されます。

反転なし出力

T2

T1

T2 T2 T2 T2 t

100%

0%
T2 T2 T2 T2 T2

T1

t

反転出力

100%

0%

T1 = 周期、定数 

T2は不定 

図 95： Mode「PFM」

PV： 選択した出力に割り当てられているプロセス入力を選択します。

0%：最小周波数に対応するプロセス入力 (「PV」) の値を選択します。

100%：「MAX: FREQ.」で定義された最大周波数に従ってプロセス入力値を選択します。

INVERT： 出力を反転するか、または反転しません。

MAX.FREQ.： パルス周波数 (1/T2) の最大値を選択します (最大180パルス/分)。

PULSE WIDTH： パルス幅 (T1) の値を選択します。

9.26.7	 「Pulse」モードでの設定

この機能は、オプション「Flow」が装置でアクティブな時にのみ、使用できます (第9.5章を参照)。一定量の液体が
通過するたびに、出力でパルスを生成するために使用されます。

INPUT： 選択した出力に割り当てられているデジタル入力DI1またはDI2を選択します。

PULS： 選択した出力にパルスを送信する液量を選択します。まずデジタル値を入力し、ダイナミック「OK」ボタンを

押して確定し、 を繰り返し押して容積単位を変更します。

• 入力された容積に装置のKファクターを掛けた値が1,000,000を超えると、「警告」事象が発行され、
「M0:W:Pulse x lim.」というメッセージが表示されます。

• 入力した容積に装置のKファクターを掛けた値が1未満の場合、「警告」事象が発行され、「M0:W:Pulse x 
1:1」というメッセージが表示されます。この場合、パルス周波数は入力周波数の値に強制的に合わせら
れます。
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9.27	 Ethernetモジュールのパラメータ設定	
EthernetバージョンのIPアドレスのチェック

Ethernetバージョンのネットワークでのインストールの前に、装置タイプ8619のIPアドレスがすでに他の
装置で使用されていないことを確認します。

 → 場合によっては、装置のIPアドレスを変更します。

「パラメータ」メニューへのアクセスについては、8.10章を参照してください。

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

M1: Ethernet

IP Address 

ProtocolParameter

Ethernet/IP

Modbus TCP

PROFINET

ENTERING

Gateway ENTERING

Netmask ENTERING

BOOTP

DHCP 

DCP

DHCP+BOOTP

Manual

MAC address VALUE

ソフトウェアオプション 「Ethernet Protocol」が有効な
場合のみ。章を参照してください 9.5

「Protocol」 = 「Modbus TCP」ま
たは 「EtherNet/IP」の場合

Ethernet units °C - L/min 

°F - GPM 
°C - ImpGPM 

Units PVN1-10

IP設定 Mode

「Manual」が有効
な場合

Device name ENTERING 

「Protocol」 = 「PROFINET」の場合 

「Protocol」 = 「PROFINET」の場合 
「IP settings」->「Mode」 = 「DCP」の場合のみ、読

み取りVALUE 

「Protocol」 = 「Modbus TCP」の場合 

Units PVN11-20 1)
Text

Format

Unit group：

Manual entry

Unit list:

Unit selection

2)

PVN1

PVN20

...

1) 「Unit group」 ≠ 「ON/OFF」 かつ ≠ 「User」の場合
2) 「Unit group」 = 「User」の場合

プロトコル：プロトコルタイプを選択します。標準プロトコルはModbus TCPです。他のプロトコルは、ソフトウェア
オプション「Ethernetプロトコル」が有効な場合にのみ使用可能です。9.5章を参照してください。

IP設定：装置のIP設定を選択します。

• MODE： 装置のIP設定の設定レベルを選択します。
 - DHCP：装置のIPアドレスはDHCPサーバーが自動的に影響を受けます。
 - BOOTP：BOOTP：装置のIPアドレスはBOOTPサーバーが割り当てます。
 - DCP：装置のIPアドレスはDCPプロトコルの影響を受けます。
 - DHCP+BOOTP：装置は、まずDHCPサーバー経由でIPアドレスを取得しようとし、それ以外の場合はBOOTPサ

ーバー経由でIPアドレスを取得しようとします。
 - マニュアル：装置のIPアドレス、ネットワークのゲートウェイ、ネットワークのネットマスクを手入力します。
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EthernetバージョンのIPアドレスのチェック

Ethernetバージョンのネットワークでのインストールの前に、装置タイプ8619のIPアドレスがすでに他の
装置で使用されていないことを確認します。

 → 場合によっては、装置のIPアドレスを変更します。

• IP-ADRESSE 装置のIPアドレスを入力します。

• NETZMASKE： 使用しているネットワークのネットマスクを入力します。

• GATEWAY：使用しているネットワークのゲートウェイアドレスを入力します。

装置名：装置の名称を入力します (デフォルト：「multiCELL」) (第8.4 テキストを入力する章を参照)。 
「Mode」 = 「DCP」では、装置の名称のみ読み取ることができます。

MAC-ADRESSE：(読み取り専用) 装置のMACアドレスを確認します (第5.8 その他のラベル (Ethernetタイプの場
合のみ)章を参照)。

ETHERNET UNITS：値がPLCに送信される単位を選択します。

UNIT PVN1-10 (PVN11-20)：プロセス変数ネットワークを選択します。

PVN (プロセス変数ネットワーク) は、PLCからEthernetネットワーク経由で装置に送信されるデータです。 
PVNは、出力の1つもしくは1つの機能に割り当てたり、プロセスレベルで表示したり、メモリーカードに記
録したりすることができます。PVNのデフォルト値（PLCによる最初のデータ送信まで）は0.0です。 
PLCがPVNのアップデートを停止した場合 (またはEthernet接続が中断された場合)、PVNは最後の有効値
を保持します。

• Unit group： PLCから届くデータに単位を割り当てます。以下の選択オプションがあります。

 - ON/OFF： PVN値を常にONにするか、常にOFFにするかを選択します。その後、PLCが00000000hをPVN に送
信すると、PVN値はOFFに設定されます。PLCがPVNに別の値を送信すると、PVN値はONに設定されます。以
下の選択オプションが可能です。

 - PLCが装置のデジタル出力 (DOx) を直接制御できるようにします。次に、PVNを使用してDO出力を
ON/OFF出力として設定します (第9.26.1章参照)。

 - PLCがカウンターをリセットできるようにします。9.23.2章を参照してください。
 - PLCによるカウンター凍結できるようにします。9.23.3章を参照してください。
 - PLCのブール方程式導入を可能にします。9.15.1章を参照してください。
 - PLCが「システムスイッチ」事象をトリガーできるようにします。次に、「システムスイッチ」事象をON/

OFFモードで設定します (第9.21章を参照)。
 - 単位なし： PLCが非常に広い範囲の値を送信できるようにします。
 - カスタマイズ： 単位のカスタマイズされたテキストを入力し、PVNの表示形式を選択します。
 - プロセス変数に関連した単位選択。以下のような使用例が考えられます。

 - PVNと装置に接続された測定センサーからのPVを使用する演算機能を設定します。その後、PVNにPV
の単位を割り当てます。9.14章を参照してください。

 - 装置に接続された測定センサーからのPVNとPVを使用するPID機能を設定します。その後、PVNにPV
の単位を割り当てます。9.18章を参照してください。

• Unit selection： このメニュー項目が提案された場合は、PLCからの値の単位を選択します。

• テキスト：Unit groupがカスタマイズ設定されている場合、マニュアル。カスタマイズされたテキストを入力する
には入力を選択するか、単位リストを選択してリストから単位を選択します。
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• FORMAT：  Unit groupがカスタマイズ設定されている場合、異なる精度 (0/0.0/0.00/0.000) のプロセス変数の
形式を選択します。

プロセス変数ネットワークのカスタマイズされた名称を選択します (第9.10 プロセス変数名を変更する章
を参照)。

9.28	 pH/Redoxモジュールのパラメータを設定する

「パラメータ」メニューへのアクセスについては、8.10章を参照してください。

「Temp.Comp.」 = 「Manual」の場合

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

Mx:pH/ORP

Temp.-settings

RTD

Temp.-Calib.

Parameter

PT 100

None

PT1000

ENTERING

Calibration limits

Warning low：

Warning high：

Error low：

pH Zero

Temperature Auto

Manual

Auto

Manual

Buffer Hamilton

DIN19267

Error high：

ENTERING

ENTERING

ENTERING

ENTERING

Warning low：

Warning high：

Error low：

pH slope

Error high：

ENTERING

ENTERING

ENTERING

ENTERING

Warning low：

Warning high：

Error low：

ORP Offset

Error high：

ENTERING

ENTERING

ENTERING

ENTERING

°C ENTERING

°C ENTERING 「Temperature」 = 「Manual」の場合
「Temperature」 = 「Auto」の場合

RTD： モジュールと接続された温度センサーのタイプを選択します。

TEMPERATURE： プロセスで使用する温度の値を選択します (特にpH測定の補正用)。

• 「Auto」の選択：液体温度はセンサーによって測定されます。

• 「Manual」の選択：温度センサーがモジュールに接続されていない場合など、次のフィールドにプロセス温度
の値 (°C単位) を入力します。

TEMP.SET.： 測定温度はオフセット値で補正することができます。オフセット値 (°C) を入力します。

TEMP.CALIB.：プローブ/センサーの較正時に使用する温度値を設定します。

• 「Auto」の選択：液体温度はセンサーによって測定されます。 143
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• 「Manual」の選択：温度センサーがモジュールに接続されていない場合など、次のフィールドに較正温度の値 
(°C単位) を入力します。

BUFFER CALIB.： pHプローブ/センサーの自動較正に使用する緩衝液の種類を選択します。Bürkertの「Hamilton」
溶液またはDIN 19267に準拠したソリューション：

• 装置は、次の「Hamilton」溶液のpH値を自動的に検知します。2、4.01、7、10、12：

• 装置は、次の「DIN19267」溶液のpH値を自動的に検知します。1.09、4.65、6.79、9.23、12.75：

CALIBRATION LIMITS： 較正時にそれを超えた場合に警告メッセージやエラーメッセージを生成する値の範囲を
入力します。

• pH Zero：

 - WARNING HIGH： pHセンサー較正時に警告メッセージが表示されるpH0以上の値を入力します。
 - WARNING LOW： pHセンサー較正時に警告メッセージが表示されるpH0以下の値を入力します。
 - ERR.HIGH： pHセンサー較正時にエラーメッセージが表示されるpH0以上の値を入力します。
 - ERR.LOW： pHセンサー較正時にエラーメッセージが表示されるpH0以下の値を入力します。

• PH SLOPE：

 - WARNING HIGH： pHセンサー較正時にそれを超えた場合に警告メッセージが表示される勾配値を入力し
ます。

 - WARNING LOW： pHセンサー較正時にそれを下回った場合に警告メッセージが表示される勾配値を入力し
ます。

 - ERR.HIGH： pHセンサー較正時にそれを超えた場合にエラーメッセージが表示される勾配値を入力します。
 - ERR.LOW： pHセンサー較正時にそれを下回った場合にエラーメッセージが表示される勾配値を入力します。

• ORP OFFSET：

 - WARNING HIGH： pHセンサー較正時にそれを超えた場合に警告メッセージが表示される酸化還元値 を入
力します。

 - WARNING LOW： pHセンサー較正時にそれを下回った場合に警告メッセージが表示される酸化還元値を入
力します。

 - ERR.HIGH： pHセンサー較正時にそれを超えた場合にエラーメッセージが表示される酸化還元値 を入力し
ます。

 - ERR.LOW： pHセンサー較正時にそれを下回った場合にエラーメッセージが表示される酸化還元値を入力し
ます。
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9.29	 導電率モジュールのパラメータを設定する
「パラメータ」メニューへのアクセスについては、8.10章を参照してください。

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

Mx:Conductivity

Temp.-settings

RTD

Temp.-Calib.

Parameter

PT 100

None

PT1000

ENTERING

concentration

H2SO4 (32～89%)

H2SO4 (0～30%)

HNO3 (0～30%)

None

Temperature Auto

Manual

Auto

Manual

Calib. ソリュー
ション

5 µS

100 mS

HCl (0～18%)

HNO3 (35～96%)

NaOH (0～14%)

HCl (22～39%)

NaCl (0～26%)

NaOH (18～50%)

Probe 2 electrodes

4 electrodes

Temp.Comp. None

UPW-NaCl

Linear
EN 27888
UPW

Koef. ENTERING 「Temp.Comp.」 = 「Linear」の場合

「Temperature」 = 「Auto」の場合
°C ENTERING 「Temperature」 = 「Manual」の場合

°C ENTERING 「Temp.Comp.」 = 「Manual」の場合

15 µS

100 µS

1413 µS

1) 

USP Alarm ENTERING

Concentr.table 1) 

1) このメニューはオプションとして利用可能です (第9.5章を参照) 
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PROBE： モジュールに接続する導電率プローブのタイプ (2または4電極) を選択します。

RTD： モジュールと接続された温度センサーのタイプを選択します。

TEMPERATURE： プロセスで使用される温度値を選択します。

• 「Auto」の選択：液体温度はセンサーによって測定されます。

• 「Manual」の選択：温度センサーがモジュールに接続されていない場合など、次のフィールドにプロセス温度
の値 (°C単位) を入力します。

TEMP.SET.：測定温度はオフセット値で補正することができます。オフセット値 (°C) を入力します。

TEMP.COMP.： 液体の導電率を決定するための温度補正の種類を選択します。

• 線形パーセンテージに準拠 (「linear」を選択)。線形温度補償は、プロセスの温度が常に0 °Cを超える場合、プロ
セスに対して十分に正確です。次のフィールド「Coeff.」に、0.00～9.99%/°Cの補正を入力します。 
下記の曲線と式を使用して、温度範囲DTと関連導電率範囲Dcに依存する平均補償係数aを計算します。

χ

χ25

25 T [°C]

∆χ

∆T

T

χT

 
α  = χ25

∆χ

∆T
x

1

• または、自然水法則 (「EN27888」を選択) に従います。

• または、超純水法 (「UPW」を選択) に従います。

• または、超純水と塩化ナトリウム (「UPW-NaCl」を選択) の法則に従います。

• または、「濃度」機能で以下のように選択された濃度表 (「濃度表」を選択、オプションで利用可能) の法則に従い
ます。

• あるいは、温度補正を無効化にします (「None」を選択)。

CONCENTRATION： オプションで利用可能です。提供されたリストから目的の液体の質量濃度表を選択します。こ
のデータ (%) は、導電率モジュールのプロセス変数のリストで利用可能です。液体濃度は、「Temp. comp.」での選
択に関係なく、測定された補正されていない導電率および温度の値に基づいて決定されます。
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ALARM USP： 表「USP <645>」からの導電率値をパーセントで入力します。

T [°C]

χ

A

C

B

USP<645>の図

「USP-Alarm」フィールドに設定された
USP<645>の図のパーセンテージ。

表10： 表USP<645>との関連での動作 

図のゾ
ーン

説明 カスタマイズされた
「Ux」ビューに表
示される名称		
(第9.9章を参照)

データロガーの関連
コード	(第9.22章を
参照)

出力「ON/OFF」のス
テータス	(第9.26章
を参照)

C 対応する温度で液体導電率は表
USP<645>の値を超過しました。

「> Max.」 1 ON (インバーティン
グなし出力)

B 液体導電率は、「USP Alarm」機能で設
定されたパーセンテージと対応する
温度での表USP<645>の値との間に
あります。

「USP Alarm」 2 ON (インバーティン
グなし出力)

A 対応する温度での液体導電率は、
「USP-Alarm」機能で設定されたパー

センテージを下回っています。

「OK」 0 OFF (インバーティ
ングなし出力)

CALIB.TEMP.： プローブ/センサーの較正時に使用する温度値を設定します。

• 「Auto」の選択：液体温度はセンサーによって測定されます。

• 「Manual」の選択：温度センサーがモジュールに接続されていない場合など、次のフィールドに温度の値 (°C単
位) を入力します。

CALIBRATION SOLUTION：導電率センサーの自動較正に使用する較正溶液を選択します。
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10	 較正モード	

10.1	 安全注意事項

警告

不適切な操作による怪我の危険

適合しない調整を行うと、負傷ならびに製品、およびその周囲環境への損害につながる恐れがあります。
 ▶ 設定担当スタッフは取扱説明書の内容を読んで理解してください。
 ▶ 特に安全に関する注意事項と適正使用を遵守してください。
 ▶ 製品/システムは、十分に訓練された有資格者にのみ操作することができます。

10.2	 「HOLD」機能の有効化/無効化	
「較正」メニューにアクセスするには、8.10章を参照してください。

Calibration System Hold Inactive

Active

 

電源遮断時にHoldモードが有効になっていた場合、電源遮断後に装置が再起動すると、Holdモードは自
動的に無効になります。

保持モードでは、プロセスを中断することなくメンテナンス作業を実行できます。

保持モードのアクティブ化の際の注意：

 → 「HOLD」機能を呼び出します。

 → 「アクティブ」を選択します。

 → 「OK」で確定します。

装置がHoldモードの場合：

• ディスプレイには記号 の代わりに記号 H が表示されます。

• 各4～20 mA出力の電流出力は、各出力に接続されたプロセス入力の最終値に設定されています。

• Holdモードがアクティブ化した時点で検知された状態に設定されます。

• Holdモードは、ユーザーが「HOLD」機能を無効にするまでアクティブのままです。

Holdモードの無効化：

 → 「HOLD」機能を呼び出します。

 → 「非アクティブ」を選択する

 → 「OK」で確定します。
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10.3	 較正メニューのアクセスコードを変更する	
「較正」メニューにアクセスするには、8.10章を参照してください。デフォルトパスワード「0000」をそのまま使う場

合、装置は較正メニューへのアクセスを要求しません。

較正メニューの新し
いアクセスコードを
入力します。

新しいコードを確
定する

Calibration System Code 0*** Confirm code 0***

10.4	 電流出力を設定する	

電流出力の設定の前に、Holdモードが無効化していることを確認してください。記号 が表示されます。

「較正」メニューにアクセスするには、8.10章を参照してください。
Calibration M0:Outputs AO1/AO2 4 mA

20 mA

ENTERING

ENTERING

Mx:Outputs

4 MA： 電流出力のオフセットを調整します。

「4 mA」機能を選択すると、装置は4 mAの電流を生成します。

 → 4～20 mA出力で生成された電流をマルチメーターで測定します。

 → マルチメーターで表示された電流を入力します。

20 MA： 電流出力のスパンを調整します。

「20 mA」機能を選択すると、装置は20 mAの電流を生成します。

 → 4～20 mA出力で生成された電流をマルチメーターで測定します。

 → マルチメーターで表示された電流を入力します。
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10.5	 塩素センサー以外のセンサーに接続されたアナログ入力AI1またはAI2の
較正

「較正」メニューにアクセスするには、8.10章を参照してください。

Mx:Inputs

PV offset calibration

AI1/AI2

PV 2-point calibration

1.point

2.point？

2.point

Calibr.-result

はい

No

Calibration

Voltage calibration

Current calibration

1.point

2.point

Calibr.-result

1.point

Calibr.-result

Mode:general

Calibration intervals Calibration

Last

Reset calibration 
timer

ENTERING

Maintenance

Last

Reset mainte-
nance timer

ENTERING

Yes/No

Yes/No

Factory calibration Yes/No

「Mode」 = 「Voltage」の場合、 
第9.24章を参照。

「Mode」 = 「Current」の場合、 
第9.24章を参照。

VALUE

VALUE

測定センサー (塩素測定センサーを除く) がアナログ入力AI1またはAI2に接続されている場合、アナログ入力を較
正できます。

• 2点または1点の測定値に基づく。10.7 塩素以外の測定値に対するアナログ入力AI1またはAI2の2点較正または
10.8 塩素以外の測定値に対するアナログ入力AI1またはAI2の1点較正章を参照してください。

• または、入力で受け取った電流や電圧に関連。10.9 電流出力または電圧出力に接続したアナログ入力の較正章
を参照してください。

 → アナログ入力の最終較正日の読み取りについては、第10.12章を参照してください。

 → 較正の周期を入力するには、第10.13章を参照してください。

 → アナログ入力に接続されたセンサーの最終メンテナンス日を読み取るには、第10.14章を参照してください。

 → アナログ入力に接続されたセンサーに対して実行するメンテナンスプロセスの頻度を入力するには、第10.15
章を参照してください。

 → アナログ入力の工場出荷時の較正パラメータに戻すには、第10.16章を参照してください。
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10.6	 塩素センサーに接続されたアナログ入力AI1またはAI2の較正	
「較正」メニューにアクセスするには、8.10章を参照してください。

Mx:Inputs

Range

AI1/AI2

PV slope calibration

1.point

2.point？

2.point

Calibr.-result

はい

No

Calibration

Voltage calibration

Current calibration

1.point

Calibr.-result

ENTERING

Mode:chlorine

Calibration intervals Calibration

ｌast

Reset calibration 
timer

ENTERING

Maintenance

Last

Reset mainte-
nance timer

ENTERING

Yes/No

Yes/No

Factory calibration Yes/No

「Mode」 = 「Voltage」の場合、 
第9.24章を参照。

「Mode」 = 「Current」の場合、 
第9.24章を参照。

VALUE

VALUE

塩素測定センサーをがアナログ入力AI1またはAI2に接続されている場合、アナログ入力を較正できます。

• 1点の測定された塩素値に基づく。10.10 アナログ入力AI1またはAI 2の1点校正 (スロープ)：塩素センサー タイ
プ8232の例章を参照してください。

• または、入力で受け取った電流や電圧に関連。10.9 電流出力または電圧出力に接続したアナログ入力の較正章
を参照してください。

 → 塩素センサーの銘板に記載されている塩素測定範囲の最大値を入力するには、第10.11章を参照してください。

 → アナログ入力の最終較正日の読み取りについては、第10.12章を参照してください。

 → 較正の周期を入力するには、第10.13章を参照してください。

 → アナログ入力に接続されたセンサーの最終メンテナンス日を読み取るには、第10.14章を参照してください。

 → アナログ入力に接続されたセンサーに対して実行するメンテナンスプロセスの頻度を入力するには、第10.15
章を参照してください。

 → アナログ入力の工場出荷時の較正パラメータに戻すには、第10.16章を参照してください。
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10.7	 塩素以外の測定値に対するアナログ入力AI1またはAI2の2点較正

この較正は、アナログ入力に接続した測定センサーの較正の代わりにはなりません。

「較正」メニューにアクセスするには、8.10章を参照してください。

装置は、選択されたアナログ入力信号の範囲 (スロープとオフセット) に2つの較正
値を割り当てます。

 → センサーのプローブ (例えばpHセンサー) を第1の緩衝液に浸します。装置は溶
液の測定値を表示します。

 → 測定値が安定するまで待ちます。

 → 緩衝液の値 (ボトルに記載されている) を入力します。

Calibration Mx:Inputs  2-Punkt PV calibration

OK

1.point

7,001 pH

7,000 pH

2.point

10,001 pH

10,000 pH
 → プローブをすすぎます。

 → 洗浄済みプローブを第2の緩衝液に浸します。装置は溶液のpH測定値を表示し
ます。

 → 測定値が安定するまで待ちます。

 → 第2の緩衝液の値 (ボトルに記載されている) を入力します。

OK

AI1/AI2

溶液の測定値。

Calibration result

Offset： -3.498 pH 
Slope： 0.876 pH/mA

SAVE

Mode:general

OK

 →  機械が溶液の測定値を表示します。

OK

図 96： 4～20 mA出力の機器で測定されたpH に対するアナログ入力の2点較正の例。

154

較正モード 

タイプ8619

日本語



10.8	 塩素以外の測定値に対するアナログ入力AI1またはAI2の1点較正	

この較正は、アナログ入力に接続した測定センサーの較正の代わりにはなりません。

「較正」メニューにアクセスするには、8.10章を参照してください。

装置はオフセットを調整します。

 → センサーのプローブ (例えばpHセンサー) を第1の緩衝液に浸します。装置は溶
液の測定値を表示します。

 → 測定値が安定するまで待ちます。

 → 緩衝液の値 (ボトルに記載されている) を入力します。

Calibration Mx:Inputs PV offset calibration

OK

7,001 pH

7,000 pH

AI1/AI2

溶液の測定値。

Calibration resu

Offset： -3.498 pH

SAVE

Mode:general

OK

図 97： 4～20 mA出力の機器で測定されたpH に対するアナログ入力の1点較正の例。
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10.9	 電流出力または電圧出力に接続したアナログ入力の較正	
アナログ入力AI1またはAI2が外部機器の電流または電圧アナログ出力 (例： 圧力計タイプ8311の4～20 mA出
力) に接続されている場合、図 98に従ってアナログ入力を較正します。

この較正は、アナログ入力のリミットを接続した機器のリミットに正確に調整するために使用されます。

「較正」メニューにアクセスするには、8.10章を参照してください。

アナログ入力信号が調整され (スロープとオフセット)、
装置は較正された入力値を表示します。

 → アナログ入力に接続した機器の4～20 mA出力に4 mA
の電流を生成します。

 → 4 mAを入力します。

 → 測定値が安定するまで待ちます。

Calibration Mx:Inputs Current calibr.

OK

1.point

4,001 mA

4,000 mA

2点較正？ No

2.point

20,001 mA

20,000 mA

 → アナログ入力に接続した機器の4～20 mA出力に20 mA
の電流を生成します。

 → 20 mAを入力します。

 → 測定値が安定するまで待ちます。

OK

はい

装置はオフセット
を調整します。

AI1/AI2

アナログ入力で受け取
る値。

Calibration result

16.02 mA

SAVE

Mode:general

Mode:chlorine

図 98： 圧力測定器8311の電流出力に関するアナログ入力の較正の例
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10.10	 アナログ入力AI1またはAI	2の1点校正	(スロープ)：塩素センサー	タイプ
8232の例

この機能は、測定信号の直線のスロープを決定するために使用されます。

「較正」メニューにアクセスするには、8.10章を参照してください。

装置が算出したスロープを選択したアナログ入力信号に割り
当てます1) 

 → DPD1法で測定したサンプルの塩素濃度の値を入力します。

PV slope calibration

1.point

4.50 ppm

5.00 ppm

OK

溶液の測定値。

Calibration  result

 
Slope： 0.876 mA/ppm

SAVE

 → 関連する取扱説明書に従って、塩素センサーをプロセスに設置します。

 → 塩素センサーをアナログ入力AI1もしくはAI2に接続します。

 → 1点較正機能を有効にする： 装置はアナログ入力の現在の値を保存
します。

 → 装置が塩素の測定値を表示します。

 → 測定する溶液のサンプルを取ります。

 → DPD1法を使用して、サンプルの塩素濃度を測定します。

Calibration Mx:Inputs AI1/AI2 Mode:general

Mode:chlorine

OK

1)	 	
警告/エラーメッセージは、スロープが25%未満または400%以上の場合に表示されます。

• 電解液および/またはダイヤフラムはを交換します。

図 99： 4～20 mA出力の機器で測定した塩素含有量に関するアナログ入力の較正例。
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10.11	 塩素測定範囲の最大値の入力
「較正」メニューにアクセスするには、8.10章を参照してください。

Range ENTERINGCalibration Mx:Inputs AI1/AI2 Mode:chlorine

 → 塩素センサーの銘板に記載されている塩素測定範囲の最大値を入力します。

10.12	 アナログ入力の最終較正日を表示する
「較正」メニューにアクセスするには、8.10章を参照してください。

Calibration intervals Last VALUECalibration Mx:Inputs AI1/AI2 Mode:general

Mode:chlorine

10.13	 較正間隔を入力する
「較正」メニューにアクセスするには、8.10章を参照してください。

Calibration intervals Calibration ENTERINGCalibration Mx:Inputs AI1/AI2 Mode:general

Mode:chlorine Reset calibration 
timer

Yes/No

各期限日に、装置は、アイコン でディスプレイに表示される「メンテナンス」事象と、アイコン でディスプレイに
表示される「警告」事象を生成します。

較正が完全に実施された場合、これらの事象は消え、日数のカウントが再びスタートします。

「M0:W:Time Loss」というメッセージが表示された場合は、較正リマインダーメッセージは生成されませ
ん。16.3.5章を参照してください。

 → 2回の較正リマインダー間の日数を入力します。この通知を無効にするには、「0000日」と入力してください。

 → 「Reset calibration timer」 -> 「Yes」を選択し、次の較正までの遅延をマニュアルでリセットします。

10.14	 アナログ入力の最終メンテナンス日付を表示する	
「較正」メニューにアクセスするには、8.10章を参照してください。

Calibration intervals Last VALUECalibration Mx:Inputs AI1/AI2 Mode:general

Mode:chlorine

Mx:Inputs
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10.15	 アナログ入力に接続したセンサーのメンテナンス間隔の入力	
「較正」メニューにアクセスするには、8.10章を参照してください。

Calibration intervals Maintenance ENTERING

Reset mainte-
nance timer

Yes/No
Calibration Mx:Inputs AI1/AI2 Mode:general

Mode:chlorine

各期限日に、装置は、アイコン でディスプレイに表示される「メンテナンス」事象と、アイコン でディスプレイに
表示される「警告」事象を生成します。

「M0:W:Time Loss」というメッセージが表示された場合は、メンテナンスリマインダーメッセージは生成
されません。16.3.5章を参照してください。

 → 2回のメンテナンスリマインダー間の日数を入力します。

メンテナンスプロセスが実行された場合、メニューで「メンテナンスタイマーをリセットする」(「はい」) またはしな
い (「いいえ」) を選択すると、次のメンテナンスプロセスまでの日数のカウントダウンが再びスタートします。

 → 「Reset maintenance timer」 -> 「Yes」または -> 「No」を選択する 

 → メンテナンスプロセスの自動リマインダーを無効にするには、「0000 日」と入力してください。

10.16	 アナログ入力の工場出荷時較正の回復	
「較正」メニューにアクセスするには、8.10章を参照してください。

Yes/NoFactory calibrationCalibration Mx:Inputs AI1/AI2 Mode:general

Mode:chlorine

10.17	 カウンターをリセットする	
この機能は、「FLOW」ソフトウェアオプションが有効になっている場合、分析モジュール付き装置で利用可能です。 
9.5章を参照してください。

「較正」メニューにアクセスするには、8.10章を参照してください。
Calibration DI1/2 totalizer Reset totaliz. AM0: Inputs

Reset totaliz. B

Yes/No

Yes/No
Mx:Inputs

カウンタの値をリモートでリセットするには、9.23.2章を参照してください。

カウンターの最終値をリモートで凍結するには、第9.23.2章を参照してください。
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10.18	 使用するねじ接続のKファクターの入力、またはティーチインによる決定	
この機能は、「FLOW」ソフトウェアオプションが有効になっている場合、分析モジュール付き装置で利用可能で
す。9.5章を参照してください。

「較正」メニューにアクセスするには、8.10章を参照してください。

Mx:Inputs

Calibration DI1/2：flow rateM0: Inputs

Flow unit

Start teaching

Volumen-Teach

Flow unit

Meas.in progr.

Flow teaching

Teaching result

L

M3

gal

Igal

Unit of volume

Start teaching Meas.in progr.

Flowed Volume

Teaching result

K factor ENTERING

L/h

Igal/s

Flow unit

...

L/h

Igal/s

...

 → 装置のパルス入力を流量測定用に設定するには、以下の3つの方法のうちの1つを使用してください。

• K-FACTOR： 使用するねじ接続に固有のKファクターをパルス/Lで入力します。使用するねじ接続については、対
応する取扱説明書を参照してください。

• VOLUME TEACH： ティーチイン手順を使用して、容量に応じたシステムの個々のKファクターを決定します。以下
の手順に従ってください。

• FLOW-TEACH： ティーチイン手順を使用して、流量に応じたシステムの個々のKファクターを決定します。次ペー
ジの手順に従ってください。
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10.18.1	 容積に応じたティーチインの詳細手順

 → 例えば、100 L入る容器を用意します。

 → ティーチインの容積単位と流量単位を選択します。

Mx:Inputs

Calibration DI1/2：flow rateM0: Inputs Volumen-Teach L

M3

gal

Igal

Unit of volume

L/h

Igal/s

Flow unit

...

 → 容積に応じたティーチインを実施する

Mx:Inputs

 → バルブを開いて、タンクを満たします。

装置は、ティーチインによって算出されたKファ
クターを表示します。

OK

装置、液体の現在の流量を表示
します。

OK

 → タンクが満タンになったら、バルブを閉じます。

OK

2,001 L/s

装置が最新のKファクターで算出
した容積を表示します。

 → タンク器内の実際の液体容積を入
力します。

101.2 L

+099.0 L

Volumen-TeachingCalibration DI1/2：flow rateM0: Inputs

Start teaching

Meas.in progr.

Flowed Volume

Fact.K flow 
rate：K=3.810

Teaching result
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10.18.2	 容積に応じたティーチインの詳細手順	

 → ティーチインの流量単位を選択します。

Mx:Inputs

Calibration DI1/2：flow rateM0: Inputs Flow unitFlow teaching L/h

Igal/s

...

 → 流量に応じたティーチインを実施する

 → パイプ内の液体を循環させ、流量が安定するまで待ちます。

装置は、ティーチインによって算出さ
れたKファクターを表示します。

OK

OK

OK

装置が最新のKファクターで算出した
流量を表示します。

 → パイプ内の流量の値を入力し
ます。

0049 L/min

0001 L/s

Flow teachingCalibration DI1/2：flow rateM0: Inputs

Start teaching

Meas.in progr.

Flow teaching

Fact.K流量： = 
3,810

Teaching result

0005 L/min0005 L/min

この装置は、パイプ内で測定された流量を、現
在のKファクターで100秒間計算します1)。

棒グラフは経過時間を表示します。

Mx:Inputs

1) 測定は「OK」をクリックすると、いつでもキャンセルできます。
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10.19	 pHセンサーまたは酸化還元センサーの較正	
「較正」メニューにアクセスするには、8.10章を参照してください。

Calibration Mx:pH/ORP pH auto calib.

Calib. interval

pH manual calib.

1stPoint

2ndpoint?

Rinse

2ndPoint

pH calib. result

YesNO

pH calib. data

Last

Isoth.potential

VALUE

Isoth.potential

Zero ENTERING

Slope ENTERING

Iso pH

ENTERING

ENTERING

ORP calibration 1stPoint

Calib. result 
ORP

ORP calib. data Offset ENTERING

Interval

Calib. log VALUE

ENTERING

 → pHセンサーを較正するには、以下の3つの方法のうちの1つを使用してください。

• PH AUTO CALIBRATION： pHセンサーを自動的に較正するには、まずメニュー「Parameter -> Mx:pH/ORP -> 
Buffer」で使用する緩衝液を選択します。機械は使用する溶液のpH値を自動的に検知します。センサーが自動的
に較正されると、前回の較正日が更新されます (下記のサブメニュー「CALIBRATION INTERVAL」の「LAST」機能)。

• PH MANUAL CALIBRATION： 1点法または2点法を使用して、pHセンサーを較正します。詳細は次ページを参
照してください。センサーがマニュアルで較正されると、前回の較正日が更新されます (下記のサブメニュー

「CALIBRATION INTERVAL」の「LAST」機能)。

• PH CALIBRATION DATE： pHセンサーの証明書に記載されているゼロ値とスロープがあれば、それを入力しま
す。証明書に正の値が記載されている場合でも、スロープには常に負の値を入力します。この入力は、前回の較
正日を更新しません (下記のサブメニュー「CALIBRATION INTERVAL」の「LAST」機能)。

 → 酸化還元センサーを較正するには、以下の2つの方法のうちの1つを使用してください。

• ORP CALIBRATION： 1点法による酸化還元センサーのマニュアル較正。詳細は次ページを参照してください。

• ORP CALIBRATION DATE： ORPセンサーの証明書に記載されているオフセット値があれば、それを,入力します。

CALIBRATION INTERVAL： 前回のマニュアルまたは自動較正の日付を読み取り、較正の頻度を日数で入力します。
較正の期限が来るたびに、装置はディスプレイ上にアイコン で表示される「メンテナンス」事象とディスプレイ上
にアイコン で表示される「警告」事象を生成します。この機能を使用しない場合は、「0000日」と設定してください。
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「M0:W:Time Loss」というメッセージが表示された場合は、較正リマインダーメッセージは生成されませ
ん。16.3.5章を参照してください。

• 「警告」事象は、1つおよび/または他のデジタル出力に割り当てることもできます (第9.26章を参照)。

• 16.3 問題解決章も参照してください。

CALIBRATION PROTOCOL： 最新の有効な較正値を読み取ります。

10.19.1	 pHセンサーまたは酸化還元センサーのマニュアル較正

• pHセンサーは、1点または2点法を使用して較正できます。

• 酸化還元センサーは1点法でしか校正を行なうことができません。

• センサーを較正する前に、デフォルト較正限界を変更します (第9.28章を参照)。

• プロセスを中断しないようにするために、HOLD機能をアクティブ化します（第10.2章を参照）。

• 各較正の前に、電極を適切な製品で適切に清掃してください。

• 2点較正の場合は、使用する緩衝液をどちらも同じ温度にしておかなければなりません。

• 「較正間隔」機能で較正の頻度を設定します (163ページを参照)。較正の期限が来るたびに、装置は「
メンテナンス」事象と「警告」事象を生成します。

10.19.2	 pHセンサーの1点または2点較正の詳細手順

• 1点較正法は、測定カーブのゼロ点を、既知のpH値 (pHセンサーの較正については下記参照) または既知の酸
化還元電位 (酸化還元センサーの較正については、166ページを参照) の緩衝液で満たすことによって迅速に
較正するために使用されます。

• 2点較正法は、pHセンサーのゼロ点と測定カーブのスロープを正確に較正するために使用されます。このプロ
セスには2種類の緩衝液が必要です。一般的に、第1の溶液はpH 7で、第2の溶液は測定する値に非常に近いpH 
です。次のページを参照してください。
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装置が較正結果を表示します1) 

Rinse

7,001 pH 
-59.6 mV

±25.00 °C

 → 洗浄済みプローブを酸化還元溶液に浸
します。 装置は溶液のpH測定値を表示
します

 → 緩衝液のpH値 (ボトルに記載されている) を入力します。

 → pH測定値が安定するまで待ちます。

Calibration Mx:pH/ORP Manual pH calib.

OK

F4

1.point

7,035 pH

7,000 pH

pH calibration result

Zero：7.000 pH 
Slope：–59,15 mV/pH

2点較正？
No

 → プローブをすすぎます。

 → pH値が希望の値に達したら、「OK」ですすぎプ
ロセスを確定します。

OK

F4

2.point

2,967 pH

2,000 pH

 → 洗浄済みプローブを緩衝液に浸します。装置は溶液のpH
測定値を表示します。

 → 第2の緩衝液のpH値 (ボトルに記載されている) を入力します。

 → pH測定値が安定するまで待ちます。

OK

F4

pH calibration result

Zero：7.000 pH

Slope：–59,15 mV/pH

YES

8619が較正結果を表示します。1)

1) 
• 「警告」メッセージが表示されると、緩衝液のエラーまたはプローブの経年劣化の可能性を示します。

• 「エラー」メッセージが表示されると、プローブの交換が必要であることを示しています。
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10.19.3	 酸化還元電位センサーの較正の詳細手順	(1点法のみ)

1点較正法は、酸化還元電位が既知の緩衝液で測定カーブのゼロ点を調整することにより、迅速に較正するため
に使用されます。

 → 洗浄済みプローブを酸化還元溶液に浸
します。 装置は溶液のDDP測定値を表
示します。

 → 酸化還元溶液の電位差を入力します (ボトル
に記載されています)。

Calibration ORP calibrationMx:pH/ORP 1.point

OK

F4

1.point

465.0 mV

475.0 mV

ORP-Calibr.-result

Offset： -55.60 mV

装置が較正結果を表示します1) 

1)	

• 「警告」メッセージが表示されると、緩衝液のエラーまたはプローブの経年劣化の可能性を示します。
• 「エラー」メッセージが表示されると、プローブの交換が必要であることを示しています。
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10.20	 導電率センサーの較正	
「較正」メニューにアクセスするには、8.10章を参照してください。

Calibration Auto. calib.

Calib. interval

Mx:Conductivity

Manual calib. ENTERING

RESULT

Cell const. ENTERING

Last

RESULT

Interval

VALUE

ENTERING

TDS factor ENTERING

Calibration log VALUE

 → 導電率センサーの較正するには、以下の無料の方法のうちの1つを使用してください。

• AUTOMATIC CALIBRATION： 特定のC定数を自動的に決定して、導電率センサーを較正します。そのためには、
メニュー「Parameters -> Mx:Conductivity -> Calibration solution」で使用する標準液を選択します。

• MANUAL CALIBRATION： 特定のC定数を自動的に決定して、導電率センサーを較正します。手順の詳細は、以下
を参照してください。

• CELL CONST.：較正機能の1つによって決定された最後のC定数を読み取るか、または変更します。この入力は、
前回の較正日を更新しません (下記のサブメニュー「CALIBRATION INTERVAL」の「LAST」機能)。

TDS FACTOR： お使いの液体に適した導電率と溶解固形物量 (TDS) 間の換算係数を入力します。

CALIBRATION INTERVAL： 前回の較正の日付を読み取り (「LAST」機能)、較正の頻度を日数で入力します  
(「INTERVAL」機能)。較正の期限が来るたびに、装置は、アイコン でディスプレイに表示される「メンテナン
ス」事象と、アイコン でディスプレイに表示される「警告」事象を生成します。この機能を使用しない場合は、

「INTERVAL」機能を「0000日」と設定してください。

「M0:W:Time Loss」というメッセージが表示された場合は、較正リマインダーメッセージは生成されませ
ん。16.3.5章を参照してください。

• 「警告」事象は、1つおよび/または他のデジタル出力に割り当てることもできます (第9.26章を参照)。
• 第16.3章の「問題解決」も参照してください。

CALIBRATION PROT： 最新の有効な較正値を読み取ります。
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10.20.1	 導電率センサーの較正手順の詳細

較正は、導電率が分かっている溶液を用いてセンサーの特定のセル定数Cを決定することです。

• プロセスを中断しないようにするために、HOLD機能をアクティブ化します（第10.2章を参照）。

• 各較正の前に、電極を適切な製品で適切に清掃してください。

• 較正の頻度は、「較正間隔」サブメニューの「間隔」機能で設定します (上記参照)。較正の期限が来るた
びに、装置は「メンテナンス」事象と「警告」事象を生成します。

 → 洗浄済みプローブを標準液に浸します。 装置は溶液の導電率の測
定値を表示します

 → 使用する標準液の導電率 (ボトル
に記載されている) を入力します。

 → 必要に応じて、単位を交換してくだ
さい。

Calibration Man.CalibrationMx:Conductivity

OK

F4

Manual calibration

5,023 μS/cm 25.01°C

5,000 µS/cm...

Calibration result

Cell const.

1,00000/cm

装置が較正結果を表示します。
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11	 診断メニュー	

11.1	 安全注意事項
警告

不適切な操作による怪我の危険

適合しない調整を行うと、負傷ならびに製品、およびその周囲環境への損害につながる恐れがあります。
 ▶ 設定担当スタッフは取扱説明書の内容を読んで理解してください。
 ▶ 特に安全に関する注意事項と適正使用を遵守してください。
 ▶ 製品/システムは、十分に訓練された有資格者にのみ操作することができます。

11.2	 「診断」メニューのアクセスコードを変更する	
「診断」メニューへのアクセスについては、8.10章を参照してください。デフォルトパスワード「0000」をそのまま使
う場合、装置は「診断」メニューへのアクセスを要求しません。

「診断」メニューの
新しいアクセスコー
ド入力 

新しいコードを確
定する 

Diagnostics System Code 0*** Confirm code 0***

11.3	 アナログ入力で受ける電流値や電圧値のモニタリング	
この機能は、ユーザーが入力した限界値に達したときの動作を定義します。

「診断」メニューへのアクセスについては、8.10章を参照してください。
Diagnostics AI1/AI2Mx:Inputs Thresholds： None

Low

Warning low: ENTERING

Warning high: ENTERING

Error low: ENTERING

Error high: ENTERING

High
Both

「閾値」 = 「低」または「両方」の場合

「閾値」 = 「高」または「両方」の場合

「閾値」 = 「低」または「両方」の場合

「閾値」 = 「高」または「両方」の場合

プロセス障害は、アナログ入力で受信した値が低すぎたり、高すぎたりすることで検出できます。

アナログ入力で受信した値が許容範囲外の場合に警告を表示するには：

 → 「閾値」機能で、どの閾値を監視するかを選択します

 → 1つもしくは2つの閾値を設定し、それを上回る場合に8619が「警告」事象を生成し、アイコン と を表示し
ます。

 → 1つもしくは2つの閾値を設定し、それを上回る場合に8619が「エラー」事象を生成し、アイコン と X を表示
します。

8619が「警告」事象もしくは「エラー」事象を表示した場合：

 → 事象の原因を読み出すために、「情報」メニューに移動します。

 → 問題は第16.3章の指示に従って解決してください。170
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• 「警告」事象は、1つおよび/または他のデジタル出力に割り当てることもできます。9.26章を参照してく
ださい。

• 液体のpH、酸化還元、導電率、温度値のモニタリング、またはアナログ入力のモニタリングに関連して「
エラー」事象が発生した場合、1つおよび/または他の電流出力に22 mAの電流を出力することができま
す。9.25章を参照してください。

• 第16.3章の「問題解決」も参照してください。

WARN.LOW： 下回った場合に「警告」事象を発生させるアナログ入力値を入力します。

WARN.HIGH： 上回ると「警告」事象を発生させるアナログ入力値を入力します。

ERR.LOW： 下回った場合に「エラー」事象を発生させるアナログ入力値を入力します。

ERR.HIGH： 上回ると「エラー」事象を発生させるアナログ入力値を入力します。

11.4	 電圧入力におけるオープン制御回路の決定
この機能は、「電圧」モードに設定されたアナログ入力で使用できます。

「診断」メニューへのアクセスについては、8.10章を参照してください。
Diagnostics AI1/AI2Mx:Inputs Open loop Inactive/Active

非アクティブ/アクティブ： オープンループ検知を有効または無効にします。

この機能を有効にすると、電圧入力にソースが接続されていない場合、または配線が正しくない場合、「エラー」事
象が生成され、「Mx:E:AIx open」というメッセージがデータロガーに登録されます。
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11.5	 pHセンサーや酸化還元値のモニタリング
この機能により、pHプローブ (ガラス電極および/または比較電極) または酸化還元プローブ (比較電極のみ) に問
題が発生した場合、装置の動作が決定します。

「診断」メニューへのアクセスについては、8.10章を参照してください。

Diagnostics Glass electrodeMx:pH/ORP

Impedance:

State： ON/OFF

READING

Warning high: ENTERING

Warning low: ENTERING

Error high: ENTERING

Error low: ENTERING

Dépend. temp ENTERING

Ref. electrode

Impedance:

Status ON/OFF

READING

Warning high: ENTERING

Warning low: ENTERING

Error high: ENTERING

Error low: ENTERING

プロセス障害は、アナログ入力で受信した値が低すぎたり、高すぎたりすることで検出できます。

インピーダンスの測定が許容範囲外の場合に警告を表示するには：

 → 「State」機能で液体インピーダンスのモニタリングを有効にし、次に

 → インピーダンス範囲を設定し、それを上回る場合に8619が「警告」事象を生成し、アイコン と を表示し
ます。

 → インピーダンス範囲を設定し、それを上回る場合に8619が「エラー」事象を生成し、アイコン と X を表示し
ます。

8619が「警告」事象もしくは「エラー」事象を表示した場合：

 → 事象の原因を読み出すために、「情報」メニューに移動します。

 → および/または測定したインピーダンス値を読み取ります。

 → 必要に応じて、プローブを清掃および/または測定センサーを再較正してください。

 → 必要に応じて、プロセスを確認します。

• 「警告」事象は、1つおよび/または他のデジタル出力に割り当てることもできます。9.26章を参照してくだ
さい。

• 液体のpH、酸化還元、導電率、温度値のモニタリング、またはアナログ入力のモニタリングに関連して「
エラー」事象が発生した場合、1つおよび/または他の電流出力に22 mAの電流を出力することができま
す。9.25章を参照してください。

• 16.3 問題解決章も参照してください。
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ステータス： 選択した電極のインピーダンスのモニタリングを有効にするか無効にするかを選択します。

このモニタリングは、「警告」機能が作動したときに「警告」事象を生成することによって実行されます。以下に定義
される「高/低」インピーダンス範囲を超えた場合、ならびに「エラー」機能で定義されたインピーダンス範囲を超え
ると、「エラー」事象が発生します。以下に定義される「高/低」インピーダンス範囲を超えた合。

IMPEDANCE： 選択した電極で、リアルタイムに測定されたインピーダンスを読み取ります。

TEMP.ABH.： 液体のインピーダンス測定用温度補正係数標準係数は、Bürkertから販売されているプローブに適
用されます。

WARN.HIGH： 上回ると「警告」事象が生成されるインピーダンス値を入力します。

WARN.LOW： 下回ると「警告」事象が生成されるインピーダンス値を入力します。

ERR.HIGH： 上回ると「エラー」事象が生成されるインピーダンス値を入力します。

ERR.LOW： 下回ると「エラー」事象が生成されるインピーダンス値を入力します。

11.6	 液体導電率のモニタリング	
この機能により、液体の導電率が監視され、定義された範囲を超えた場合の装置の動作が決定されます。

「診断」メニューへのアクセスについては、8.10章を参照してください。

Diagnostics ConductivityMx:Conductivity

Conductivity：

Status ON/OFF

READING

Warning high: ENTERING

Warning low: ENTERING

Error high: ENTERING

Error low: ENTERING  

プロセス障害または測定セルの誤動作は、液体の導電率が低すぎたり高すぎたりすることで特定できます。

導電率が許容範囲外の場合に警告を表示するには：

 → 「ステータス」機能で液体導電率のモニタリングを有効にし、次に

 → 8619が「警告」事象を生成し、アイコン および を表示する導電率範囲を設定します。

 → 8619が「エラー」事象を生成し、記号 および X を表示する導電率範囲を設定します。

8619が「警告」事象もしくは「エラー」事象を表示した場合：

 → 事象の原因を読み出すためには、「情報」メニューに移動し、

 → および/または測定した導電率値を読み取ります。

 → 必要に応じて、測定セルを清掃するか、センサーを再較正します。

 → 必要に応じて、プロセスを確認します。

• 「警告」事象は、1つおよび/または他のデジタル出力に割り当てることもできます。9.26章を参照してくだ
さい。

• 液体のpH、酸化還元、導電率、温度値のモニタリング、またはアナログ入力のモニタリングに関連して「
エラー」事象が発生した場合、1つおよび/または他の電流出力に22 mAの電流を出力することができま
す。9.25章を参照してください。

• 16.3 問題解決章も参照してください。
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ステータス： 導電率のモニタリングを有効にするか無効にするかを選択します。
このモニタリングは、「警告」機能が作動したときに「警告」事象を生成することによって実行されます。以下に定義
される「高/低」液体導電率範囲を超えた場合、ならびに「エラー」機能で定義されたインピーダンス範囲を超える
と、「エラー」事象が発生します。以下に定義される「高/低」液体導電率範囲を超えた場合。

CONDUCTIVITY： リアルタイムのセンサー実測液体導電率の読み取り。

WARN.HIGH： 上回ると「警告」事象を発生させる導電率の値を入力します。

WARN.LOW： 下回ると「警告」事象を発生させる導電率の値を入力します。

ERR.HIGH： 上回ると「エラー」事象を発生させる導電率の値を入力します。

ERR.LOW： 下回ると「エラー」事象を発生させる導電率の値を入力します。

11.7	 液体温度のモニタリング	
この機能により、液体の導電率が監視され、定義された範囲を超えた場合の装置の動作が決定されます。

「診断」メニューへのアクセスについては、8.10章を参照してください。

Diagnostics TemperatureMx:pH/ORP

Temperature

Status ON/OFF

READING

Warning high: ENTERING

Warning low: ENTERING

Error high: ENTERING

Error low: ENTERING
Mx:Conductivity

プロセス障害や温度センサーの誤作動は、液体温度が低すぎたり高すぎたり、または不正確な温度測定によって
特定できます。

温度測定が許容範囲外の場合に警告を表示するには：

 → 「ステータス」機能で液体温度のモニタリングを有効にし、次に

 → 8619が「警告」事象を生成し、アイコン および を表示する温度範囲 (°C 単位) を設定します。

 → 8619が「エラー」事象を生成し、アイコン および X を表示する温度範囲 (°C 単位) を設定します。

8619が「警告」事象もしくは「エラー」事象を表示した場合：

 → 事象の原因を読み出すためには、「情報」メニューに移動し、

 → および/または測定した温度を読み取ります。

 → 必要に応じて、 温度が既知の液体を測定することで、内蔵の温度センサーが正常に動作しているかを確認しま
す。温度センサーが故障している場合、装置をBürkertまでご返送ください。

 → 温度センサーが原因でなければ、プロセスを確認してください。

• 「警告」事象は、1つおよび/または他のデジタル出力に割り当てることもできます。9.26章を参照してくだ
さい

• 液体のpH、酸化還元、導電率、温度値のモニタリング、またはアナログ入力のモニタリングに関連して「
エラー」事象が発生した場合、1つおよび/または他の電流出力に22 mAの電流を出力することができま
す。9.25章を参照してください。

• 第16.3章の「問題解決」も参照してください。
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ステータス： 液体温度のモニタリングを有効にするか無効にするかを選択します。

このモニタリングは、「警告」機能が作動したときに「警告」事象を生成することによって実行されます。以下に定義
される「高/低」液体導電率範囲を超えた場合、ならびに「エラー」機能で定義されたインピーダンス範囲を超える
と、「エラー」事象が発生します。以下に定義される「高/低」液体導電率範囲を超えた場合。

TEMPERATURE： 温度センサーによる液体のリアルタイム実測温度を読み取ります。

WARN.HIGH： 上回ると「警告」事象が生成される液体温度値の入力。

WARN.LOW： 下回ると「警告」事象が生成される液体温度値の入力。

ERR.HIGH： 上回ると「エラー」事象が生成される液体温度値の入力。

ERR.LOW： 下回ると「エラー」事象が生成される液体温度値の入力。

11.8	 pHセンサー、酸化還元センサー、および導電率センサーのパラメータの
読み取り	

「診断」メニューへのアクセスについては、8.10章を参照してください。

Diagnostics MonitorsMx:pH/ORP READING

Mx:Conductivity
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12	 「TESTS」メニュー

12.1	 「Tests」メニューのアクセスコードを変更する	
「Tests」メニューにアクセスするには、章8.10を参照してください。デフォルトパスワード「0000」をそのまま使う場

合、装置は「Tests」メニューへのアクセスを要求しません。
Tests System Code 0*** Confirm code 0***

「TESTS」メニュー
の新しいアクセス
コードを入力する 

新しいコードを確
定する

12.2	 プロセス変数シミュレーションによる出力の正しい動作の確認	

出力に対して正しい機能テストが実行されると、アイコン の代わりにアイコン T が表示されます。テスト
中、このPVは測定された物理パラメータ、ユーザー入力値 (PVC)、またはPLCから届く値 (PVN)によって反
応しなくなります。

「Tests」メニューにアクセスするには、章8.10を参照してください。
Tests PV 

Value：

PV Simulation M0:MAIN

ENTERING 

M1：

Mx:

... 1)

 
1) オファーの選択は、利用可能なモジュールおよび/または有効化されたオプションによって異なります。第9.5 利用可能なソ
フトウェアオプションの呼び出しおよび/またはアクティブ化章および第15 プロセス変数章を参照してください。

「Tests」メニューを終了するには、ダイナミック「キャンセル」ボタンを押します。

PV： シミュレーションするプロセス変数を選択します。利用可能なオプションは、インストールされているモジュー
ルによって異なります。

VALUE： シミュレーションする値を入力します。
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12.3	 出力が正常に動作していることを検査してください。

出力に対して正しい機能テストが実行されると、アイコン の代わりにアイコン T が表示されます。テスト
中、この出力は、測定された物理パラメータによっては応答しなくなります。

「Tests」メニューにアクセスするには、章8.10を参照してください。
Tests

Mx:Outputs

M0:Outputs

AO2

AO1： ENTERING

ENTERING

DO1: OFF/ON

DO2 OFF/ON

「Tests」メニューを終了するには、ダイナミック「キャンセル」ボタンを押します。

AO1： 電流値を入力して「OK」を選択すると、電流出力1の適切な機能を制御します。

AO2： 電流値を入力して「OK」を選択すると、電流出力2の適切な機能を制御します。

DO1： 「ON」または「OFF」の状態を選択し、「OK」を押すことで、選択したモジュールのデジタル出力1が正常に動
作していることを検査します。

DO2： 「ON」または「OFF」の状態を選択し、「OK」を押すことで、選択したモジュールのデジタル出力2が正常に動
作していることを検査します。
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13	 「情報」メニュー
「情報」メニューにアクセスするには、第8.10章を参照してください。

1) 

Information Error MESSAGE

MESSAGEWarning

Versions

MESSAGEMaintenance

MESSAGESmiley

M1：

M0

Mx:

...

READING 

READING 

READING 

READINGSystem log

1) オファーの選択は、利用可能なモジュールによって異なります。

このメニューには以下の機能があります。

• 8619で以下のアイコンが表示される理由の簡単な説明：

 - ERROR：X

 - WARNING：

 - MAINTENANCE：

 - SMILEY： または

16.3 問題解決章も参照してください。

• および：

 - 「SYSTEMPROT.」機能：「エラー」、「警告」、および「メンテナンス」事象を含む、8619によって生成されたすべ
てのメッセージの読み取り。 

 - 「VERSIONEN」機能： 
測定された物理パラメータを記録/変換するモジュールの場合、M0:HAUPT カードの関連モジュールのソフト
ウェアバージョンを読み取り、装置のシリアル番号 (「S/N」)、装置の商品番号 (「製品」) などを読み取ります。
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14	 設定レベルの構成	
設定レベルへのアクセスについては、8.10章を参照してください。

System

Display

Datum

Time

Code

Parameter YYYY/MM/DD

HH:MMss

0*** Confirm code 0***

Language

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

Software options Options list

Activate option ENTERING

Save settings M0:MAIN

Mx:
...   1)

Load settings

Factory reset

1) 

M0:None

Mx:
...

User view 1...4

Unit

Filter: None

Fast
Slow

None

graph

Type：

2 lines

Title：
Line 1...4:

ENTERING
PV

3) 

4 lines

Period: ENTERING

y min: ENTERING

y max： ENTERING

2) 

4) 

4) 

4) 

1 line

Deutsch

FRANÇAIS

Deutsch

Türkçe

PID

Datalogger

NoneDosierung

flow

concentration

Ethernet protocols

MATH 

1)  オファーの選択は、利用可能なモジュールおよび/または有効化されたオプションによって異なります。 
9.5章および15章を参照してください。

2) タイプ = 1行、2行、または4行の場合
3) オファーの選択は、選択した「PV」によって異なります。
4) 「タイプ」＝「図」の場合 
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DisplayParameter

Contrast xx%

Brightness xx%

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

PV:M0:None

Edit name

PV names

ENTERING

M0:MAIN

M1：

Mx:
...1)

機能 F1...F12:

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

°C - L/min

°C - ImpGPM

°F - GPM

Mx views units

A+B

Type： None

A-B

A x B 

A/B

(A/B)[%]

(1-A/B)[%]

Name

Status

PV A:/PV B:

ENTERING

ON

OFF

M1：

M0:MAIN 

Mx:
...1)

(A/B-1)[%]

Filter: None

Fast

Slow

Value ENTERING

Unit 6)
5)

4)

Text

Format
Manual entry

Unit list
3)

Lock：

Status ON

OFF

Value ENTERING

Unit

2)

Functions Constants
This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... PVC1...PVC12

Min ENTERING

Max ENTERING

ON

OFF

1)  オファーの選択は、利用可能なモジュールおよび/または有効化されたオプションによって異なります。第9.5章および第15章を
参照してください。

2) 「Unit」 ≠ 「ON/OFF」の場合
3) 「Unit」 = 「User」の場合のみ
4) PVが定数ではない場合。
5) 「PV A:/PV B:」が定数の場合。
6) オファーの選択は、上記の「PV A:/PV B:」での選択によって異なります。
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2)

Functions F1...F12: Type：

Name：

Status

PV A:

ENTERING

ON

OFF

M1：

M0:MAIN 

Mx:
...3)

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

Parameter

Equation ENTERING

MATH

Process A

Filter: None

Fast

Slow

Value ENTERING

Unit
1)

4)

Text

Format

Unit group：

Manual entry

Unit list:

テスト

Unit

Equation：

Result：

Process E
...

Value A

Value E

...

Unit selection…

2)

Type：PROP

Name：

Status

ENTERING

ON

OFF

PV

3) 
M1：

M0:MAIN

Mx:

...

PV RANGE： PV-:

PV+:

ENTERING

ENTERING

Lim-

Lim+

ENTERING

ENTERING

CMD SAFE: Status

Value：

ON

OFF
ENTERING

PV Filter： None

Fast

Slow

MATH

5)

5)

3) 

Lock： ON

OFF

1) 「Unit group」 ≠ 「ON/OFF」 かつ ≠ 「User」の場合
2) 「Unit group」＝「User」の場合
3)  オファーの選択は、利用可能なモジュールおよび/または有効化されたオプションによって異なります。 

9.5章および15章を参照してください。
4) 「PVA:...PV E:」 = 「Constant」の場合
5) 「PVA:...PV E:」≠「Constant」の場合182
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Lock： ON

OFF

Parameter

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

Functions F1...F12: Type：ONOFF

Name：

Status

ENTERING

ON

OFF

PV 

1) 
M1：

M0:MAIN

Mx:

...

SP: ENTERING

CMD SAFE

Inversion ON

OFF

Hysteresis ENTERING

Prebleed：

PV RANGE PV-:

PV+:

ENTERING

ENTERING

MaxONtime: Status

Value：

ON

OFF

ENTERING

Mode：

Value：

ON

OFF

ENTERING

Status

PBLIMIT1：

ON

OFF

ENTERING

PBLIMIT2： ENTERING

PV Filter： None

Fast

Slow

PID

Name：

Type： PID

Status

ENTERING

ON

OFF

Lock： ON

OFF

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

1)  オファーの選択は、利用可能なモジュールおよび/または有効化されたオプションによって異なります。 
9.5章および15章を参照してください。

183

設定レベルの構成 

タイプ8619

日本語



Parameter

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

Functions F1...F12:

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

PID

Setup

PV

SP Type：

M0:MAIN

internal

external

Mx:
... 1) 

PV RANGE PV-:

PV+:

ENTERING

ENTERING

Reg.-Type： Mode：

Low：

High：

Linear

non-linear

ENTERING

ENTERING
3) 

CMD 
DIRECTION

Channel 1/2 Rise

Fall

Channel： Single

Dual

Advanced

SP: M0:MAIN

Mx:
... 1) 2) 

Cut-off： Mode：

Cut-:

Cut+:

Cut-

OFF

Cut-Cut+

Cut+

ENTERING

ENTERING

SP-Limits： Status

SPlimits-

SPlimits+：

ON

OFF

ENTERING

ENTERING

Inversion ON

OFF

SysSwitchCMD 
SAFE

Mode

Channel 1/2：

ON

OFF

ENTERING

Channel 1/2：

 

1)  オファーの選択は、利用可能なモジュールおよび/または有効化されたオプションによって異なります。 
9.5章および15章を参照してください。

2) 「SP Type」 = 「external」の場合にこの機能を使えます
3) これらの機能が使えるのは「Reg type」 = 「non-linear」の場合です 
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Lock： ON

OFF

PV Filter： None

Fast

Slow

Parameter Sample time：

Channel 1/2

ENTERING

Parameter Functions F1...F12: PID
This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

Dead band：

Kp:

Tn:

Tv:

ENTERING
ENTERING

ENTERING

ENTERING

Lim-:

X0:

Lim+：

State「OFF」

ENTERING

ENTERING

ENTERING

ENTERING

Advanced

F1...F12: Type：TIME DOSING

Name：

Status

ENTERING

OFF

ON

CMD SAFE Status

Channel 1/2：

Channel： Single

Dual

Mode：

Period

OFF

Week

Channel 1/2：

Status OFF

ON

Start： ENTERING

Period: ENTERING

Duration： ENTERING

3) 

3) 

3) 

3) 

Monday...Sunday EVENT 1/2
4) 

Status OFF

ON

Start： ENTERING

Duration： ENTERING

2) 

OFF

ON

ENTERING

Waiting time： ENTERING

Fx:ONOFF

5) 
ON/OFF FX：

SP-PV： ENTERING 1) 

1) 「SP Type」 = 「Internal」の場合、9.18、 113ページ章を参照してください。
2) 「Channel 2」は「Channel」 = 「Dual」の場合にあります
3) これらの機能が使えるのは「Mode」 = 「Period」の場合のみです
4) これらの機能が使えるのは「Mode」 = 「Week」の場合のみです 
5) 「Fx:」は「アクティブ」として表示されたON/OFF機能を表します。 185
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Lock： ON

OFF

Parameter Functions F1...F12: Type：VOL.DOSING

Name：

Status

ENTERING

OFF

ON

CMD SAFE Status

Value：

PV

Unit

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

OFF

ON

ENTERING

M0:MAIN

Mx:

DI1 Pulse

None

DI2 Pulse

None

M3

L

gal
Igal

Volume： ENTERING

Dosing time ENTERING

System switch Mode：

Invert.：

PV

No

Yes

Delay： ENTERING

On/off

1) 
M1：

M0:MAIN

Mx:

...

Low： ENTERING

High： ENTERING

Window

2) 

2) 

Hysteresis

 

 

1)  オファーの選択は、利用可能なモジュールおよび/または有効化されたオプションによって異なります。 
9.5章および15章を参照してください。

2) これらの機能が使えるのは、「Mode」 ≠ 「ON/OFF」の場合のみです 
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20 mA： ENTERING
0 mA/4 mA： ENTERING

Filter:

Fast

None

Slow

2 V/5 V/10 V： ENTERING
0 V： ENTERING

「Mode」 = 「Current」の場合

「Mode」 = 「Voltage」の場合

Unit

Text

Format
Manual entry

単位リスト
「Unit」 = 「User」の場合

M0: Inputs DI1/DI2 Totalizer A/B

Mx:Inputs

M totalizer A/B unit

Remote reset

Remote hold

L

M3

gal

Impgal

PV

Active

Status

High/Low

ON/OFF
M0:MAIN

M1：

Mx:
... 1)

PV

Active

Status

High/Low

ON/OFF
M0:MAIN

M1：

Mx:
... 1)

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

Datalogger Status OFF

ON

Period: ENTERING

PV1...PV8:

Parameter

1) 
M1：

M0:MAIN

Mx:

...PV9...PV16：

MAX LINES： ENTERING

AI1/AI2 モード：

Current

None

Voltage

Range： 0～20 mA

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

Mx:Inputs

0～2 V

0～10 V
0～5 V

4～20 mA
「Mode」 = 「Current」の場合

「Mode」 = 「Voltage」の場合

1)  オファーの選択は、利用可能なモジュールおよび/または有効化されたオプションによって異なります。 
9.5章および15章を参照してください。
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This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

Parameter

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

M0:Outputs AO1/AO2 PV

1) 
M1：

M0:MAIN

Mx:

...

4 mA： ENTERING

20 mA： ENTERING

Diag.-event： None

22 mA

Filter:

Fast

None

Slow

Mx:Outputs

DO1/DO2 モード：

Hysteresis

On/off

Window

1) 
M1：

M0:MAIN

...
Mx:

PV

Mode: ON/OFF

Delay：

Invert.： No

Yes

ENTERING

1) 
M1：

M0:MAIN

...
Mx:

PV 

Mode： Hyst/Win

Delay：

Invert.： No

Yes

ENTERING

Low： ENTERING

High： ENTERING

FastPWM

1) 
M1：

M0:MAIN

...
Mx:

PV 

Mode： FastPWM

Frequency：

Invert.： No

Yes

ENTERING

0% ENTERING

100% ENTERING

 
1)  オファーの選択は、利用可能なモジュールおよび/または有効化されたオプションによって異なります。 

9.5章および15章を参照してください。
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This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

M0:Outputs DO1/DO2 モード：Parameter

Mx:Outputs

PWM

1) 
M1：

M0:MAIN

...
Mx:

PV 

Mode:PWM

Min. ON time：

Invert.： No

Yes

ENTERING

0% ENTERING

100% ENTERING

Period: ENTERING

PFM

1) 
M1：

M0:MAIN

...
Mx:

PV

Mode:PFM

Pulse width：

Invert.： No

Yes

ENTERING

0% ENTERING

100% ENTERING

Max. frequency： ENTERING

Pulse

DI2

DI1INPUT：

Mode： Pulse

Pulse： ENTERING

2) 

 

 
1)  オファーの選択は、利用可能なモジュールおよび/または有効化されたオプションによって異なります。 

9.5章および15章を参照してください。
2)  MAIN基板M0の出力DO1およびDO2に対してのみ機能し、ソフトウェアオプション「FLOW」が有効になっている場合にのみ

可能です (第9.5章を参照)。
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This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

M1: Ethernet

IP Address 

ProtocolParameter

Ethernet/IP

Modbus TCP

PROFINET

ENTERING

Gateway ENTERING

Netmask ENTERING

BOOTP

DHCP 

DCP

DHCP+BOOTP

Manual

MAC address READING

ソフトウェアオプション 「Ethernet Protocol」が有効な
場合のみ。章を参照してください 9.5

「Protocol」 = 「Modbus TCP」ま
たは 「EtherNet/IP」の場合

Ethernet units °C - L/min 

°F - GPM 
°C - ImpGPM 

Units PVN1-10

IP settings Mode

「Manual」が有効
な場合

Device name ENTERING 

「Protocol」 = 「PROFINET」の場合 

「Protocol」 = 「PROFINET」の場合 
「IP settings」->「Mode」 = 「DCP」の場合のみ、 

読み取りREADING 

「Protocol」 = 「Modbus TCP」の
場合 

Units PVN11-20 1)
Text

Format

Unit group：

Manual entry

Unit list:

Unit selection

2)

PVN1

PVN20

...

1) 「Unit group」 ≠ 「ON/OFF」 かつ ≠ 「User」の場合
2) 「Unit group」＝「User」の場合
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This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

Parameter

「Temp.Comp.」 = 「Manual」の場合

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

Mx:pH/ORP

Temp.-settings

RTD

Temp.-Calib.

PT 100

None

PT1000

ENTERING

Calib.-Limits

Warning low：

Warning high：

Error low：

pH Zero

Temperature Auto

Manual

Auto

Manual

Buffer Hamilton

DIN19267

Error high：

ENTERING

ENTERING

ENTERING

ENTERING

Warning low：

Warning high：

Error low：

pH slope

Error high：

ENTERING

ENTERING

ENTERING

ENTERING

Warning low：

Warning high：

Error low：

ORP Offset

Error high：

ENTERING

ENTERING

ENTERING

ENTERING

°C ENTERING

°C ENTERING 「Temperature」 = 「Manual」の場合
「Temperature」 = 「Auto」の場合
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This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

This is
when the
device is be-
ing parame-
tered............
.................... 

Mx:Conductivity

Temp.-settings

RTD

Temp.-Calib.

Parameter

PT 100

None

PT1000

ENTERING

concentration

H2SO4 (32～89%)

H2SO4 (0～30%)

HNO3 (0～30%)

None

Temperature Auto

Manual

Auto

Manual

Calib.Buffer 5 µS

100 mS

HCl (0～18%)

HNO3 (35～96%)

NaOH (0～14%)

HCl (22～39%)

NaCl (0～26%)

NaOH (18～50%)

Probe 2 electrodes

4 electrodes

Temp.Comp. None

UPW-NaCl

Linear
EN 27888
UPW

Koef. ENTERING 「Temp.Comp.」 = 「Linear」の場合

「Temperature」 = 「Auto」の場合
°C ENTERING 「Temperature」 = 「Manual」の場合

°C ENTERING 「Temp.Comp.」 = 「Manual」の場合

15 µS

100 µS

1413 µS

1) 

USP Alarm ENTERING

Concentr.table 1) 

1) このメニューはオプションとして利用可能です (第9.5章を参照) 
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1) 

Calibration

M0:Outputs AO1/AO2 4 mA

20 mA

ENTERING

ENTERING

Mx:Outputs

DI1/2 totalizer Reset totaliz. AM0: Inputs

Reset totaliz. B

Yes/No

Yes/No

Flow unit

Start teaching

Volumen-Teach

Flow teaching

Meas.in progr.

Flow teaching

Teaching result

L

M3

gal

Igal

Unit of volume

Start teaching Meas.in progr.

Flowed Volume 

Teaching result

DI1/2： flow rate K factor ENTERING

L/h

Igal/s

Flow unit
...

System Hold Inactive

Active

コード 0*** Confirm code 0***

1) 

L/h

Igal/s

...

1) このメニューはオプションとして利用可能です (第9.5章を参照) 
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Mx:Inputs

PV offset calibration

AI1/AI2

PV 2-point calibration

1.point

2.point？

2.point

Calibr.-result

はい

No

Calibration

Voltage calibration

Current calibration

1.point

2.point

Calibr.-result

1.point

Calibr.-result

Mode:general

Calibration intervals Calibration

ｌast

Reset calibration 
timer

ENTERING

Maintenance

ｌast

Reset mainte-
nance timer

ENTERING

Yes/No

Yes/No

Factory calibration Yes/No

「Mode」 = 「Voltage」の場合、第9.24章を参照。

「Mode」 = 「Current」の場合、第9.24章を参照。

Range

PV slope calibration

1.point

2.point？

2.point

Calibr.-result

はい

No

Voltage calibration

Current calibration

1.point

Calibr.-result

ENTERING

Mode:chlorine

Calibration intervals Calibration

Last

Reset

ENTERING

Maintenance

Last

Reset

ENTERING

Yes/No

Yes/No

Factory calibration Yes/No

「Mode」 = 「Voltage」の場合、第9.24章を参照。

「Mode」 = 「Current」の場合、第9.24章を参照。
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1) 

DI1/2： totalizerMx:Inputs

DI1/2： flow 
rate

参照先: 「Calibration -> M0:Inputs」
Calibration

1) 

Mx:pH/ORP pH auto calib.

Calib. interval

pH manual calib.

1.point

2.point？

Rinse

2.point？

pH calib. result

はいNo

pH calib. data

Last

Isoth.potential

VALUE

Isoth.potential

Zero ENTERING

Slope ENTERING

Iso pH

ENTERING

ENTERING

ORP calibration 1.point

Calib. result ORP

ORP calib. data Offset ENTERING

Interval

Calib. log READING

ENTERING

Auto. calib.

Calib. interval

Mx:Conductivity

Manual calib. ENTERING

RESULT

Cell const ENTERING

Last

RESULT

Interval

READING

ENTERING

TDS factor ENTERING

System log READING

1) このメニューはオプションとして利用可能です (第9.5章を参照) 
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Diagnostics System コード 0*** Confirm code 0***

Glass electrodeMx:pH/ORP

Impedance

Status ON/OFF

READING

Warning high： ENTERING

Warning low： ENTERING

Error high： ENTERING

Error low： ENTERING

Dépend. temp ENTERING

Ref. electrode

Impedance

Status ON/OFF

READING

Warning high： ENTERING

Warning low： ENTERING

Error high： ENTERING

Error low： ENTERING

ConductivityMx:Conductivity

Conductivity

Status ON/OFF

READING

Warning high： ENTERING

Warning low： ENTERING

Error high： ENTERING

Error low： ENTERING

Temperature

Temperature

Status ON/OFF 

READING

Warning high： ENTERING

Warning low： ENTERING

Error high： ENTERING

Error low： ENTERING

Monitor READING

AI1/AI2Mx:Inputs Thresholds： None
Low

Warning low： ENTERING

Warning high： ENTERING

Error low： ENTERING

Error high： ENTERING

High
Both

「閾値」 = 「低」または「両方」の場合

「閾値」 = 「高」または「両方」の場合

「閾値」 = 「低」または「両方」の場合

「閾値」 = 「高」または「両方」の場合

Open loop Disable/Enable アナログ入力が「電圧」モードに設定されてい
る場合

196

設定レベルの構成 

タイプ8619

日本語



テスト

Diagnostics Mx:Conductivity Temperature

Temperature

Status ON/OFF

READING

Warning high： ENTERING

Warning low： ENTERING

Error high： ENTERING

Error low： ENTERING

Monitor READING

System コード 0*** Confirm code 0***

PV

Value：

PV Simulation M0:MAIN

ENTERING

M1：

Mx:

... 1)

Mx:Outputs

M0:Outputs

AO2

AO1： ENTERING

ENTERING

DO1: OFF/ON

DO2 OFF/ON

 

Information Error MESSAGE

MESSAGEWarning

Versions

MESSAGEMaintenance

MESSAGESmiley

M1：

M0

Mx:

...

READING

READING

READING

READINGSystem log

1)  オファーの選択は、利用可能なモジュールおよび/または有効化されたオプションによって異なります。 
9.5章および15章を参照してください。
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15	 プロセス変数	
本章では、各拡張モジュールで使用できるプロセス変数 (PV) について説明します。PVには、プロセス入
力、PVN、PVC などがあります。利用可能なPVのリストは、既存のモジュールと有効化されたオプションによって異
なります。

• 第15.1章では、CPU基板 M0:Mainで利用可能なPVについてご説明します。

• 第15.2章では、M1:Ethernetモジュールで利用可能なPVについてご説明します。

• 第15.3章では、入力モジュールで利用可能な PV についてご説明します。

• 第15.4章では、pH/ORPモジュールで利用可能なPVについてご説明します。

• 第15.5章では、導電率モジュールで利用可能なPVについてご説明します。

• 第15.6章では、追加出力モジュールで利用可能なPVについてご説明します。

15.1	 CPU基板	M0:MAIN	

DI1

None

DI1: Qv
DI2

AO1
AO2

DI2: Qv

DO1
DO2
SysSwitch

Fx:

M0:MAIN

ソフトウェアオプション 「FLOW」が有効な場合、装置で使用できます。
章を参照してください 9.5 

Warning

DI1: TotA
DI1: TotB
DI2: TotA
DI2: TotB
DI1:Hz
DI2: Hz

Constant

PVCx

互換性のあるPVのみが表示されます。

例： アナログ出力 (AO) の設定では PV 「Warning」、「SysSwitch」、「DI1」、「DI2」は表示されません。

「定数」 = ユーザー入力値 

「Warning」 = 機械で発生した事象 

「AOx」 = アナログ出力 

「DOx」 =デジタル出力 

「System switch」 = 対応する事象が設定され、有効になっている場合 

「DIx」 = デジタル入力 

「DIx Qv」 = デジタル入力DIxの流量 

「DIx TotA」 = デジタル入力DIxのカウンターA 
198

プロセス変数 

タイプ8619

日本語



「DIx TotA」 = デジタル入力DIxのカウンターB 

「DIx Hz」 = デジタル入力DIxの周波数 

「Fx:」 = 有効化および設定された機能の結果

「PVCx」 = ユーザーによって値を設定できるプロセス変数。

15.2	 M1:Ethernetモジュール上	
PVN1

PVN20

M1:Ethernet
...

互換性のあるPVのみが表示されます。

例： アナログ出力 (AO) の設定では、単位がON/OFFとして定義されたPVNは表示されません。

PVN (プロセス変数ネットワーク) は、PLCからEthernetネットワーク経由で装置に送信されるデータです。 
PVNは、出力の1つもしくは1つの機能に割り当てたり、プロセスレベルで表示したり、メモリーカードに記
録したりすることができます。PVNのデフォルト値（PLCによる最初のデータ送信まで）は0.0です。 
PLCがPVNのアップデートを停止した場合 (またはEthernet接続が中断された場合)、PVNは最後の有効値
を保持します。

詳細については、www.burkert.jp/jpのタイプ8619に関するデジタル通信についての補助説明書をご覧く
ださい。
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15.3	 入力モジュール上	

DI1

DI1: Qv
DI2

DI2: Qv

AI2Raw

AI1
AI2

AI1Raw

Mx:Inputs

ソフトウェアオプション 「FLOW」が有効な場合、装置で使用できます。
章を参照してください 9.5 

DI1: TotA
DI1: TotB
DI2: TotA
DI2: TotB
DI1:Hz
DI2:Hz

互換性のあるPVのみが表示されます。

例： アナログ出力 (AO) の設定では PV「DI1」、「DI2」は表示されません。

「AIx」 = スケーリングされた物理値 (9.24章を参照)。

「DIx」 = デジタル入力

「DIx Qv」 = デジタル入力DIxの流量

「DIx TotA」 = デジタル入力DIxのカウンターA

「DIx TotA」 = デジタル入力DIxのカウンターB

「AIxRaw」 = アナログ入力AIxの電流および電圧標準信号

「DIx Hz」 = デジタル入力DIxの周波数

15.4	 pH/酸化還元モジュール上
pH

mV
ORP

°C
°F

RTD

Mx:pH/ORP

	

互換性のあるPVのみが表示されます。

例： デジタル出力 (DO) を「On/Off」モードで設定した場合、pH/Redox拡張モジュールのPVは表示されま
せん。

「pH」 = 液体の実測pH値

「mV」 = 液体の実測pH値 (mV)

「ORP」 = 液体の実測酸化還元電位 (mV)

「°C」 = 液体の実測温度 °C

「°F」 = 液体の実測温度 °F

「RTD」 = 温度ステージの入力抵抗 (Ω)

200

プロセス変数 

タイプ8619

日本語



15.5	 導電率モジュール上
µS/cm

Ω.cm
°C

°F
RTD

TDS
%

USP

Mx:Conductivity

互換性のあるPVのみが表示されます。

例： アナログ出力 (AO) の設定ではPV「USP」は表示されません。

「µS/cm」 = 液体の実測導電率

「Ω.cm」 = 抵抗率

「°C」 = 液体の実測温度 °C

「°F」 = 液体の実測温度 °F

「RTD」 = 温度ステージの入力抵抗 (Ω)

「TDS」 = 液体中の溶解固形物量 (ppm)

「%」 = 液体の質量濃度 (ソフトウェアオプション)

「USP」 = USP機能の状態。第9.29章の表10を参照してください。

15.6	 追加出力モジュール上
AO1

AO2
DO1

DO2 

Mx:Outputs

互換性のあるPVのみが表示されます。

「AOx」 = アナログ出力 

「DOx」 =デジタル出力 
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16	 修理とメンテナンス	

16.1	 安全注意事項	

危険

感電による負傷の危険。

 ▶ 装置の12～36 V DCバージョンを湿った環境や屋外で使用する場合は、最大動作電圧を35 V DCに制限してく
ださい。

 ▶ システムまたは装置で作業する前に電圧をオフにし、再びオンにならないようにしてください。

 ▶ 機械に接続する機器はすべて、規格UL/EN 61010-1に従って配電網が二重に絶縁されていなければなりま
せん。

 ▶ 現行の電気製品に関する事故防止・安全規則を遵守してください。

警告

不適切なメンテナンスによる怪我の危険。
 ▶ メンテナンス作業は認定された専門技術者が適切なツールを使用してのみ行うことができます。
 ▶ システムでの作業後は、制御された再起動を確保してください。

16.2	 装置のメンテナンス
装置は、水で少し湿らせたダスターで清掃することができます。必要に応じて、装置の素材に適合する洗浄剤を加
えてください。

詳細については、Bürkertのサプライヤーまでお問い合わせください。
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16.3	 問題解決	
以下の表は、8.3章に記載されたLED、アイコン、単位によって生成される事象タイプ間の割 り当てを示してい
ます。

LED 表示されるアイコン 事象タイプと考えられる原因
LED A (左) LED B (右) Smiley Error 警告 Maintenance
バイオレ
ット 
(点滅)

バイオレ
ット 
(点滅)

任意
Ethernetモジュールを備えた装置
では、ProfinetプロトコルのDCPモ
ードがアクティブになっています。

緑 緑
診断機能が装置アクティブになっ
ていない場合の通常モードおよび
標準アイコン。

緑 赤 X 診断に関連した「エラー」事象。 
11章を参照してください。

赤 緑 X 装置に関連した「エラー」事象。

緑 オレンジ 診断に関連した「メンテナンス」事
象。11章を参照してください。

オレンジ 緑 装置に関連した「メンテナンス」事
象。

緑 オレンジ
較正に関連した「メンテナンス」
事象。10.13章、10.15章、10.19章、 
10.20章を参照してください。

任意のカ
ラー

任意のカ
ラー

任意のスマ
イリー

X データロガーに関連する問題

16.3.1	 その他の問題	

問題 推奨される処置
壁面取り付けバージョンでは、電源
が供給されてもディスプレイに表示
されません。

 → ディスプレイと基板を接続するリボンケーブルが接続されているかを
確認してください。

 → リボンケーブルが接続されている場合は、配線を確認してください。
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16.3.2	 プロセスパラメータのモニタリングに関連する「エラー」事象	(赤色LED	B	(右)	とアイ
コン X と が表示されます)

プロセスパラメーターのモニタリングに関連してエラー事象が発生した場合：

• 「診断」の場合、4～20 mA出力は22 mAの電流を生成します。「事象」は「22 mA」に設定されています (第9.25
章を参照)。 

• トランジスタ出力は正常に機能しています。

「情報」メニューで表
示されたメッセージ

意味 推奨される処置

「Mx:E:AIx low」 「Mx:入力」モジュールのアナログ入力値
が許容範囲外にあります。
このメッセージは、アナログ入力のモニ
タリングが「Mx」モジュールに対して有効
になっている場合に、定義されたERROR 
LOW 閾値に応じて表示されます  
(第11.3章を参照)。

 → 電流出力の配線をチェックしてください。

 → 接続されている機器が正常に動作してい
ることをチェックしてください。

「Mx:E:AIx high」 「Mx:入力」モジュールのアナログ入力値
が許容範囲外にあります。
このメッセージは、アナログ入力のモ
ニタリングが「Mx」モジュールに対して
有効になっている場合に、定義された
ERROR HIGH閾値に応じて表示されます  
(第11.3章を参照)。

 → 電流出力の配線をチェックしてください。

 → 接続されている機器が正常に動作してい
ることをチェックしてください。

「Mx:E:AIx open」 電圧モードに設定されたアナログ入力で
オープンループが検出されました
このメッセージは、「Mx」モジュールのオー
プンループ検出が有効になっている場合
に表示されます (第11.4章を参照)。

 → 電流出力の配線をチェックしてください。

 → 接続されている機器が正常に動作してい
ることをチェックしてください。

「Mx:E:Glass imped.
」

「Mx」モジュールの測定電極のインピーダ
ンスが許容範囲外にあります。
このメッセージは、「Mx」モジュール上の
測定電極のインピーダンスのモニタリ
ングが、定義されたERROR LOWおよび
ERROR HIGH閾値に応じて有効になってい
る場合に表示されます (第11.5章を参照)。

 → 「Diagnostics」メニューを呼び出し、pH
電極のインピーダンス値を読み取ります
(第11.5章)。

 → 必要に応じて、プローブを清掃してから、
測定センサーを再較正するか、プローブ
を交換してください。

「Mx:E:Ref. imped.」 比較電極のインピーダンスが許容範囲外
にあります。
このメッセージは、比較電極インピー
ダンスのモニタリングが、定義された
ERROR LOWおよびERROR HIGH閾値に応
じて有効になっている場合に表示されま
す (第11.5章を参照)。

 → 「Diagnostics」メニューを呼び出し、比
較電極のインピーダンス値を読み取りま
す(第11.5章)。

 → 必要に応じて、プローブを清掃してから、
測定センサーを再較正するか、プローブ
を交換してください。

「Mx:E:Conductivity」 液体の導電率が範囲外にあります。
このメッセージは、「Mx」モジュール上の
液体導電率のモニタリングが、定義された
ERROR LOWおよびERROR HIGH閾値に応
じて有効になっている場合に表示されま
す (第11.6章を参照)。

 → 「Diagnostics」メニューを呼び出し、液
体導電率を読み取ります (第11.6章)。

 → 必要に応じて、測定セルを清掃するか、セ
ンサーを再較正します。
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「情報」メニューで表
示されたメッセージ

意味 推奨される処置

「Mx:E:Temperature」 液体温度が範囲外です。
このメッセージは、「Mx」モジュール上の
液体温度のモニタリングが、定義された
ERROR LOWおよびERROR HIGH閾値に応
じて有効になっている場合に表示されま
す (第11.7章を参照)。

 → 「Diagnostics」メニューを呼び出し、実
測温度を読み取ります (第11.7章)。

 → 必要に応じて、 温度が既知の液体を測定
することで、内蔵の温度センサーが正常
に動作しているかを確認します。

 → 温度センサーに異常がある場合は、セン
サーをメーカーまでご返送ください。

 → 温度センサーが原因でなければ、プロセ
スを確認してください。

「Mx:E:RTD open」 温度センサーが「Mx」モジュールに接続さ
れていません
このメッセージは、「Mx」モジュールの温度
測定モードが 「自動」に設定されている場
合にのみ表示されます (第9.28章および/
または第9.29章を参照)。

 → 温度センサーを「Mx」モジュールに接続
するか、プロセスで使用される温度値を「
マニュアル」モードに設定します (第9.28
章および/または第9.29章を参照)。

 → 記載されていないメッセージについては、Bürkertまでお問い合わせください。
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16.3.3	 装置の問題に関連する「エラー」事象	(赤色LED	A	(左)	とアイコン X および が表示
されます)	

装置の問題に関連したエラー事象が発生した場合：
• 1つ以上の4～20 mA 出力が22 mAの電流を生成します 
• トランジスタ出力は正常に機能しています。

「情報」メニューで表
示されたメッセージ

意味 推奨される処置

「Mx:E:ORP sat.」

「Mx:E:pH sat.」

測定基盤の入力ステージが飽和してい
るため、pH値や酸化還元値が正しく測
定されません 

 → 接地点が正しく配線されているか点検して
ください 

 → システムの等電位面を点検してください。
「M0:E:Mx com.」 拡張モジュールへの接続が中断されま

した 
 → 電源をオフにし、再度電源をオンにします。
 → エラーが続く場合は、装置をBürkertまでご
返送ください。

「Mx:E:Memory FR」 出荷時データが失われました 

プロセスは継続しますが、装置の精度
が変化します。

 → 電源をオフにし、再度電源をオンにします。
 → エラーが続く場合は、装置をBürkertまでご
返送ください。

「Mx:E:Memory UR」 センサーのユーザーデータが失われ 
ました

 → 電源をオフにし、再度電源をオンにします。
 → すべてのセンサーのパラメータを点検し、
再度保存してください

 → エラーが続く場合は、装置をBürkertまでご
返送ください。

「Mx:E:Memory UW」

「Mx:E:Memory CR」 「Mx」モジュールの較正パラメータが
失われました

 → 電源をオフにし、再度電源をオンにしま
す。

 → CPU基板「M0」からのエラーの場合は、新
たにティーチインを実施してください

 → エラーが「Mx」モジュールから発生してい
る場合、このモジュールに接続されている
センサーを再較正してください

 → エラーが続く場合は、装置をBürkertまでご
返送ください。

「Mx:E:Memory CW」

「Mx:E:RTClock」 クロックが故障しています。
プロセスは継続します。

 → 装置をBürkertまでご返送ください。

「Mx:E:totalisers lost」 カウンターの最終値が失われました。
最後から2番目の電圧カットオフ以降に
保存された値が使用されます。

 → 電源をオフにし、再度電源をオンにします。
 → エラーが続く場合は、装置をBürkertまでご
返送ください。

「Mx:E:total+backup 
lost」

カウンターの値が失われました。

カウンターはゼロにリセットされます。

 → 電源をオフにし、再度電源をオンにします。
 → エラーが続く場合は、装置をBürkertまでご
返送ください。

 → 記載されていないメッセージについては、Bürkertまでお問い合わせください。
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16.3.4	 プロセスパラメータのモニタリングに関連する「エラー」事象	(オレンジ色LED	B	(右)	
とアイコン と が表示されます)

プロセスパラメータのモニタリングに関連してエラー事象が発生した場合：

• 1つ以上の4～20 mA出力は正常に機能しています
• 「警告」モードで設定されたトランジスタ出力を切り替えてください。

「情報」メニューで表
示されたメッセージ

意味 推奨される処置

「Mx:W:AIx low」 「Mx:入力」モジュールのアナログ入力
値が許容範囲外にあります。
このメッセージは、アナログ入力のモ
ニタリングが「Mx」モジュールに対して
有効になっている場合に、定義された
WARNING閾値に応じて表示されます  
(第11.3章を参照)。

 → 電流出力の配線をチェックしてください。

 → 接続されている機器が正常に動作してい
ることをチェックしてください。

「Mx:W:AIx high」 「Mx:入力」モジュールのアナログ入力
値が許容範囲外にあります。
このメッセージは、アナログ入力のモ
ニタリングが「Mx」モジュールに対して
有効になっている場合に、定義された
WARNING HIGH閾値に応じて表示され
ます (第11.3.章を参照):。

 → 電流出力の配線をチェックしてください。

 → 接続されている機器が正常に動作してい
ることをチェックしてください。

「Mx:W:Ref imped.」 「Mx」モジュールの比較電極のインピー
ダンスが許容範囲外にあります。
このメッセージは、「Mx」モジュールの比
較電極インピーダンスのモニタリング
が、定義されたWARNING LOWおよび
WARNING HIGH閾値に応じて有効にな
っている場合に表示されます (第11.5章
を参照)。

 → 「Diagnostics」メニューを呼び出し、比較
電極のインピーダンス値を読み取ります 
(第11.5章)。

 → 必要に応じて、プローブを清掃してから、
測定センサーを再較正するか、プローブ
を交換してください。

「Mx:W:Glass imped.」 「Mx」モジュールの測定電極のインピー
ダンスが許容範囲外にあります。
このメッセージは、「Mx」モジュールの測
定電極インピーダンスのモニタリング
が、定義されたWARNING LOWおよび
WARNING HIGH閾値に応じて有効にな
っている場合に表示されます (第11.5章
を参照)。

 → 「Diagnostics」メニューを呼び出し、測定
電極のインピーダンス値を読み取ります  
(第11.5章)。

 → 必要に応じて、プローブを清掃してから、
測定センサーを再較正するか、プローブ
を交換してください。

「Mx:W:Conductivity」 液体の導電率が範囲外にあります。
このメッセージは、「Mx」モジュール上の
液体導電率のモニタリングが、定義され
たERROR LOWおよびERROR HIGH閾値
に応じて有効になっている場合に表示
されます (第11.6章を参照)。

 → 「Diagnostics」メニューを呼び出し、液体
導電率を読み取ります (第11.6章)。

 → 必要に応じて、セルを清掃してから、測定
センサーを再較正してください。
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「情報」メニューで表
示されたメッセージ

意味 推奨される処置

「Mx:W:Temperature」 液体温度が範囲外です。

このメッセージは、「Mx」モジュール上
の液体導電率のモニタリングが、定義さ
れたWARNING LOWおよびWARNING 
HIGH閾値に応じて有効になっている場
合に表示されます (第11.7章を参照)。

 → 「Diagnostics」メニューを呼び出し、実測
温度を読み取ります (第11.7章)。

 → 必要に応じて、 温度が既知の液体を測定
することで、内蔵の温度センサーが正常
に動作しているかを確認します。

 → 温度センサーに異常がある場合は、セン
サーをメーカーまでご返送ください。

 → 温度センサーが原因でなければ、プロセ
スを確認してください。

「W:concent.OOR」 液体の導電率もしくは濃度が計算範囲
外になっています

 → 液体の温度と導電率が、設定された濃度
計算に対して正しいことを確認してくださ
い (第9.29章)。

 → 記載されていないメッセージについては、Bürkertまでお問い合わせください。

16.3.5	 装置の問題に関連する「警告」事象	(オレンジ色LED	A	(左)	とアイコン および が
表示されます)

装置の問題に関連した「警告」事象が発生した場合：

• 1つ以上の4～20 mA出力は正常に機能しています 
• 「警告」モードで設定されたトランジスタ出力を切り替えてください。

「情報」メニュー
で表示されたメッ
セージ

意味 推奨される処置

「M0:W:Time 
lost」

日付と時刻が失われました。

定時ドージングサイクルを設定した場合、ド
ージングサイクルを実行することはできませ
ん。9.19章を参照してください。

較正またはメンテナンスの間隔が設定さ
れている場合、較正またはメンテナンスの
リマインダーメッセージは生成されませ
ん。10.13、10.15,、10.19または10.20章を参
照してください。

 → 装置の日付と時刻をもう一度設定してくだ
さい（第9.2章を参照）。

「M0:W:ON/OFF 
time」

ON/OFF機能の「MaxONtime」パラメータで
定義された継続時間を超えました (第9.17章
を参照)。

 → ON/OFF機能を無効にし、再度ON/OFF機
能を有効にします。

「M0:W:Pulse x 
lim.」

「パルス」モードでは、パルスに対して入力
した容積が正しくありません (第9.26.7章を
参照)。 

 → 適切な容積を入力してください。
 → Kファクターを検査します。

「M0:W:Pulse x 
1:1」

「パルス」モードでは、パルスに対して入力
した容積が正しくありません (第9.26.7章を
参照)。 

 → 適切な容積を入力してください。
 → Kファクターを検査します。

 → 記載されていないメッセージについては、Bürkertまでお問い合わせください。
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16.3.6	 較正に関連する「メンテナンス」事象	(オレンジ色LED	B	(右)	とアイコン 、 および
が表示されます)	

較正に関連した「メンテナンス」事象が発生した場合：

• 1つ以上の4～20 mA出力は正常に機能しています 

• 「警告」モードで設定されたトランジスタ出力を切り替えてください。

「情報」メニュー
で表示されたメッ
セージ

意味 推奨される処置

「MxM:Time to 
cal.」

「Mx」モジュールのセンサーで較正を実行する必
要があります。

2つの校正間の時間間隔は、「CALIBINTERVAL」メニ
ューの「INTERVAL」機能で設定されます (10、 150
ページ章を参照)。

 → センサーを較正する (10、 150ペ
ージ章) 

「W:AI1 cal.」 AI1の較正は実行する必要があります。

較正間隔は第10.13章で規定されています。

 → AI1の較正を実行します。第10.5章
または第10.10章を参照してくだ
さい。

 → 次の較正までの遅延をリセットしま
す。10.13章を参照してください。

「W:AI2 cal.」 AI2の較正は実行する必要があります。

較正間隔は第10.13章で規定されています。

 → AI2の較正を実行します。第10.5章
または第10.10章を参照してくだ
さい。

 → 次の較正までの遅延をリセットしま
す。10.13章を参照してください。

「W:AI1 Maint.」 AI1のメンテナンス措置が必要です。

較正間隔は第10.15章で規定されています。

 → AI1に対して必要なメンテナンス措
置を実行します。

 → 次のメンテナンス作業までの遅延
をリセットします。10.15章を参照し
てください。

「W:AI2 maint.」 AI2のメンテナンス措置が必要です。

較正間隔は第10.15章で規定されています。

 → AI2に対して必要なメンテナンス措
置を実行します。

 → 次のメンテナンス作業までの遅延
をリセットします。10.15章を参照し
てください。

 → 記載されていないメッセージについては、Bürkertまでお問い合わせください。
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16.3.7	 データ保存中のエラーメッセージ	

データ保存時に、以下のエラーメッセージが表示される場合があります (9.6章を参照)。

表示されたメッセ
ージ

意味 推奨される処置

「メモリーカード
がありません」

メモリーカードが装置に挿入されていない、または
メモリーカードがフォーマットされていません。

 → メモリカードを装置に挿入します 
(第5章を参照)。

 → メモリーカードをフォーマットし
ます。

「データロガーが
アクティブです」

メモリカードはすでにデータロガーで使用されて
います。

 → データ収集を無効にします (第9.22
章を参照)。 

「File open」 ファイルを作成できません。  → メモリーカードをフォーマットし
ます。

「メモリーカード
に書き込みます」

ファイルへの書き込みに問題があります。  → メモリーカードが書込み保護され
ていないことを確認してください。

 → メモリーカードにまだ十分な空き
容量があるか確認してください。

 → 記載されていないメッセージについては、Bürkertまでお問い合わせください。

16.3.8	 データ読み込み中のエラーメッセージ	

データ読み込み時に、以下のエラーメッセージが表示される場合があります (9.7章を参照)。

表示されたメッセ
ージ

意味 推奨される処置

「メモリーカード
がありません」

メモリーカードが装置に挿入されていない、または
メモリーカードがフォーマットされていません。

 → メモリカードを装置に挿入します  
(第5章を参照)。

 → メモリーカードをフォーマットし
ます。

「データロガーが
アクティブです」

メモリカードはすでにデータロガーで使用されて
います。

 → データ収集を無効にします (第9.22
章を参照)。 

「File open」 保存されたデータのファイルが読み込めません。

• 2つの装置に互換性がないためです。

• あるいは、データメモリが故障したためです。

両装置の互換性を確認するには：

 → 各装置のデータを (2つの異なるメ
モリーカードに)保存します。

 → ファイル名が同一であることを確認
してください。

 → ファイル名が異なる場合は、マニュ
アルで設定を入力してください。

「メモリーカード
を読み込みます」

保存されたデータのファイルに欠陥があります。  → 別のファイルを使用してください。

「互換性のないモ
ジュール」

あるモジュールによって保存されたデータを、異な
るタイプの別のモジュールに転送しようと試みます 
(例えば、pHモジュールによって保存されたデータ
を導電率モジュールに転送)。

 → 同じタイプのモジュールにデータを
読み込みます。

 → 記載されていないメッセージについては、Bürkertまでお問い合わせください。
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16.3.9	 データ記録中のメッセージ	(アイコン X が表示されます)

アイコン X に関連するエラーメッセージは、データ記録中に送信することができます (9.22章を参照)。

システムログに表示されるメッセ
ージ

意味 推奨される処置

「M0:MC read only」 カードはライトプロテクトになって
います。

ロックレバーを押してカードへの書き
込みを許可してください。

「M0:MC failure」 メモリーカードの問題  → 装置にメモリカードが挿入されて
いることを確認してください。

 → メモリーカードをフォーマットし
ます。

 → 問題が解決しない場合は、メモリ 
カードを交換してください。

「M0:MC full」 メモリーカードが一杯になってい
ます。

 → 空のメモリーカードを挿入するか、
現在のメモリーカードのデータを
削除します。

 → 問題が解決しない場合は、PCでカ
ードをフォーマットしてください。

 → 問題が解決しない場合は、メモ
リ カードのタイプを変更してくだ
さい。

「M0:MC data loss」 データロガーの起動時にカードが
抜かれました。

データが失われました。

メモリーカードを装置から抜き取る前
に、必ずデータロガーを無効にしてく
ださい (第9.22章を参照)。

 → 記載されていないメッセージについては、Bürkertまでお問い合わせください。

16.3.10	 その他のメッセージ

システムログに表示されるメッセ
ージ

意味 推奨される処置

「M0:Power on」 装置がオンになっています。 -
「Too big value」 演算機能 (第9.14章参照) を設定

する場合、定数の値を入力するが、
他の要素は「NONE」に設定され
ます。

 → まず、定数でない要素を設定し
ます。

 → 記載されていないメッセージについては、Bürkertまでお問い合わせください。
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17	 スペアパーツ、付属品	
注意

不適切な部品による怪我の危険と物的損害。

不適切なアクセサリやスペアパーツは、怪我、装置およびその周辺に損傷を与える可能性があります。
 ▶ Bürkertのオリジナルアクセサリとオリジナルスペアパーツのみ使用してください。

スペアパーツ	 商品番号	
8619 multiCELL 用の4つのプラスチック製固定具 560225 
8619 multiCELL WMのカバー用プラスチック製ねじ4本 565193 

付属品 商品番号	
8 GBメモリーカード： 564072 
8619 multiCELL WM 用の取り付けキット 564596 
インターフェースプラグ RJ45-M12 コードD付きケーブル接続M20x1.5
用アダプター 

569242 

pHセンサー接続ケーブル、3 m 561904 
pHセンサー接続ケーブル、5 m 561905 
pHセンサー接続ケーブル、10 m 561906 
Pt 1000温度センサー接続ケーブル、3 m 561907 
Pt 1000温度センサー接続ケーブル、5 m 427113 
Pt 1000温度センサー接続ケーブル、10 m 554822 
Variopinケーブル、3 m 554855 
Variopinケーブル、5 m 554856 
Variopinケーブル、10 m 554857 
ソフトウェアオプション： PID 561836 
ソフトウェアオプション： データロガー 561837 
ソフトウェアオプション： ドージング 561838 
ソフトウェアオプション： 流量 561839 
ソフトウェアオプション： 濃度 561840 
ソフトウェアオプション： Ethernetプロトコル (Modbus 
TCP、PROFINET、EtherNet/IP) 

569286 

ソフトウェアオプション： MATH 569848

17.1	 追加文書	
Ethernetバージョンの設定に関する情報については、www.burkert.jp/jpのデジタル通信についての補足を参照
してください
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18	 梱包および輸送	
注意 
輸送中の損害	

装置の保護が不十分な場合、輸送の際に装置が損傷する可能性があります。

 ▶ 装置をほこりや湿気から保護し、耐衝撃性の梱包材を使用して輸送してください。

 ▶ 許容保管温度外にならないようにしてください。

19	 保管	
注意 
誤った保管は装置の損傷の原因となります。

 ▶ 乾燥したほこりのない状態で保管してください。

 ▶ 保管温度: -20～+70 °C、 
商品番号564072 のメモリ カードが挿入されている場合、温度は -10～+70 °Cに制限。

20	 廃棄	
環境に配慮した廃棄処分

 ▶ 廃棄処分と環境に関する国内規制を遵守してください。

 ▶ 電気・電子機器は分別収集し、分別して処分してください。

詳しい情報は、country.burkert.comをご覧ください。
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